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      ● このマニュアルの一部、または全部を無断で転写したり複写することは、 
        固くお断りいたします。 
      ● このマニュアルの内容を、改良のため予告なしに変更することがあります。       

本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制 
並びに米国輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認の上、

必要な手続きをお取りください。 

なお、不明な場合は、弊社担当営業にお問合わせください。 
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  安全上のご注意 

● システムの構築やプログラムの作成などの操作を行う前には、このマニュアルの記載内

容をよく読み、書かれている指示や注意を十分理解してください。 

誤った操作により、システムの故障が発生することがあります。 

● このマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、手近な所に保管してください。 

● このマニュアルの記載内容について理解できない内容、疑問点または不明点がございま

したら、最寄りの当社営業もしくはＳＥまでお知らせください。 

● お客様の誤った操作に起因する事故発生や損害につきましては、当社は責任を負いかね

ますのでご了承ください。 

● 当社提供ソフトウェアを改変して使用した場合には、発生した事故や損害につきまして

は、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。 

● 当社提供以外のソフトウェアを使用した場合の信頼性については、当社は責任を負いか

ねますのでご了承ください。 

● 当製品が万一故障したり誤動作やプログラムに欠陥があった場合でも、ご使用されるシ

ステムの安全が十分に確保されるよう、保護・安全回路は外部に設け、人身事故・重大

な災害に対する安全対策が十分確保できるようなシステム設計としてください。 

● ＰＬＣの外部出力デバイスに直接出力しますと、ラダー回路のインタロックに関係なく

直接出力されます。モータなどの駆動に使用されている場合もあり、危険ですので直接

出力することは避けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ Microsoft®, MS®, MS-DOS®, Windows®, Windows NT®, Visual C++®, Visual Basic®, Win 32s®, Win 32®は

米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 

＊ VxWorksTMはウィンドリバーシステムズ社の登録商標です。 

＊ ISaGRAFはフランス CJ Internationalの登録商標です。 

＊ Ethernetは米国 Xerox Corporationの商品名称です。 

＊ DeviceNetは ODVA（Open DeviceNet Vendor Association Inc.）の登録商標です。 

その他、各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。 

 

このマニュアルでは、Microsoft® Windows NT® Workstation operating system Version 4.0をWindows NT 

Workstation 4.0, Microsoft® Windows NT® Server network operating system Version 4.0をWindows NT Server 4.0と

省略させていただきます。また両方を総称しWindows NT 4.0と省略させていただきます。 

Microsoft® Windows NT® Workstation operating systemをWindows NT Workstation, Microsoft® Windows NT® 

Server network operating systemをWindows NT Serverと省略させていただきます。また両方を総称しWindows NT

と省略させていただきます。 

VxWorksTMを VxWorksと省略させていただきます。 

  



は じ め に 
 

 このマニュアルは、インテリジェントＩ／ＯステーションのＯＳ（オペレーティングシステム）について、

その機能とプログラミングインタフェースの仕様を中心に解説しています。このシステムにおけるプログラム

を設計・開発されるときには、このマニュアルを読んでください。 

＜マニュアル構成＞ 

第１章 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの概要 

ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの基本的な機能と開発環境について説明しています。 

第２章 インストール 

ＩｎｔｅｌｌｉＯＳのインストール手順について説明しています。 

第３章 インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定方法について説明しています。 

第４章 入出力制御 

インテリジェントＩ／Ｏステーションでサポートする入出力デバイスの概要および制御ユーザイ

ンタフェースについて説明しています。 

第５章 保守コマンド 

保守コマンド機能について説明しています。 

＜関連マニュアル＞ 

ＨＩＴ－ＩＳａＧＲＡＦ ユーザガイド（マニュアル番号 ＰＣ－３－０００５） 

Ｓ１０ｍｉｎｉ  インテリジェントＩ／Ｏステーションマニュアル 

（マニュアル番号  ＳＭＪ－１－１１２） 
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このマニュアルは、以下のプログラムプロダクトの説明をしたものです。 

 

＜プログラムプロダクト＞ 

 S-7960-01P 「IntelliOS-C」01-00 

S-7961-01P 「IntelliOS-U」01-00 
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１ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの概要 

１. １ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの概要 
 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳは、インテリジェントＩ／Ｏステーションを制御するＶｘＷｏｒｋｓのサブセットオペ

レーティングシステム（ＯＳ）であり、コンパクトなリアルタイムオペレーティングシステムです。 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳではＶｘＷｏｒｋｓをベースに、独自に表１－１に示す機能を追加しています。 

 

表１－１ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ独自サポート機能一覧 

 

分類 機能 備考 

エラーログ  ＲＡＳ機能 

ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ内トレース記録 DHP 

ＰＩ／Ｏ  Ｉ／Ｏレパートリ 

ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ  

ユーザ開発環境 ＩＳａＧＲＡＦ  

 

 
１. ２ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの構成 

 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの構成を図１－１に示します。ユーザ作成の ISaGRAFプログラムの実行を担当する 

ＣＰＵと主にダウンロード処理を行うＮＰＵから構成されています。 

 

 

VxWorks（NPU） 

Etherﾄﾞﾗｲﾊﾞ

TCP/IP 

NPU SH3E 

ダウンローダ 

VxWorks（CPU） 

PI/O 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

DeviceNet
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 

CPU SH3E 

ISaGRAFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ISaGRAFターゲット

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳのソフトウェア構成 
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１ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの概要 

 

１. ３ 開発環境 
 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳでは、ＨＩＴ－ＩＳａＧＲＡＦによるユーザプログラムの作成環境をサポートしていま

す。プログラムを開発するには、ＨＩＴ－ＩＳａＧＲＡＦが必要となります。 

 以下に、開発環境の概略を示します。なお、ダウンロードツールに関しては第３章を参照してください。 

 

 

③ CPU OS+ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
   のFROM化 
   （ItlConfigｺﾏﾝﾄﾞ使用）

② ﾕｰｻﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ 
（HIT-ISaGRAF使用） 

① CPU OSﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 
  （ItlConfigｺﾏﾝﾄﾞ使用）

 
PC 

RAM
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図１－２ インテリジェントＩ／Ｏステーションの開発環境 

 

① インテリジェントＩ／Ｏステーション提供時は、ＣＰＵ ＯＳ（ユーザプログラムを動作させるＯＳ）は

組込まれていませんので、専用のツールを使用してＣＰＵ ＯＳをＦＲＯＭ（フラッシュＲＯＭ）にダウ

ンロードします。 

② ＰＣ上でＨＩＴ－ＩＳａＧＲＡＦ（ワークベンチ）により、ユーザプログラムをターゲットにダウンロー

ドし、デバッグを行います。ここでのダウンロードはＲＡＭ上のみのため、インテリジェントＩ／Ｏス

テーションの電源をＯＦＦするとユーザプログラムは消滅してしまいます。 

③ ユーザプログラムの動作確認が完了したら、ＣＰＵ ＯＳとユーザプログラムを一括してＦＲＯＭにダウ

ンロードします。ＦＲＯＭにダウンロードしたプログラムは電源投入時にＲＡＭに読込まれ、自動的に起

動されます。 
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１ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの概要 

１. ４ Ｉ／Ｏレパートリ 
 

 以下のＩ／Ｏを標準でサポートしています。それぞれの定義については第３章を参照してください。 

・ＰＩ／Ｏ 

 Ｓ１０ｍｉｎｉシリーズの入出力モジュールを接続してアクセスできます。 

・ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ（リリース２.０）の規格に準拠したマシンとのデータ交換をします。 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ機能としてはスレーブ機能およびピア通信機能をサポートしています。 

 ＰＩ／ＯもＤｅｖｉｃｅＮｅｔもＩＳａＧＲＡＦプログラムからのアクセス手段のみをサポートしていま

す。ＰＩ／ＯのデータをＤｅｖｉｃｅＮｅｔを介してマスタとなるマシンに転送する場合や 

ＤｅｖｉｃｅＮｅｔを介して受信したデータをＰＩ／Ｏに出力する場合は、以下に示すようなＩＳａＧＲＡＦ

プログラムを作成する必要があります。 

 

マスタマシン（ＨＦ－Ｗなど）  

代入

出力 入力

DeviceNet 

代入 

出力 入力 

ＩＳａＧＲＡＦプログラム 

ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ ＰＩ／Ｏ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インテリジェント I/Oステーション  

 

図１－３ Ｉ／Ｏ通信の例 
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２ インストール 
 
 



２ インストール 

 ここでは、ＩｎｔｅｌｌｉＯＳおよび関連ソフトウェアパッケージのインストール方法について記述しま

す。 

 

 
２. １ 必要なシステム構成 

 

 インストールは、開発系または管理ＰＣと呼ばれるＰＣに対して行います（以下開発ＰＣと略します）。こ

のＰＣに必要な構成は以下のとおりです。 

・ＣＰＵ ：Ｐｅｎｔｉｕｍ １３３MHz以上 

・メモリ ：３２Mバイト以上（６４Mバイトを推奨） 

・ＨＤＤ ：１Gバイト以上 

・ＯＳ ：Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ４.０ 日本語版（ＳＰ＃３以降） 

・Ｉ／Ｏ ：ＣＤ－ＲＯＭおよびＦＤＤ装置 必須 

 開発、運用時は上記に加え、 

・Ｅｔｈｅｒｎｅｔカード（１０ＢＡＳＥ－Ｔ使用可能なもの） 

 

 
２. ２ インストールパッケージ名称 

 

 パッケージ名称と機能を表２－１に示します。 

 

表２－１ インストールパッケージ名称と機能 

 

機能 パッケージ名称 機能 

IntelliOS-C IntelliOS本体（ISaGRAFターゲット含） IntelliOS 

IntelliOS-U 構築ツール群 

ISaGRAF HIT-ISaGRAF ISaGRAFワークベンチ 
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２ インストール 

 

２. ３ インストール手順 
 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳおよび関連ソフトウェアパッケージを開発ＰＣへインストールする手順を以下に示しま

す。 

 ① Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ ４.０ 日本語版のインストール 

 ② ＩＳａＧＲＡＦ（ＨＩＴ－ＩＳａＧＲＡＦ）のインストール 

 ③ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｃ、ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｕのインストール 

 ①、②については、それぞれのインストールマニュアルを参照してください。 

 また、③の終了後はＰＣをリブートしてください。 

 

２. ３. １ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｃのインストール 
(１) セットアッププログラムの起動 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｃフロッピーディスクの１枚目をフロッピーディスクドライブに挿入し、ス

タートメニューの「ファイル名を指定して実行(R)…」をクリックしてください。 

 

 
 

図２－１ セットアップ起動 
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２ インストール 

 「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが開きますので、「名前(O)…」の欄に、“A:¥setup.exe”

と入力し、「OK」ボタンをクリックしてください。セットアッププログラムが起動されます。 

 

 
 

図２－２ ファイル名を指定して実行 

 

(２) インストール先の選択 

 セットアッププログラムが起動すると、以下の画面が表示されます。 

 

 
 

図２－３ セットアップ起動画面 
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２ インストール 

 

 ここで「次へ(N) >」をクリックすると、インストール先の選択画面が表示されます。 

 

 
 

図２－４ インストール先選択画面 

 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｃの標準のインストール先ディレクトリは、システムドライブ 

（Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴがインストールされているドライブ）の“¥IntelliOS”です。標準以外のドライ

ブやディレクトリにＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｃをインストールする場合は、「参照(R)…」ボタンをクリッ

クして、インストール先を変更してください。 

 インストール先が決まったら、「次へ(N) >」をクリックしてください。インストールが開始されま

す。インストール中にＦ／Ｄの交換を要求する画面が表示された場合は、画面の指示に従ってＦ／Ｄを

交換してください。 

(３) インストール終了 

 インストールが正常に終了すると、以下の画面が表示されます。 

 

 
 

図２－５ インストール正常終了画面 
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２ インストール 

２. ３. ２ ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｕのインストール 
 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－ＵのインストールもＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｃのインストールと同様に行いま

す。ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｃと同様に「セットアップの起動」および「インストール先の選択」を行っ

てください。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏ 
ステーションの設定 

 
 



３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 ユーザプログラムの開発に必要なソフトウェアパッケージがインストールされていることを前提に、ここで

はインテリジェントＩ／Ｏステーションの設定について記述します。 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定（主にプログラムのＦＲＯＭへのダウンロード）は、設定用の

コマンド“ItlConfig”を使用して行います。 

ItlConfigコマンドは、%IntelliOS_U%¥toolsに格納されています。 

%IntelliOS_U%：ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｕインストールディレクトリ 

 

 
３. １ 設定手順 

 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションへの情報の設定は、開発ＰＣにおいて、下記の手順で行います。 

 ① ＩＰアドレスの定義とインテリジェントＩ／Ｏステーションへの設定 

 ② ダウンロードファイル（ＯＳ、ＩＳａＧＲＡＦプログラム、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイル）の定義 

 ③ ②で定義したファイルのインテリジェントＩ／Ｏステーションへのダウンロード 

 なお、①および②で定義した情報は、開発ＰＣ上のファイルとして保存しておくことができ、定義情報が保

存されていれば、以降は③のみの実行でダウンロードできます。 

 以下、設定手順について説明します。 

 

３. １. １ ＩＰアドレスの定義と設定手順 
 最初に、インテリジェントＩ／ＯステーションのＩＰアドレスを定義し、設定します。 

 以下、手順を説明します。 

(１) ItlConfigコマンドを起動すると以下のようなノード定義画面が表示されますので、「Add Node」ボタ

ンをクリックしノードを追加し、必要に応じノード番号を編集します。複数のインテリジェント 

 Ｉ／Ｏステーションがある場合は複数追加してください。 

 

ノード追加ボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ ノードの追加 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

(２) ノード定義画面で表示されているノード番号左側のアイコンをダブルクリックすると以下のような定

義設定画面が表示されますので、Information IP Addressに、ノード番号に対応するインテリジェント 

 Ｉ／ＯステーションのＩＰアドレスを指定します。 

次に「Set」ボタンをクリックし、インテリジェントＩ／Ｏステーションに対し指定のＩＰアドレスを

設定します。 

 

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝに
対し IP ｱﾄﾞﾚｽを設定

IPアドレスを指定

Information IP Address
にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ ＩＰアドレスの設定 

 

(３) 「ＯＫ」または「Ｃａｎｃｅｌ」ボタンをクリックして定義設定画面を終了し、ノード定義画面に戻

ります。 

(４) （２）と（３）の手順を追加したノード分繰り返します。 

(５) 全ノードのインテリジェントＩ／Ｏステーションに対するＩＰアドレス設定が完了し、ノード定義画

面に戻ったら、「Save Settings」ボタンをクリックし、今までに定義した情報を記憶させます。 

 

 

定義情報の保存 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３ 定義情報の保存 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

３. １. ２ ダウンロードファイルの定義手順 
 インテリジェントＩ／Ｏステーションにダウンロードするファイルを前もって定義しておきます。 

 以下、手順を示します。 

(１) ItlConfigコマンドを起動しノード定義画面を表示します。 

(２) ノード定義画面で表示されているノード番号左側のアイコンをダブルクリックし、定義設定画面を表

示します。定義設定画面が表示されたら、Downloadタブをクリックします。 

 

ファイルパス設定画面
を表示するボタン 

Downloadタブ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４ ダウンロードファイルの定義 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

(３) 「Change…」ボタンをクリックしてダウンロードファイルの設定画面を表示し、該当ノードのインテ

リジェントＩ／Ｏステーションにダウンロードする各種ファイルを定義します（この画面で設定する

情報に関しては、３. ２. ４(１)を参照してください）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－５ ダウンロードファイルの設定 

 

(４) ファイルパス設定画面での各種定義が完了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックしファイルパス設定画

面を終了します。 

(５) ファイルパス設定画面を終了すると定義設定画面に戻りますので、「ＯＫ」または「Ｃａｎｃｅｌ」

ボタンをクリックしノード定義画面に戻ります。 

(６) （２）～（５）の手順をノード分繰り返します。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

(７) 全ノードのインテリジェントＩ／Ｏステーションに対するダウンロードファイルの定義が完了し、

ノード定義画面に戻ったら、「Save Settings」ボタンをクリックし、今までに定義した情報を記憶さ

せます。 

 

定義情報の保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－６ ダウンロードファイル定義情報の保存 

 

３. １. ３ ファイルのダウンロード手順 
(１) ItlConfigコマンドを起動しノード定義画面を表示します。 

(２) ノード定義画面で表示されているノード番号左側のアイコンをダブルクリックし、定義設定画面を表

示します。 

(３) Callボタンをクリックし、該当ノードの状態を取得します。 

 

Callボタンで 
ノードの状態取得

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－７ ノード状態の読込み 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

(４) ＣＰＵの状態がＲｕｎとなっている場合は、Start/Stopタブで切替えて「Stop」ボタンをクリックし、

ＣＰＵを停止させます。 

 

CPU停止ボタン 

Start/Stopタブ

CPU状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－８ ＣＰＵＯＳの停止 

 

(５) Downloadタブで切替えて Downloadボタンをクリックし、ＯＳやユーザプログラムなどを該当ノード

のインテリジェントＩ／Ｏステーションにダウンロードします。 

 

ダウンロードを指示す
るボタン 

Downloadタブ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－９ ファイルのダウンロード 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

３. ２ ＩｔｌＣｏｎｆｉｇコマンド仕様 
 

３. ２. １ 起動画面とノードの定義 
 ＩｔｌＣｏｎｆｉｇコマンドを起動すると下記のような画面が表示されます。「Add Node」ボタン

をクリックすると新たなノード番号が表示されますので、定義しようとするノード番号に書換えます。

ノード番号はインテリジェントＩ／Ｏステーションのロータリスイッチで設定されている値と一致しま

す（ロータリスイッチの設定方法に関しては、付録Ｉを参照してください）。 

 Global Settingのエリアには開発ＰＣのＩＰアドレスが表示されています。開発ＰＣに複数のＩＰアド

レスを持つ場合は、使用するＩＰアドレスに設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－10 ノード定義画面 

 

＜画面の説明＞ 

Node ：インテリジェントＩ／Ｏステーションの物理的な番号です。 

  ・ノードの詳細定義を行う場合は、ここに表示されるマークをダブルクリッ 

   クします。 

  ・ノード番号は０から順に表示されます。番号は書換え可能です。 

Memory ：インテリジェントＩ／Ｏステーションの実装するメモリサイズをバイト単位

で示します。 

NPU Status ：ＮＰＵの状況を示します。実行状態は Runまたは Not Runで示されます。 

CPU Status ：ＣＰＵの状況を示します。ＩＰアドレスが未設定の場合、表示はありませ

ん。 

Host IP Address ：開発ＰＣのＩＰアドレスを表示しています。複数のＥｔｈｅｒｎｅｔインタ

フェースカードを持つ開発ＰＣでは、インテリジェントＩ／Ｏステーション

の１０ＢＡＳＥ－Ｔ側に接続するＥｔｈｅｒｎｅｔカードのＩＰアドレスを

設定してください。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

Temporal Target IP Address：現在は未サポートです（将来用）。 

Subnet Mask ：開発ＰＣのサブネットマスクを表示しています。 

Add Nodeボタン ：定義するインテリジェントＩ／Ｏステーションのノード番号を追加します。 

OKボタン ：入力を確定し、定義プログラムを終了します。 

Cancelボタン ：入力をキャンセルし、定義プログラムを終了します。 

Save Settingsボタン ：定義した各種情報を記憶します。記憶した情報は、次のＩｔｌＣｏｎｆｉ

ｇコマンド実行時に読み込まれます。 

 

３. ２. ２ 定義設定画面 
 ノード定義画面で表示されているノード番号左側のアイコンをダブルクリックすると、定義設定画面

になります。定義設定は４種類あり、タブをクリックすることにより目的の画面に移動することができ

ます。 

 

タブ（これをクリックして

目的の画面を表示します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－11 定義設定画面 

 

Addressタブ ：ＩＰアドレスの設定を行います。 

Downloadタブ ：ＯＳやユーザプログラムのダウンロードを指示します。 

Memoryタブ ：インテリジェントＩ／Ｏステーション上のメモリの内容を参照、更新します。 

Start/Stopタブ ：動作中のＣＰＵＯＳの停止、起動を行います。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

＜Target Dataに表示されている内容＞ 

Node ID ：表示データのノード番号です。 

Memory ：インテリジェントＩ／Ｏステーションに実装されているメモリサイズをバイト単位

で表示しています。 

Status ：ＮＰＵ，ＣＰＵの動作状態です。 

Address ：設定されているＩＰアドレスです。 

 Host  この画面を表示している開発ＰＣに設定されているＩＰアドレスです。 

 Info.  インテリジェントＩ／Ｏステーションの１０ＢＡＳＥ－ＴのＩＰアドレスです。 

Subnet Mask ：インテリジェントＩ／Ｏステーションのサブネットマスクです。 

 

３. ２. ３ Ａｄｄｒｅｓｓ（ＩＰアドレス設定） 
 ノード定義画面で表示されているノード番号の左側のアイコンをダブルクリックすると、この画面が

開きます。ここでは、インテリジェントＩ／ＯステーションのＩＰアドレスを設定します。 

 ＩｔｌＣｏｎｆｉｇではサブネットマスクを設定することができます。Address Settingのプルダウン

メニューから、Subnet Maskを選択します。設定された値は Target Dataの Subnet Maskに表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－12 Ａｄｄｒｅｓｓ（ＩＰアドレス設定）画面 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

＜操作＞ 

・Address Settingのプルダウンメニューから、Information IP Address（インテリジェントＩ／Ｏス

テーションのＩＰアドレス）を選択します。設定された値は Target Dataの Address Info.に表示さ

れます。 

・プルダウンメニュー直下の横に４つ並んだ入力エリアに、Information IP Addressを１０進数で入力

します。 

・Setボタンをクリックし、インテリジェントＩ／Ｏステーションに対しＩＰアドレスを設定しま

す。 

・設定された情報は、Target Dataエリアに表示されます。 

＜ボタンの説明＞ 

・Setボタン 

 指定したＩＰアドレスをインテリジェントＩ／Ｏステーションに設定します。 

・Callボタン 

 インテリジェントＩ／ＯステーションのＮＰＵ，ＣＰＵの状態を取込み、再表示します。 

・OKボタン 

 設定を終了し、ノード定義画面に戻ります。 

・Cancelボタン 

 設定を中断し、ノード定義画面に戻ります。すでに設定されてしまったデータは破棄できません。 

＜注意＞ 

 設定するノード番号が存在しないなどで、Set、Callが終了しない場合があります。 

 この状態から抜けるためには、Cancelボタンをクリックしてノード定義画面に戻ります。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

３. ２. ４ Ｄｏｗｎｌｏａｄ（ダウンロード） 
 ＩＰアドレスを設定したノードに対し、ＯＳ、ユーザプログラム、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイル

をダウンロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－13 Ｄｏｗｎｌｏａｄ（ダウンロード）画面 

 

＜一括ダウンロード情報の表示（Download Settings）＞ 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションに一括ダウンロードを行う各情報を表示します。各情報の意

味を以下に示します。 

ISaGRAF Directory ：ISaGRAFインストールディレクトリパス 

ISaGRAF Project Name ：ISaGRAFプロジェクト名称 

VxWorks File Path ：VxWorks（CPUOS）のファイルパス 

  なお、VxWorksのファイルパスは以下です。 

 “IntelliOS-Cインストールディレクトリ¥target¥config¥IntelliOS-c¥VxWorks” 

DeviceNet File Path ：DeviceNet定義情報ファイルパス 

 表示が“- Skip -”となっている場合は、該当ファイルのダウンロードをスキップすることを意味

しています。表示が“- Initialize -”となっている場合は、該当ファイルのダウンロードを初期化（何

もダウンロードしていない状態）することを意味します。 

 なお、この画面での編集はできません（表示のみ）。編集する場合は「Change...」ボタンをクリッ

クし、ファイルパス設定画面にて行ってください。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

＜ボタンの説明＞ 

・Change... ボタン 

 ファイルパス設定画面を表示し、ダウンロードするファイルパスの編集を行います。 

・Downloadボタン 

 各設定情報を元にインテリジェントＩ／Ｏステーションの FROMに一括ダウンロードを行います。

また、VxWorksをダウンロードした場合、このオペレーション後 CPUOSがリブートします。 

＜注意＞ 

● すでにＩｎｔｅｌｌｉＯＳがダウンロードされ実行状態になっている（Target Dataに表示されて

いる Status CPU状態が RUN）場合は、Downloadボタンが選択できないようになっています。こ

れは、すでに実行中のＯＳに悪影響を与えないためです。ＩｎｔｅｌｌｉＯＳを再度ダウンロー

ドするためには、Start/Stopタグを選択して StopボタンでＯＳの実行を停止してから、ダウン

ロードを行ってください。 

● Downloadボタンをクリックすると図３－14に示すダイアログが表示され、次に図３－15に示す

ダイアログが表示されます。これらのダイアログ表示中はインテリジェントＩ／Ｏステーション

の電源を切らないでください。ダウンロード処理中にインテリジェントＩ／Ｏステーションの電

源を切るとＦＲＯＭの内容が中途半端な状態となり、インテリジェントＩ／Ｏステーションが立

ち上がらなくなります。インテリジェントＩ／Ｏステーションが立ち上がらなくなった場合の復

旧手順は付録Ｂ. ３を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

図３－14 ダウンロード前処理ダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 

図３－15 ダウンロード処理中ダイアログ 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

(１) ファイルパス設定画面 

 ダウンロード画面で、「Change...」ボタンをクリックすると、次のようなファイルパス設定画面が表

示されます。インテリジェントＩ／Ｏステーションに一括ダウンロードを行う各種ファイルの設定を行

う画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－16 ファイルパス設定画面 

 

＜ノード共通情報の設定（Common Settings）＞ 

 全ノード共通の設定情報であり、次の項目があります。 

ISaGRAF Directory ：ISaGRAFインストールディレクトリパス 

VxWorks File Path ：VxWorks（CPUOS）のファイルパス 

 ここで設定した情報は全ノード共通となります。ただし、ノード固有情報の設定（Node Settings）

で上記と同じ設定項目を指定した場合、ノード固有情報の設定が優先されます。 

＜ノード固有情報の設定（Node Settings）＞ 

 ノード固有の設定情報であり、次の項目があります。 

ISaGRAF Directory ：ISaGRAFインストールディレクトリパス 

ISaGRAF Project Name ：ISaGRAFプロジェクト名称 

VxWorks File Path ：VxWorks（CPUOS）のファイルパス 

DeviceNet File Path ：DeviceNet定義情報ファイルパス 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

＜スキップ指定チェックボックス＞ 

 ファイルのダウンロードをスキップするかどうかを指定するためのチェックボックスであり、

チェックした場合ダウンロードがスキップされます。 

Skip VxWorks Download ：VxWorks（CPUOS）のダウンロードをスキップします。 

Skip ISaGRAF Application Download： 

  ISaGRAFアプリケーションのダウンロードをスキップします。 

Skip DeviceNet Download ：DeviceNet定義情報ファイルのダウンロードをスキップします。 

＜設定結果の表示（Result）＞ 

 前述の各種設定の結果、どのようにダウンロードされるかの結果が表示されます。 

 表示が“- Skip -”となっている場合は、該当ファイルのダウンロードをスキップすることを意味

しています。表示が“- Initialize -”となっている場合は、該当ファイルのダウンロードを初期化（何

もダウンロードしていない状態）することを意味します。 

＜ボタンの説明＞ 

・OKボタン 

 設定を終了し、ダウンロード画面に戻ります。 

・Cancelボタン 

 設定を中断し、ダウンロード画面に戻ります。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

＜注意＞ 

 ISaGARAFのバージョン 3.31を使用している場合、プロジェクトグループの設定値が Samlpesに

なっている場合、ISaGRAFのアプリケーションプログラムをインテリジェント I/Oステーションにダ

ウンロードできません。そのため、以下の手順にてプロジェクトグループを Defaultに設定してくだ

さい。 

 

 プロジェクトグループ変更手順 

(１) プロジェクト管理ウィンドウの「ファイル」メニューより「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｸﾞﾙｰﾌﾟの選択」を実行

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) Defaultにカーソルを合わせ、選択ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で設定終了です。 
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３. ２. ５ Ｓｔａｒｔ／Ｓｔｏｐ（起動／停止） 
 該当するインテリジェントＩ／Ｏステーションの停止および再起動を行います。ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ

入替えのためにインテリジェントＩ／Ｏステーションを停止したり、停止中のインテリジェントＩ／Ｏ

ステーションを再起動することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－17 Ｓｔａｒｔ／Ｓｔｏｐ（起動／停止）画面 

 

＜画面の説明＞ 

Stopボタン ：動作中のインテリジェントＩ／Ｏステーションを停止させます。ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ

が停止し、ＩｎｔｅｌｌｉＯＳやユーザプログラムの入替えが可能な状態になりま

す。インテリジェントＩ／Ｏステーションの表示は“ＳＴＢＹ”になります。 

Startボタン ：停止中のインテリジェントＩ／Ｏステーションを再起動し、オンライン状態にしま

す。インテリジェントＩ／Ｏステーションの表示は“ＰＲＵＮ”になります。 

＜注意＞ 

 オンライン状態のインテリジェントＩ／Ｏステーションを「Stop」ボタンで停止させた場合は、 

「Start」ボタンで再びオンライン状態に戻すことができますが、処理は中断され再度初期状態から実

行されます。 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳがダウンロードされていないインテリジェントＩ／Ｏステーションに対して 

Startを実行しても、オンライン状態になりません。この場合、Downloadのタブを選択し 

ＩｎｔｅｌｌｉＯＳをダウンロードしてください。 
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３. ２. ６ Ｍｅｍｏｒｙ（メモリの表示・更新） 
 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ内のメモリ内容を表示し、表示データを更新することができます。 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ上の指定されたアドレスのメモリ内容を読込みます。読込めるのはＲＡＭエリア

のみで、ハードレジスタ、制御レジスタ、ＦＲＯＭの内容は読込めません。 

 また、読込んだデータを修正して、Write指示を発行することによりデータが更新されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３－18 Memory（メモリ内容表示・更新）画面 

 
＜画面の説明＞ 

Memory Data ：メモリの内容を示します。初期状態では０が表示されます。 

  メモリ内容を変更する場合は、該当データの変更画面となります。 

Memory Address ：表示、変更したいアドレスを１６進数で設定します。 

  指定アドレスは、以下のような変換が必要です。 

     目的アドレス       入力アドレス 

   ０ｘ０４ｘｘｘｘｘｘ → ０ｘａ４ｘｘｘｘｘｘ 

  指定可能なアドレスの範囲は以下のとおりです。 

   ０ｘａ４００００００～０ｘａ４３ｆｆｆｂ０ 

Read ：アドレスで指定したデータを８０バイト読込み表示します。 

Write ：Memory Data画面に表示されるデータを指定アドレスに書込みます。 

OK ：ノード定義画面に戻ります。 

Cancel ：設定データを破棄し、ノード定義画面に戻ります。ただし、すでにWriteで反映 

  されたデータは破棄されません。 

＜注意＞ 

 データの変更範囲チェックは行っていませんので、ＯＳのデータやプログラムのテキストを誤って

変更した場合、システムが正常に動作しなくなります。データ更新は、十分注意して行ってくださ

い。 
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３. ３ ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの定義 
 

３. ３. １ 定義手順 
① ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの定義は、以下の内容をエディタ（Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ付属の Notepad.exe

（メモ帳）など）で作成します。 

② 作成した定義ファイルをチェックコマンド（Itldncheck）にて内容のチェックおよびダウンロード

ファイルを生成します。 

③ 生成されたファイルをインテリジェントＩ／Ｏステーションにダウンロードします。 

 

３. ３. ２ 定義ファイルの作成 
 定義するには、４. １節の内容を理解する必要があります。 

(１) 共通事項 

 デバイスネット定義は、（２）、（３）に示す内容をテキスト形式で記述し定義します。 

 デバイスネット定義ファイル内での共通事項を示します。 

・定義コマンド名称は固定です。大文字、小文字を区別します。 

 悪い例：“HeartBeat＿=” “Heartbeat=” 

          ↑×    ↑× 

・設定情報を見やすくするために各定義中にスペースを挿入することができます。 

・各定義コマンドの定義は１行で定義してください。 

・同一の定義コマンドを複数個記述しないでください。 

・定義コマンド行には定義情報以外を記述しないでください。 

・“[”で始まる行はコメント行として扱います。 

・コメント以外はすべて半角文字を使用してください。 

・１行は２５５文字以内で使用してください。 

＜運用上の注意事項＞ 

・定義ファイルは４０Kバイト以内で作成してください。 

(２) システム管理情報詳細 

● ＨｅａｒｔＢｅａｔメッセージ送信周期時間設定 

定義方法 ：HeartBeat=Ｘ 

  Ｘで指定された周期（秒）でインテリジェントＩ／Ｏステーションより 

  ＨｅａｒｔＢｅａｔメッセージを送信します。指定範囲は、０～２５５で、０

のときは送信しません。 

未定義時の Default ：ＨｅａｒｔＢｅａｔメッセージを送信しません（X=0と同じです）。 
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● 通信タイミング設定 

定義方法 ：Event=X 

  Ｘ＝０：送信周期設定（Cycle）にて、周期型／イベント型を設定 

    １：すべてイベント型送信 

未定義時の Default ：0、送信周期設定（Cycle）にて、周期型／イベント型を設定します。 

(３) Ｉ／Ｏ通信情報定義情報 

 Ｉ／Ｏ通信情報の定義 

 各Ｉ／Ｏ通信ポートについて、そのポートの通信タイプ、送信周期、通信相手のＭＡＣＩＤなどの設

定をします。 

 

ポート１ ポート２ ポート 160

ポート１ ポート２ ポート 160

送信用エリア

受信用エリア

通信タイプ     Poll, Bit Strobe
送信周期       10ms, 20ms...
ＭＡＣＩＤ     0, 1, 2...
etc..

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定義コマンド名称：Port= 

定義内容    ：Port=Num, Type, Macid, Msgid, Cycle, Ssize, Rsize, Semap, Fu 

         Num, Type, Macid, Msgid, Cycle, Ssize, Rsize, Semapは次ページに従って定義し 

         ます。 

＜注意＞定義の区切りは定義のすぐ後をカンマ（,）で区切ります。 
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 各パラメータの説明を以下に示します。 

 

パラメータ 説明 

Num ：ポート番号 使用するポート番号。定義ファイル内でユニークである必

要があります。ただし、スレーブ形態時は使用ポートが固

定であるため０固定とします。 

Type ：通信種別 通信形態（スレーブ、ピア）と通信タイプ（ポーリング、

ビットストローブ）を指定します。 

Macid ：MACID 通信相手のMACIDを指定します。デバイス識別のための番

号であり、ネットワーク上でユニークである必要がありま

す。 

MessageID ：メッセージ ID（*1） ピア通信を行う場合に使用します。0～15の間で任意の番号

を選択します。 

Cycle ：送信周期（*2） 周期型通信を行う場合の送信周期を設定します。0を指定す

るとイベント型送信となります。ただし、Event=1とするこ

とですべての周期設定は０として処理されます。 

Ssize ：最大送信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 送信データの最大データサイズです。相手デバイスの最大

受信データサイズ以下でなければなりません。 

Rsize ：最大受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 受信データの最大データサイズです。相手デバイスの最大

送信データサイズ以上でなければなりません。 

Semap :排他制御（*4） ユーザプログラムとドライバの間でデータの排他制御を行

うか設定します。 

Fu 将来用 
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 以下に各パラメータの設定範囲を示します。なお、Ｆｕは０固定とします。 

 「スレーブ形態－ピア形態」の組み合わせができます。 

● スレーブ形態の設定 

 

通信タイプ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞ 

Num ：ポート番号 0 0 

Type ：通信種別 16 17 

Macid ：MACID 0 0 

MessageID ：メッセージ ID（*1） 0 0 

Cycle ：送信周期（*2） 0 0 

Ssize ：最大送信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 0～128 0～8 

Rsize ：最大受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 0～128（*3） 0～8（*3） 

Semap ：排他制御（*4） 0～1 0～1 

 

● ピア形態の設定 

 

通信タイプ 送信 受信 

Num ：ポート番号 1～160 1～160 

Type ：通信種別 1 2 

Macid ：MACID 0 0～63 

MessageID ：メッセージ ID（*1） 0～15 0～15 

Cycle ：送信周期（*2） 0～7 0 

Ssize ：最大送信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 0～128 0 

Rsize ：最大受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 0 0～128（*3） 

Semap ：排他制御（*4） 0～1 0～1 
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（＊１）メッセージＩＤ 

 ピア通信で用いるメッセージはＧｒｏｕｐ１です。このためメッセージＩＤは０～１５とな

ります。 

（＊２）送信周期 

 指定した値と周期時間の関係は以下のとおりです。ただし、１６フレーム／１０ｍｓを超え

た指定を行った場合、定義チェックコマンドでエラーになります（１フレーム＝最大データサ

イズ÷７（端数切り上げ））。 

 

値 意味 

0 イベント型送信 

1 10ms 

2 20ms 

3 50ms 

4 100ms 

5 200ms 

6 500ms 

7 1s 

 

 ０を指定するとそのポートはイベント型送信になります（０固定のものを除く）。（２）通

信タイミングで Event＝1が設定されているときは設定値は０として処理を行います。 

（＊３）０～７を指定した場合、８が指定されたものとして処理を行います。 

（＊４）排他制御 

 排他制御の設定は以下のとおりです。 

   ０：排他制御なし 

   １：排他制御あり 
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＜最大送信データサイズと最大受信データサイズ＞ 

 最大送信データサイズが９以上の場合、実際の送信データサイズが８以下であってもフラグメント

送信を行います。また、最大受信データサイズが９以上の場合、実際の受信データサイズが８バイト

以下であってもフラグメント受信を行います。 

 ピア形態、スレーブ形態時には、データサイズのチェックは行いません。あらかじめ通信を行うデ

バイスとのデータサイズのチェックを行ってください。 

 以下に、スレーブ形態、ピア形態の設定例を示します。 

● スレーブ形態の設定例 

以下の接続構成の設定例を以下に示します。 

 

 

定義①

定義②

ｽﾚｰﾌﾞ受信用ｴﾘｱ ｽﾚｰﾌﾞ送信用ｴﾘｱ

他マスタ

ｽﾚｰﾌﾞ ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

DeviceNet

ﾎﾟｰﾄ 1 ﾎﾟｰﾄ 1ﾎﾟｰﾄ 2～ﾎﾟｰﾄ17 ﾎﾟｰﾄ 2～ﾎﾟｰﾄ17

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 定義ファイルの内容 

 

定義①

定義②

Port=0,  16,   0,   0,   0,  32,  32,   0,   0 

Port=0,  17,   0,   0,   0,   8,   8,   0,   0 

 

 

 

 

 定義 

ﾎﾟｰﾄ 

通信 

タイプ 

MACID ﾒｯｾｰｼﾞ 

ID 

送信周期 最大送信

ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ

最大受信

ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 

排他 

定義① － ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ － － － 32 32 なし 

定義② － ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞ － － － 8 8 なし 
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● ピア形態の設定例 

以下の接続構成の定義例を示します。 

 

ﾎﾟｰﾄ 1 ﾎﾟｰﾄ 2～ﾎﾟｰﾄ 3

ﾎﾟｰﾄ 1

送信用ｴﾘｱ

受信用ｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾄ 3
送信用ｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾄ 1～ﾎﾟｰﾄ 2 ﾎﾟｰﾄ 3
受信用ｴﾘｱ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ
MACID = 3

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ
MACID = 5 使用しない

使用しない

DeviceNet

ﾎﾟｰﾄ 2～ﾎﾟｰﾄ 3

ﾎﾟｰﾄ 1～ﾎﾟｰﾄ 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Port=2,   1,   0,  10,   1,  14,   0,   0,   0

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

MACID = 3

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

MACID = 5

Port=1,   2,   3,  10,   0,   0,  16,   0,   0

定義①

定義② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 定義 

ﾎﾟｰﾄ 

通信 

タイプ 

送信元 

MACID 

ﾒｯｾｰｼﾞ 

ID 

送信周期 最大送信

ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 

最大受信

ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 

排他

定義① 2 ピア送信 － 10 10 ﾐﾘ秒 14 － なし

定義② 1 ピア受信 3 10 － － 16 なし
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● 定義例（スレーブ形態、ピア形態混在） 

 

[System Configuration] 
[HeartBeat送信周期 120秒] 
HeartBeat=120 
 
[Port=Num, Type, Macid, Msgid, Cycle,      Size,     Rsize,  Sema Fu]
 
[ ﾎﾟｰﾄ 0固定 Poll 0固定   0固定  0固定 最大ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 32 ﾊﾞｲﾄ 最大受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 48 ﾊﾞｲﾄ 排他あり] 
Port=0,  16,    0,      0,     0,        32,      48,    1,   0
 
[ ﾎﾟｰﾄ 0固定 BitStrobe 0固定   0固定  0固定 最大ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 8 ﾊﾞｲﾄ 最大受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 8 ﾊﾞｲﾄ 排他あり] 
Port=0,   17,    0,      0,     0,         8,       8,    1,   0
 
[ ﾎﾟｰﾄ 18 ﾋﾟｱ送信 0固定 ﾒｯｾｰｼﾞ ID=1 200ms周期 最大ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 4 ﾊﾞｲﾄ 最大受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 0 ﾊﾞｲﾄ 排他あり] 
Port=18,    1,    0,      1,     5,         4,       0,    1,   0
 
[ ﾎﾟｰﾄ 19 ﾋﾟｱ受信 MACID=6 ﾒｯｾｰｼﾞ ID=1  0固定      0固定 最大受信ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 16 ﾊﾞｲﾄ  排他なし] 
Port=19,    2,    6,       1,     0,         0,      16,    0,   0
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３. ３. ３ ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義チェックコマンド 
(１) 機能 

Itldncheck － ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルをチェックし、インテリジェントＩ／Ｏステーショ

ンにダウンロード可能なファイルを生成します。Itldncheckは、開発ＰＣのコマンド

ライン（コマンドプロンプトウィンドウ）から実行します。 

(２) 構文 

 Itldncheck ［-option］ <定義ファイル名> <ダウンロードファイル名> 

(３) パラメータ 

option 

 ｔ          ：送信周期のタイムテーブルを作成します。（７）参照。 

定義ファイル名     ：ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルのファイル名を指定します。 

ダウンロードファイル名 ：ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルをもとに作成される、ダウンロード可

能なファイルの名称を指定します。 

             すでに同名のファイルが存在する場合は上書きされます。 

(４) 説明 

 以下のチェックを行います。 

 ① 各定義コマンドに設定された値の範囲チェック 

 ② 各定義コマンドに設定されたパラメータのチェック 

 ③ 定義コマンド、コメント以外の記述のチェック 

 ④ 同一通信ポートの複数定義チェック 

 ⑤ 複数ポートでの、同一［Type、Macid、Msgid］設定チェック 

 ⑥ ９バイト以上使用するポートによって使用できないポート定義チェック 

 ⑦ 送信周期の制限（１６フレーム／１０ｍｓ）のチェック 

 上記チェックが正常終了した場合、ダウンロード用のファイルを生成します。 
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(５) 出力メッセージ 

正常終了 ：OK 

エラー終了：下記のいずれか、または複合されたメッセージが出力されます。行番号を参考に定義を

見直してください。 

 行番号 ：定義コマンド名 Error 定義値 （指定可能範囲） …① 

 行番号 ：定義コマンド名 Error サブコマンド名 ＝ 定義値（指定可能範囲） …② 

 行番号 ：定義コマンド名 Parameter Error  …② 

 行番号 ：Command Error  …③ 

 行番号 ：定義コマンド名 Error Num = 定義値  is already defined …④ ⑥ 

 行番号 ：定義コマンド名 Type = 通信種別 Error Macid = 定義値 

   Msgid = 定義値 is already defined …⑤ 

 行番号 ：定義コマンド名 Type =  定義値 can’t be defined …⑦ 

 行番号 ：定義コマンド名 Type =  定義値 must be defined …⑧ 

 Error ：Cycle Time Over …⑨ 

 Error ：Can’t openファイル名 

 usage ：Itldncheck  [-option]  <DEF_FILE> <LOAD_FILE> 

 このコマンドが正常終了した場合でも、ピア受信のＭＡＣＩＤに自局のＭＡＣＩＤが設定されている

ときは、実行時にエラーが報告されます。 

(６) 定義ファイルのダウンロード手順 

 ＩｔｌＣｏｎｆｉｇツールのダウンロード機能を使用して、ＯＳやユーザ作成のＩＳａＧＲＡＦプロ

グラムと合わせ、一括してインテリジェントＩ／ＯステーションのＦＲＯＭ（フラッシュＲＯＭ）に

データを書込みます。手順については、３. １. ２項を参照してください。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

(７) タイムテーブルの表示 

 オプションで“t”を指定した場合は、送信周期のタイムテーブルを表示します。 

 以下に、表示されるタイムテーブルのフォーマットを示します。 

 

 0:
1:

99:

ポート番号[フレーム数] ポート番号[フレーム数] :総フレーム数

ポート番号[フレーム数] ポート番号[フレーム数] :総フレーム数

0～99：10msごとのテーブル、全部で１秒間のタイムテーブル

10msごとに送信されるポート群

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 送信周期の制限１６フレーム／１０msのチェックでエラーが生じたときは、作成中のタイムテーブ

ルと以下のメッセージが表示されます。 

 

 Can't allocateポート番号 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

３. ３. ４ 送信周期設定の指針 
 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの定義を行うにあたり、送信周期を見積るための指針を示します。 

(１) すべての最大送受信データが８バイト以下の場合（すべてノンフラグメント） 

 最大送受信データサイズが８バイト以下の場合は１ポート＝１フレームの関係にあります。 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳでは、１０ms当りに送信できるポート数を１６ポートまでに制限しています。

定義ファイルでは、この制限内で送信周期を設定しなければなりません。この制限が守れていない場

合、定義チェックコマンドでエラーになります。 

 表３－１に、転送速度が 250/500bpsのときの送信周期とポート数割当て例を示します。 

 

表３－１ 送信周期とポート数割当て例（250/500bps） 

 

周期における使用可能ポート数  

10ms 20ms 50ms 100ms 200ms 500ms 1s 

例 1 16       

例 2 8 16      

例 3 8  40     

例 4  32      

例 5  16 40     

例 6  16  64    

例 7   80     

例 8   40 40    

例 9   40  40   

例 10    80    

例 11    40 40   

例 12    40  40  

例 13     80   

例 14      80  

例 15       80 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

 前ページの送信周期１６ポート／１０msの制限にはビットストローブ受信とピア受信が含まれてい

ません（定義ファイルで送信周期を設定しないため）。このドライバの性能上、ビットストローブ受信

とピア受信を含めて、送受信ポート数を１６ポート／１０msとして設定してください（定義チェック

コマンドでエラーにはなりません）。 

 表３－２に、転送速度が 250/500bpsのときの送受信周期とポート数割当て例を示します。 

 

表３－２ ビットストローブ受信とピア受信を含めた送受信周期とポート数割当て例（250/500bps） 

 

周期における使用可能ポート数  

10ms 20ms 50ms 100ms 200ms 500ms 1s 

例 1 16       

例 2 8 16      

例 3 8  40     

例 4  32      

例 5  16 40     

例 6  16  80    

例 7   80     

例 8   40 80    

例 9   40  120   

例 10    160    

例 11    80 80   

例 12    80  80  

例 13     160   

例 14      160  

例 15       160 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 転送速度が 125bpsの場合は、ビットストローブ受信、ピア受信を含めて８ポート／１０msを制限と

して設定してください。定義チェックコマンドでエラーになりませんが、送信周期が守れなくなるので

８ポート／１０msを超えないように設定してください。 

 表３－３に、転送速度が 125bpsのときの送受信周期とポート数割当て例を示します。 

 

表３－３ 送受信周期とポート数割当て例（125bps） 

 

周期における使用可能ポート数  

10ms 20ms 50ms 100ms 200ms 500ms 1s 

例 1 8       

例 2 4 8      

例 3 4  20     

例 4  16      

例 5  8 20     

例 6  8  40    

例 7   40     

例 8   20 40    

例 9   20  80   

例 10    80    

例 11    40 80   

例 12    60  80  

例 13     160   

例 14      160  

例 15       160 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

(２) ９バイト以上の送受信データを扱う場合 
 最大送受信データサイズが９バイト以上の場合は、 
  ポートのフレーム数＝ポートのデータサイズ÷７（端数切り上げ） 
の関係にあります。このドライバでは、１０ms当りに送信できるフレーム数を１６フレームまでに制
限しているため、定義ファイルでは、この制限内で送信周期を設定しなければなりません。この制限範
囲外の場合、定義チェックコマンドでエラーになります。 
 表３－４に、転送速度が 250/500bpsのときの送信周期とポート数割当て例を示します。 

 
表３－４ 送信周期とポート数割当て例（250/500bps） 

 
周期における使用可能フレーム数（フレーム数×ポート数）  

10ms 20ms 50ms 100ms 200ms 500ms 1s 
例 1 合計 16       
例 2 合計 8 8×2 

4×4 
2×8 

     

例 3 合計 8  8×5 
4×10 
2×20 

    

例 4  16×2 
8×4 

19×1 

     

例 5  8×2 
4×4 
2×8 

8×5 
4×10 
2×20 

    

例 6  8×2 
4×4 
2×8 

 8×10 
4×20 
2×40 

   

例 7   16×5 
8×10 
4×20 
2×40 
19×2 

    

例 8   8×5 
4×10 
2×20 

8×10 
4×20 
2×40 

   

例 9   8×5 
4×10 
2×20 

 8×15 
4×30 
2×60 

  

例 10    16×10 
8×20 
4×40 
19×5 

   

例 11    8×10 
4×20 
2×40 

8×10 
4×20 
2×40 

  

例 12    8×10 
4×20 
2×40 

 8×10 
4×20 
2×40 

 

例 13     16×10 
8×20 
4×40 
19×10 

  

例 14      16×10 
8×20 
4×40 
19×10 

 

例 15       16×10 
8×20 
4×40 
19×10 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 前ページの送信周期１６フレーム／１０msの制限にはビットストローブ受信とピア受信が含まれて

いません。このドライバの性能上、ビットストローブ受信とピア受信を含めて、送受信ポート数を１６

フレーム／１０msとして設定してください（定義チェックコマンドでエラーにはなりません）。ビッ

トストローブ受信とピア受信を含めた送受信周期とポート数割当て例は前ページと同じです。 
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３ インテリジェントＩ／Ｏステーションの設定 

 

 転送速度が 125bpsの場合は、ビットストローブ受信、ピア受信を含めて８フレーム／１０msを制限

として設定してください。定義チェックコマンドでエラーになりませんが、送信周期が守れなくなるの

で８フレーム／１０msを超えないように設定してください。 

 表３－５に、転送速度が 125bpsのときの送受信周期とフレーム数割当て例を示します。 

 

表３－５ ビットストローブ受信とピア受信を含めた送受信周期とポート数割当て例（125bps） 

 
周期における使用可能フレーム数（フレーム数×ポート数）  

10ms 20ms 50ms 100ms 200ms 500ms 1s 
例 1 合計 8       
例 2 合計 4 8×1 

4×2 
2×4 

     

例 3 合計 4  8×2 
4×5 

2×10 

    

例 4  16×1 
8×2 

     

例 5  8×1 
4×2 
2×4 

8×2 
4×5 

2×10 

    

例 6  8×1 
4×2 
2×4 

 8×5 
4×10 
2×20 

   

例 7   16×2 
8×5 

4×10 
2×20 
19×1 

    

例 8   8×2 
4×5 

2×10 

8×5 
4×10 
2×20 

   

例 9   8×2 
4×5 

2×10 

 8×10 
4×20 
2×40 

  

例 10    16×5 
8×10 
4×20 
19×2 

   

例 11    8×5 
4×10 
2×20 

8×10 
4×20 
2×40 

  

例 12    8×5 
4×10 
2×20 

 8×15 
4×30 
2×60 

 

例 13     16×10 
8×20 
4×40 
19×10 

  

例 14      16×10 
8×20 
4×40 
19×10 

 

例 15       16×10 
8×20 
4×40 
19×10 
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４ 入出力制御 
 
 



４ 入出力制御 

４. １ ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ機能 
 

４. １. １ 通信機能概要 
 ここでは、サポートするＤｅｖｉｃｅＮｅｔの通信形態について説明します。サポートする通信形態

としては、以下のものがあります。 

(１) Ｉ／Ｏ通信 

(ａ) スレーブ形態 

● ポーリング 

● ビットストローブ 

(ｂ) ピア形態 

(２) システムメッセージ 

 この項で使用する図の説明は以下のとおりです。 

 

他マスタ

他スレーブデバイス

マルチキャスト

ポイント・ツー・ポイント

図の説明 

 
インテリジェント

Ｉ／Ｏステーション
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４ 入出力制御 
 

(１) Ｉ／Ｏ通信機能 

(ａ) スレーブ形態 

● ポーリング：マスタからのポーリング要求に従い、データを報告する通信形態 

 

ポーリング通信

マスタ

スレーブ

スレーブ

ポーリングコマンドメッセージ
ポーリングレスポンスメッセージ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ビットストローブ：マスタからのビットストローブメッセージを受信し、マスタに対しデータを

返す通信形態。 

DeviceNet

DeviceNet

 

ビットストローブ通信

マスタ

スレーブ

スレーブ

ビットストローブコマンドメッセージ
ビットストローブレスポンスメッセージ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ
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４ 入出力制御 

(ｂ) ピア形態 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションをピアデバイスとして、他ピアデバイスとピア通信ができま

す。それぞれが受信するメッセージ番号を設定しておくことにより、該当するメッセージ番号のみ受

信することができます。 

 

DeviceNet

ピア通信

ピア

ピア ピア

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) システムメッセージ 

 デバイスの状態などを他のデバイスに報告するもので、Ｈｅａｒｔｂｅａｔメッセージを送信するこ

とができます。 

 

Heartbeatメッセージ

DeviceNet

システムメッセージ
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４ 入出力制御 
 

４. １. ２ 各種通信における留意事項 
 ４. １. １項に示した各種通信形態における留意事項を以下に示します。 

(１) Ｉ／Ｏ通信における留意事項 

 

I/O通信 

スレーブ形態 ピア形態 

          通信種別

 

 

 項目 
ポーリング ビット 

ストローブ

 

コネクション確立者 ドライバ ドライバ 

最大送受信データサイズ 128バイト ８バイト 128バイト 

データ同時性（非排他設定

時） 

２バイト ２バイト ２バイト 

データ同時性（排他設定時） 128バイト ８バイト 128バイト 

 

 Ｉ／Ｏ通信の周期転送フレーム数は１６フレーム／１０ミリ秒です。 
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４ 入出力制御 

（参考） 

 ＜Ｉ／Ｏ通信＞ 
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MACID = 1
スレーブ

MACID = 62
スレーブ

MACID = 12
スレーブ

マスタ
MACID = 10

0 1 2 62 6311 12 13

MACID = 1
スレーブ

MACID = 62
スレーブ

MACID = 12
スレーブ

マスタ
Bit Strobeコマンドのデータ部

ﾋﾞｯﾄ番号
MACID = 10

MACID = 1 MACID = 62MACID = 12

MACID = 10

               マスタとスレーブ 

マスタ（インテリジェントI/Oステーションでは非サポート） 
登録されたスレーブをスキャンし、Ｉ／Ｏデータを交換する 
スレーブ 
マスタからの要求に対し応答を送信する（例外：Change of State/Cyclic） 

 
マスタ／スレーブ間のＩ／Ｏ通信 
ポーリング、ビットストローブ、チェンジオブステート 

 

 

 

 

 

 
ビットストローブ（Ｂｉｔ Ｓｔｒｏｂｅ） 

●マルチキャストコマンド 
・マスタ／スレーブ間の速いデータ交換が可能 
・レスポンスはポイント･ツー･ポイント 
●小さなサイズのＩ／Ｏデータ交換に使用 
・マスタ→スレーブは最大１ビット／１デバイス 
・スレーブ→マスタは最大８バイト／１デバイス 
 
マスタから送信されるビットストローブコマンドメッ
セージの６４ビット（８バイト）のデータは各スレー
ブのMACIDへの１ビットの出力データ 

 

 

 

ポーリング（Ｐｏｌｌ） 
●コマンド／レスポンスともにポイント･ツーポイント
●すべてのサイズのＩ／Ｏデータ交換が可能 
（ＮＸＳＤＣでは最大１２８バイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 チェンジオブステート（Change of State/Cyclic）
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝでは非サポート 
・データ変更時、設定時間経過時にデータを送
信する 

 

 

 

 

 

 

ピア通信（Ｐｅｒｒ ｔｏ Ｐｅｒｒ） 

●マスタ／スレーブの概念はない 
●ポイント･ツー･ポイントまたはマルチキャストが可能

 

 

 

 

 

 

 



４ 入出力制御 
 

４. １. ３ インタフェースメモリとＩ／Ｏ通信 
 この項ではＩ／Ｏ通信の通信のしくみについて説明します。 

 Ｉ／Ｏ通信はインタフェースメモリと呼ばれるメモリを介して通信が行われます。インタフェースメ

モリのうち、Ｉ／Ｏ通信に使用される部分を特にＩ／Ｏ通信エリアといいます。このメモリ上の適切な

エリアにデータを設定することによりデータを送信し、受信データは受信用エリアに設定されますの

で、そのデータを読込むことが可能となります。以下に、Ｉ／Ｏ通信エリアの構成を示します。 

 
I/O通信エリア

0x8

0xc8

0x810

0x248

オフセット

0x181

0x0

0xdd8

0xf50

0xe91

受信通知フラグエリア（192バイト）

送信用エリア（1480バイト）

送信有効データサイズエリア（185バイト）

受信有効データサイズエリア（199バイト）

将来用

受信用エリア（1480バイト）

送信用セマフォエリア（185バイト）

受信用セマフォエリア（191バイト）

0x1000

予約エリア

 
 

 - 53 -



４ 入出力制御 

４. １. ４ ポートの概念 
 Ｉ／Ｏ通信エリアの送信用エリア、受信用エリアは８バイトごとに分割されていて、この分割された

８バイトのエリアをポートと呼んでいます（下図参照）。ポートは１６０個あり、このポートに通信す

るデバイスを割当てることで、Ｉ／Ｏ通信を行います。 

 

ポート 1 ポート 2 ポート 160

ポート 1 ポート 2 ポート 160

8 ﾊﾞｲﾄ

送信用エリア

受信用エリア

ポートの構成

ﾘｻﾞｰﾌﾞ

ﾘｻﾞｰﾌﾞ

120 ﾊﾞｲﾄ 80 ﾊﾞｲﾄ

ﾌﾗｸﾞﾒﾝﾄﾃﾞｰﾀ用予備ｴﾘｱ

 
 

 ポートのデータはＩ／Ｏメッセージとして送受信されます。 

 
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

送信用エリア

受信用エリア

I/O ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾍｯﾀﾞ

ユーザプログラム

write read

DeviceNet

送信

ﾄﾚｰﾗ

ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞI/O ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾎ゚ ﾄーX

ﾎ゚ ﾄーY

受信
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４ 入出力制御 
 

４. １. ５ スレーブ形態のＩ／Ｏ通信 
 スレーブ形態時の送受信のエリアはポート１から１７までです。それぞれのエリアはポーリング用と

ビットストローブ通信用にエリアが決められています（下図参照）。 

 

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞﾚｽﾎﾟﾝｽﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

128バイト8バイト

ポート 1 ポート 2 ポート 17

ポート 1 ポート 2 ポート 17

送信用エリア

受信用エリア

ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞ
ｺﾏﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

ポート 18

ポート 18

ポーリング通信用ビットストローブ通信用

ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞ
ﾚｽﾎﾟﾝｽﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

 
 

(１) ポーリング通信 

 マスタからポーリングコマンドメッセージを受信したとき、その内容はポーリングコマンドデータエ

リアに設定され、ポーリングレスポンスデータエリアの内容がポーリングレスポンスメッセージとして

送信されます。 

 

ポーリングコマンドメッセージ
ポーリングレスポンスメッセージ

受信用ｴﾘｱ 送信用ｴﾘｱ

DeviceNet
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ スレーブ

ユーザプログラム

ﾎﾟｰﾄ
18

ﾎﾟｰﾄ
18

ﾎﾟｰﾄ
1

ﾎﾟｰﾄ
1

writeread

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ
ﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ
ﾃﾞｰﾀｴﾘｱ
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４ 入出力制御 

(２) ビットストローブ通信 

 マスタからビットストローブコマンドメッセージを受信したとき、その内容がビットストローブコマ

ンドデータエリアに設定され、ビットストローブレスポンスデータエリアの内容がビットストローブレ

スポンスメッセージとして送信されます。 

 

 

受信用ｴﾘｱ 送信用ｴﾘｱ

DeviceNet

ビットストローブコマンドメッセージ
ビットストローブレスポンスメッセージ

マスタ

ユーザプログラム

read write

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ スレーブ

ﾎﾟｰﾄ
1

ﾎﾟｰﾄ
1

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ
ﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ
ﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾄ
18

ﾎﾟｰﾄ
18
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４ 入出力制御 
 

(３) スレーブ形態の送信有効データサイズエリア 

 ポーリング要求に対する応答データのサイズ（ポーリングレスポンスサイズ）は、ポート２の送信有

効データサイズエリアを使用し、ビットストローブのレスポンス送信サイズはポート１の送信有効デー

タサイズエリアを使用します。 

 ポート２のサイズエリア（ポーリングレスポンスサイズ）に設定されているサイズのデータがポーリ

ングレスポンスメッセージとして送信されます。同様に、ポート１のサイズエリアに設定されているサ

イズのデータがビットストローブレスポンスメッセージとして送信されます。 

 初期時は０に設定されており、設定されない場合はデータなし（ヘッダのみ）のメッセージが送信さ

れます。なお、ＩＳａＧＲＡＦプログラムの場合は、ユーザプログラムから意識しなくても、送信有効

データサイズは自動的に設定されます。 

 
ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ
送信ｻｲｽﾞ

ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞ
ﾚｽﾎﾟﾝｽ送信ｻｲｽﾞ

ポート 1 ポート 2 ポート 17

1バイト

送信有効ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞｴﾘｱポート 3 ポート 18

使用不可  
 

送信用エリア

送信有効ｻｲｽﾞｴﾘｱ

送信 送信

ユーザプログラム

送信データサイズ設定

ドライバ内処理

ポート 1 ポート 2

ポート 1 ポート 2～ポート 17 ポート 18
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４ 入出力制御 

(４) スレーブ形態の受信有効データサイズと受信通知フラグ 

 エリアはそれぞれポート１とポート２を使用します。マスタからポーリングコマンドメッセージを受

信した場合、ポート２のサイズエリアにポールコマンドのデータサイズが設定され、ポート２の受信通

知フラグエリアに１が設定されます。 

 同様に、マスタからビットストローブコマンドメッセージを受信した場合、ポート１の受信サイズエ

リアにビットストローブコマンドのデータサイズが設定され、ポート１の受信通知フラグエリアに１が

設定されます。 

 なお、ＩＳａＧＲＡＦプログラムでは、受信有効データサイズと受信通知フラグは意識する必要はあ

りません。 

 ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ
受信通知ﾌﾗｸﾞ

ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ
受信通知ﾌﾗｸﾞ

受信通知ﾌﾗｸﾞｴﾘｱポート 1 ポート 2 ポート 17

1バイト

ポート 3 ポート 18

使用不可

 

 

 

 

 

 

受信有効ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ
送信ｻｲｽﾞ

ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞ
ｺﾏﾝﾄﾞ送信ｻｲｽﾞ

ポート 1 ポート 2 ポート 17

1バイト

ポート 3 ポート 18

使用不可

 

 

 

 

 

ｻｲｽﾞ書込み

ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

ﾌﾗｸﾞｾｯﾄ

ユーザプログラム

受信データサ
イズチェック 受信チェック

受信有効ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞｴﾘｱ

受信通知ﾌﾗｸﾞｴﾘｱ

ドライバ内処理

ポート 1 ポート 2

ポート 1 ポート 2

受信 受信

受信用ｴﾘｱポート 1 ポート 2～ポート 17 ポート 18

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 58 -



４ 入出力制御 
 

(５) 排他制御 

 排他制御の設定を行った場合、ユーザプログラムとドライバ間で、ポーリングコマンド／レスポン

ス、ビットストローブコマンド／レスポンスのデータの排他制御が行えます。この設定を行うことで、

送受信データの同時性を確保することができます。排他制御には下図に示すようにポート１とポート２

のセマフォエリアを用います。起動時の初期値は０に設定されています。 

 ＩＳａＧＲＡＦプログラムの場合、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルにて排他制御が指定されたポー

トに対して、排他制御が自動的に行われます。 

 

ポート 1 ポート 2 ポート 17

1バイト

ポート 3 ポート 18

使用不可

送信用ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞ
ﾚｽﾎﾟﾝｽ送信ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ
送信ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

 
 

＜送信データの排他制御の処理＞ 

 

ポート 1 ポート 2

ユーザプログラム

①② ③
送信用ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

① ③ ②

送信用ｴﾘｱポート 1 ポート 2～ポート 17 ポート 18
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４ 入出力制御 

ｾﾏﾌｫは０か?

データ書込み

ｾﾏﾌｫを１に設定

Yes

No ①

②

③

ｾﾏﾌｫは１か?

該当
データを送信

ｾﾏﾌｫを 0 に設定

Yes

No

前回の
データを送信

ユーザプログラム送信
データ書込み処理

ドライバ送信デー
タ読込み処理

（参考）

該当
データ読込み

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜受信データの排他制御の処理＞ 

 
ﾋﾞｯﾄｽﾄﾛｰﾌﾞ
ｺﾏﾝﾄﾞ受信ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ
受信ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

ポート 1 ポート 2 ポート 17

1バイト

ポート 3 ポート 18

使用不可  
 

ポート 1 ポート 2

ユーザプログラム

①② ③ ① ③ ②

受信用ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

受信用ｴﾘｱポート 1 ポート 2～ポート 17 ポート 18
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４ 入出力制御 
 

ｾﾏﾌｫは１か?

データ読込み

ｾﾏﾌｫを０に設定

Yes

No ①

②

③

ｾﾏﾌｫは０か?

受信データ書込み

ｾﾏﾌｫを１に設定

Yes

No

受信データ破棄

ユーザプログラム受信
データ読込み処理

ドライバ受信デー
タ書込み処理（参考）
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４ 入出力制御 

４. １. ６ ピア形態のＩ／Ｏ通信 
 送信用エリア、受信用エリアはマスタ形態と同じポートを用います。また、送信有効データサイズ、

受信有効データサイズ、受信通知フラグ、排他制御もマスタ形態と同じ処理です。送信メッセージは 

Gourp１のメッセージを用いていますので、メッセージ番号は０～15です。 

(１) ピア送信 

 ピア送信は、対応するポートに出力データをセットすることで送信が行われます。セットされたデー

タは、ＯＳによりＤｅｖｉｃｅＮｅｔに送出されます。 

 

DeviceNet

送信用ｴﾘｱ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

ﾎﾟｰﾄ X

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) ピア受信 

 ピア受信では、受信エリアの該当ポートにメッセージが設定されます。 

 

 

DeviceNet

受信用ｴﾘｱ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

ﾎﾟｰﾄ Y
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４ 入出力制御 
 

(３) マルチキャスト通信 

 送信するデバイス、受信するデバイスをそれぞれ設定することで通信を行うことができます。また、

ピア通信では受信デバイスを複数にすることで、マルチキャスト形態で通信することもできます（下図

参照）。 

 

 

DeviceNet

送信用ｴﾘｱ

受信用ｴﾘｱ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

他ﾃﾞﾊﾞｲｽ

受信用ｴﾘｱ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ

ﾎﾟｰﾄ X

ﾎﾟｰﾄ Y ﾎﾟｰﾄ Z
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４ 入出力制御 

(４) 送信有効データサイズ 

 送信有効データサイズは、デバイスに送信するデータサイズを決めるもので、各送信ポートごとに設

定する必要があります。送信用エリアに有効データサイズより大きなデータが設定されても、送信有効

サイズ分がデバイスに送信され、残りのデータは送信されません。 

 送信有効データサイズが未設定の場合、初期値として０が設定されています。この状態でデータを送

信すると、送信データなしのデータ（ヘッダのみ）がデバイスに送信されます。また、定義ファイルで

設定した最大送信データサイズを超えた値を設定すると送信は行われません。なお、ＩＳａＧＲＡＦプ

ログラムの場合は、ユーザプログラムから意識しなくても、送信有効データサイズは自動的に設定され

ます。 

 

ポート 1 ポート 2 ポート 160

1バイト

送信有効ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞｴﾘｱﾘｻﾞｰﾌﾞ
(25 ﾊﾞｲﾄ)

 
 

送信有効ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞｴﾘｱ

ポート 1 ポート 2 ポート 160

1 ﾊﾞｲﾄ

送信用ｴﾘｱ

ユーザプログラム

送信データサイズ設定

ドライバ内処理

I/O ﾒｯｾｰｼﾞ

送信データサイズ

8 ﾊﾞｲﾄ
送信

ポート 1 ポート 2 ポート 160
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４ 入出力制御 
 

(５) 受信有効データサイズと受信通知フラグ 

 受信有効データサイズは、デバイスからのデータを受信した際に指定された受信データサイズが設定

されるものです。 

 データをデバイスから受信し、受信ポートに設定した場合、受信データの到着を示す、受信通知フラ

グエリアの各ポートに１がセットされます。受信通知フラグをデータ収集時にクリアすることにより、

新たなデータの到着の有無を知ることができます。 

 なお、ＩＳａＧＲＡＦプログラムでは、受信有効データサイズと受信通知フラグは意識する必要はあ

りません。 

 

受信有効ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞｴﾘｱ

受信通知ﾌﾗｸﾞｴﾘｱポート 1 ポート 2 ポート 160

ポート 1 ポート 2 ポート 160

1バイト

ﾘｻﾞｰﾌﾞ
(39 ﾊﾞｲﾄ)
ﾘｻﾞｰﾌﾞ
(32 ﾊﾞｲﾄ)

 
 

受信有効ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞｴﾘｱ

ポート 1 ポート 2 ポート 160

1 ﾊﾞｲﾄ

受信用ｴﾘｱ

ユーザプログラム

ドライバ内処理

I/O ﾒｯｾｰｼﾞ

ポート 1 ポート 2 ポート 160

1 ﾊﾞｲﾄ

受信データサイズセット

フラグセット

受信通知ﾌﾗｸﾞｴﾘｱ

受信チェック 受信サイズチェック

8 ﾊﾞｲﾄ 受信

ポート 1 ポート 2 ポート 160
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４ 入出力制御 

(６) 排他制御 

 排他制御設定を行うことにより、ユーザプログラムとドライバ間でポートデータの排他制御を行うこ

とができます。この機能は必須機能ではありません。 

 排他制御は次に示す排他制御用のエリア（セマフォエリア）を使用します。初期値はそれぞれ０に設

定されています。 

 ＩＳａＧＲＡＦプログラムの場合、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルにて排他制御が指定されたポー

トに対して、排他制御が自動的に行われます。 

 

ポート 1 ポート 2 ポート 160

ポート 1 ポート 2 ポート 160

1バイト

送信用ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

受信用ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

ﾘｻﾞｰﾌﾞ
(25 ﾊﾞｲﾄ)
ﾘｻﾞｰﾌﾞ
(31 ﾊﾞｲﾄ)

 
 

＜送信データの排他制御の処理＞ 

 

送信用ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

ポート 1 ポート 2 ポート 160

送信用ｴﾘｱ

ユーザプログラム

①
②

③

ポート 1 ポート 2 ポート 160
 

 

 ユーザプログラム概略は次ページのフローの左側になります（右側のフローはドライバの動きを示し

たものです）。 
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４ 入出力制御 
 

該当ﾎﾟｰﾄ
のｾﾏﾌｫは
０か?

該当ﾎﾟｰﾄへ
データ書込み

該当ﾎﾟｰﾄのｾﾏﾌｫ
を１に設定

Yes

No ①

②

③

ユーザプログラム送信

該当ﾎﾟｰﾄ
のｾﾏﾌｫは
１か?

該当ﾎﾟｰﾄの
データを送信

該当ﾎﾟｰﾄのｾﾏﾌｫ
を０に設定

Yes

No

前回の
データを送信(*1)

ドライバ送信デー
タ読込み処理（参考）

該当ﾎﾟｰﾄの
データ読込み

データ書込み処理

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （＊1）ドライバ内部に保存した前回のデータを送信します。 

 

＜受信データの排他制御の処理＞ 

 

受信用ｾﾏﾌｫｴﾘｱ

受信用ｴﾘｱ

ポート 1 ポート 2 ポート 160

ユーザプログラム

①
② ③

ポート 1 ポート 2 ポート 160
 

 

 ユーザプログラム概略は次ページのフローの左側になります（右側のフローはドライバの動きを示し

たものです）。 
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４ 入出力制御 

該当ﾎﾟｰﾄ
のｾﾏﾌｫは１
か?

該当ﾎﾟｰﾄの
データ読込み

該当ﾎﾟｰﾄのｾﾏﾌｫ
を０に設定

Yes

No ①

②

③

該当ﾎﾟｰﾄ
のｾﾏﾌｫは
０か?

該当ﾎﾟｰﾄへ受信
データ書込み

該当ﾎﾟｰﾄのｾﾏﾌｫ
を１に設定

Yes

No

受信データ破棄

ユーザプログラム受信
データ読込み処理 ドライバ受信デー

タ書込み処理（参考）

（*2）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （＊2）ドライバはセマフォが０に設定されるまでポートにデータを書込みません。 

 廃棄されたデータの有無は統計情報内のカウンタに記録されます。 
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４ 入出力制御 
 

４. １. ７ フラグメント送受信 
 １つの送受信ポートのデータサイズは８バイトです。デバイスによっては９バイト以上のデータ送受

信が必要になることがあります。この９バイト以上のデータを送受信する機能をフラグメント送受信と

いいます。 

 ここでは説明を簡単にするために送信／受信の区別をせずに説明しますが、本文中の“最大データサ

イズ”は、送信の場合は“最大送信データサイズ”、受信の場合は“最大受信データサイズ”と読替え

てください。 

 ポートのサイズは８バイト固定のため、９バイト以上のデータの通信を行うには、連続するポートの

エリアを使用します。そのため、他のポートのエリアとして使用されるポートには設定ができなくなり

ます（定義ファイルで記述した場合、定義チェックコマンド実行時エラーとなります）。 

 例えば、ポート１にMACID=3のデバイスと２４バイトのデータを通信する場合は、下図のように

ポート１にMACID=3のデバイスを割当て、ポート１～３のエリアをポート１のエリアとして使用しま

す。そのため、ポート２とポート３は設定できなくなります。 

 

ポート 1 ポート 2 ポート 3

MACID=3 MACID=1 MACID=16

デバイス

ポート 1として 24バイト使用

× ×
デバイス

Port=1 … 3, … 24, …
Port=2 … 1, …  4, …
Port=3 … 16 ,… 2, …
Port=4 … 1, …  4, …
Port=5 … 16, … 2, …

ポート番号

MACID
最大データサイズ

定義ファイルの概略

ﾎﾟｰﾄ 2,3は
設定不可

24 ﾊﾞｲﾄ使用

 
 

 ポートの最大サイズが９バイト以上の場合でも、送信／受信有効データサイズ、受信通知フラグ、送

信／受信セマフォの使用方法は同じです（ポート１～ポート３をポート１として設定した場合、ポート

１の各エリア（有効データサイズエリア、セマフォエリアなど）を使用します）。インテリジェント 

Ｉ／Ｏステーションをスレーブ形態として動作させる場合、以下のようにポート１をビットストローブ

通信用、ポート２をポーリング通信用として固定で使用します。定義ファイルにて設定するポーリング

通信の最大データサイズに関わらず、ポート２～ポート１７をポート２として使用します。ピア通信を

同時に行う場合はポート１８以降を使用します。 
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４ 入出力制御 

 

ポート 1 ポート 2～ポート 17

ビットストローブ通信用

ポーリング通信 ピア通信

（8 ﾊﾞｲﾄ） （128 ﾊﾞｲﾄ）

 
 

（注）フラグメントデータ受信の場合、ドライバ内部ですべてのデータを組立てた後、ポートへ受信

データを書込みます。その際、排他制御設定を行っている場合、受信用セマフォに従って、受

信データのポートへの書込み、または受信データの破棄を行います。 

 

４. １. ８ フラグメントとノンフラグメント 
 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの規約上、１メッセージのデータサイズは最大８バイトであり、９バイト以上の

場合はデータを分割して送受信します。ノンフラグメントとフラグメントのメッセージフォーマットを

以下に示します。 

 

フラグメント情報
（１バイト）

通信データ
（最大７バイト）

通信データ
（最大８バイト）

ノンフラグメント
メッセージフォーマット

フラグメント
メッセージフォーマット

 
 

 フラグメントメッセージには１バイトのフラグメント情報（フラグメントタイプ、フラグメントカウ

ンタ）が付属しています。ただし、通信データ本体にはフラグメントかノンフラグメントかの区別はあ

りません。送受信するデバイスに設定された最大データサイズが、９バイト以上であればフラグメント

メッセージとして扱い、８バイト以下であればノンフラグメントメッセージとして扱います。 

 なお、フラグメントメッセージのフラグメント情報については意識する必要はありません。 

 また、通信データの分割、組立てはドライバ内部にて行われますので、分割、組立てについても意識

する必要はありません。 
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４ 入出力制御 
 

４. １. ９ 通信タイミング 
 通信のタイミングには、以下の２つがあります。 

周期型通信  ：データの送信を決められた時間間隔で行う方法で、ＯＳによって送信が行われま

す。 

イベント型通信：ユーザの要求時に送信を行う方法で、ユーザプログラムからの送信要求が発行され

るとデータの送信が行われます。周期型通信は最悪１０ミリ秒後にデータ送信が行

われますが、イベント型通信はユーザ要求と同時に送信処理を行うことができま

す。 

 各ポートをいずれの通信タイミングで行うかは、定義ファイルの周期時間の設定によって選択しま

す。また定義されたポートすべてをイベント型通信にする定義もできます。 

 

４. １. 10 周期型通信 
(１) ピア形態の場合 

 各ポートごとに転送周期を設定することで周期転送を行います。設定可能な周期時間は、１０， 

２０，５０，１００，２００，５００，１０００ミリ秒です。動作チャートは以下のようになります。 

 

ピア

ピア送信

周期時間 周期時間

ピア

ピア送信

 
 

(２) スレーブ形態の場合 

 マスタからのポーリング要求、ビットストローブ要求を受けるごとに、自動的にスレーブ送信用エリ

アのデータが送信されます。動作チャートは以下のようになります。 

 

他マスタ

スレーブ

ポーリング要求
ビットストローブ要求

ポーリング応答
ビットストローブ応答

ポーリング要求
ビットストローブ要求

ポーリング応答
ビットストローブ応答
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４ 入出力制御 

４. １. 11 イベント型送信 
 ピア形態の通信の場合、ＩＳａＧＲＡＦプログラムからの出力をイベント型送信することができま

す。 

 基本動作は、周期型通信のピア通信と同じですが、ＩＳａＧＲＡＦプログラムの出力スキャンのタイ

ミングでデータ送信をします。 

 

ピア

受信側ピア
デバイス

ピア通信

ピアメッセージ送信 ピアメッセージ送信

出力ｽｷｬﾝ 出力ｽｷｬﾝ
インテリジェントＩ／Ｏステーション

（ISaGRAF ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）
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４ 入出力制御 
 

４. ２ ＩＳａＧＲＡＦからのＤｅｖｉｃｅＮｅｔアクセス 
 

４. ２. １ 概  要 
 ＩＳａＧＲＡＦからＤｅｖｉｃｅＮｅｔをアクセスするための手順を示します。 

 ＩＳａＧＲＡＦでは、一般に各社のデバイスに対応した専用ドライバを組込んでいますが、この汎用

ドライバにより、メーカ、ドライバの相違を吸収し、フレキシブルにＤｅｖｉｃｅＮｅｔに接続された

デバイスをＩＳａＧＲＡＦに割当てることができます。 

(１) 汎用ドライバ仕様 

(ａ) ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ全通信種別のポートサポート 

 すべてのポートにアクセスできます。アクセスできるポートの一覧を示します。 

 

ISaGRAF

ボード種別 

サポートするポート 周期型

送信 

イベント 

型送信 

イベント

型受信 

ポーリング応答送信（スレーブ形態） ○ × × 

ビットストローブ応答送信（スレーブ形態） ○ × × 

出力ボード 

ピア送信 ○ ○ × 

ポーリング要求受信（スレーブ形態） ○ × × 

ビットストローブ要求受信（スレーブ形態） ○ × × 

入力ボード 

ピア受信 ○ × × 

 

(ｂ) データ型 

 受信用ポートを、デジタル入力（DI）、またはアナログ入力（AI）としてリードできます。また、

送信用ポートにデジタル出力（DO）、またはアナログ出力（AO）として、ライトできます。アナロ

グの場合、提供Ｉ／Ｏボードの選択により、データのアクセスサイズ（*1）を１バイト, ２バイト, 

４バイトから選択できます。また、符号付き整数、符号なし整数の選択もできます。 

（*1）アクセスサイズはポートにアクセスするサイズです。指定する値によって以下のようにアク

セスします。 

 

アクセスサイズ１のとき

ポート1 ﾊ゙ ｲﾄ

OUT1 :ISaGRAF出力変数（整数型）

ポート2 ﾊﾞｲﾄ

OUT1 :ISaGRAF出力変数（整数型）
アクセスサイズ２のとき

ポート4 ﾊﾞｲﾄ

OUT1 :ISaGRAF出力変数（整数型）
アクセスサイズ４のとき
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４ 入出力制御 

(ｃ) 柔軟なデータフォーマット 

 ポート上のデータフォーマットは、デバイスにより異なります。汎用ドライバでは、以下の項目を

可変にし、種々のデータフォーマットに柔軟に対応できます。 

 ・ポートのデータ数（「Ｉ／Ｏボード」のチャネル数により変更） 

 ・ポートのデータ先頭アドレス（ポート先頭からのオフセット）指定 

(ｄ) エンディアン変換機能 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ回線上のデータは、リトルエンディアンになっています。汎用ドライバは自動

的にエンディアンの変換を行います。 

(ｅ) イベント通信のサポート 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルにてイベント送信が指定されると、自動的にイベント送信しま

す。 

(ｆ) 排他制御のサポート 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルにて、排他制御が指定されたポートに対しては、排他制御処理を

します。 

 出力ボードの場合：セマフォが１のときはポートにライトしません。 

 入力ボードの場合：セマフォが０のときはポートからリードしません。 

          （古いデータを使用することになります。） 

(ｇ) ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ ＲＡＳ情報取得 

 ＩＳａＧＲＡＦ標準命令“Ｏｐｅｒｅａｔｅ”により、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔのＲＡＳ情報を取得で

きます。 
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４ 入出力制御 
 

４. ２. ２ 提供Ｉ／Ｏボードのインストール 
 標準で、以下のＩ／Ｏボードを提供します。新規のＩ／Ｏボードを定義するとき、この提供Ｉ／Ｏ

ボードをコピーし、チャネル数のみを変更します。 

 

No. I/Oポート名称 機能 方向 備  考 

1 ｄｎｄｉ８ ８点ＤＩ 入力ボード  

2 ｄｎｄｏ８ ８点ＤＯ 出力ボード  

3 ｄｎａｉｂ１ １点ＡＩ 入力ボード アクセスサイズ 1バイト 

4 ｄｎａｏｂ１ １点ＡＯ 出力ボード アクセスサイズ 1バイト 

5 ｄｎａｉｗ１ １点ＡＩ 入力ボード アクセスサイズ 2バイト 

6 ｄｎａｏｗ１ １点ＡＯ 出力ボード アクセスサイズ 2バイト 

7 ｄｎａｉｂ１ｕ １点ＡＩ 入力ボード 符号なし、ｱｸｾｽｻｲｽﾞ 1バイト 

8 ｄｎａｉｗ１ｕ １点ＡＩ 入力ボード 符号なし、ｱｸｾｽｻｲｽﾞ 2バイト 

9 ｄｎａｉｌ１ １点ＡＩ 入力ボード アクセスサイズ 4バイト 

10 ｄｎａｏｌ１ １点ＡＯ 出力ボード アクセスサイズ 4バイト 

 

 - 75 -



４ 入出力制御 

 以下にＩ／Ｏボードのインストール手順を示します。 

① ライブラリユーティリティを起動します。 

② 「ファイル」－「他のライブラリ」－「I/Oボード」を選択し、対象を I/Oボードに切替えま

す。 

③ 「ツール」－「アーカイブ」を選択し、アーカイブダイアログを表示します。 

④ 「一覧」ボタンで取込むディレクトリを設定します。 

ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ－Ｃのインストール先をデフォルトの“C:¥IntelliOS”で行った場合は、 

“C:¥IntelliOS¥target¥src¥ISaGRAF¥ARK”を設定します。 

⑤ “アーカイブ”に表示される提供Ｉ／Ｏボードを選択し、復元をします。 

 

②対象を I/O ﾎﾞｰﾄﾞに

復元

選択

ライブラリユーティリティ 

③「ツール」－「アーカイブ」 

④「一覧」

①ダブルクリック 
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４ 入出力制御 
 

４. ２. ３ ＩＳａＧＲＡＦからの汎用ドライバ使用手順 
 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ汎用ドライバを使用するプログラムの作成手順を示します。 

 

開始

終了

Ｉ／Ｏボード
定義の作成

Ｉ／Ｏ変数の宣言

Ｉ／Ｏボードパ
ラメータの設定

Ｉ／Ｏボードの選択

Ｉ／Ｏ変数の接続

ユーザプログラムの
作成、コンパイル

「ライブラリ管理ユーティリティ」の
「Ｉ／Ｏボード」を用いて定義します。

「辞書エディタ」により、Ｉ／Ｏ変数
を宣言します。 （＊２）

「Ｉ／Ｏ接続エディタ」により、Ｉ／Ｏ
ボードのパラメータを設定します。

「Ｉ／Ｏ接続エディタ」により、
Ｉ／Ｏ変数を接続します。

通信相手デバイスの
データフォーマットは
提供Ｉ／Ｏボードのい
ずれかに当てはまるか

ＹＥＳ

ＮＯ

（＊１）

（＊２）

（１）

（２）

（３）

（４）

「Ｉ／Ｏ接続エディタ」により、
Ｉ／Ｏボードを選択します。

 
 

（＊１）提供Ｉ／Ｏボード以外のデータを通信する場合にＩ／Ｏボード定義をします。 
例えば、１６点ＤＯデバイスと通信するとき、提供Ｉ／ＯボードのＤＯは８点なので、８点

ＤＯボードをベースに１６点ＤＯを定義します。同様に提供ＡＩ／ＡＯボードは１点なの

で、２点、４点が必要な場合、提供Ｉ／Ｏボードをベースに必要な点数のＩ／Ｏボードを定

義します。Ｉ／Ｏボードの定義はチャネル数の変更のみです。 
（＊２）この項には、Ｉ／Ｏ変数の宣言、ユーザプログラムの作成、コンパイルの説明はありませ

ん。詳細は「HIT-ISaGRAF ユーザガイド」（マニュアル番号 PC-3-0005）を参照してくだ
さい。 
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４ 入出力制御 

(１) Ｉ／Ｏボード定義の作成 

 通信相手のデータフォーマットが提供Ｉ／Ｏボードに当てはまらない場合に、Ｉ／Ｏボードを新たに

作成する手順を示します。 

 ライブラリ管理ユーティリティを起動すると、インストールした提供Ｉ／Ｏボードが左フレームに登

録されています（下図参照）。 

 

 

 

 

 
インストールした
Ｉ／Ｏボード  
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４ 入出力制御 
 

 例として、アクセスサイズ２バイトのアナログ入力（ｄｎａｉｗ１）をベースに、４チャネルの 

Ｉ／Ｏボードの定義方法について手順を示します。 

① “ｄｎａｉ１”を選択し「ファイル」－「コピー」を行い、名称（Ｔｏ）を“ｄｎａｉｗ４”と

します。 

② コピーされた“ｄｎａｉｗ４”をダブルクリックし、Ｉ／Ｏボード定義画面を表示します。 

③ Ｉ／Ｏボード定義画面のチャネル数を４に設定し、“ＯＫ”をクリックします。その他の設定は

しないでください。 

 以上でＩ／Ｏボード定義は終了です。 
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①コピー 

②ダブルクリック 

③チャネル数設定
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すべての提供Ｉ／Ｏボードについて、同様の手順でチャネル数を変更することで、Ｉ／Ｏボードが定

義できます。例えば、１６点ＤＯのＩ／Ｏボードを定義する場合は、“ｄｎｄｏ８”を 

“ｄｎｄｏ１６”でコピーし、チャネル数を１６に変更します。 

 



４ 入出力制御 

(２) Ｉ／Ｏボードの選択 

 Ｉ／Ｏ接続エディタのスロットをダブルクリックすると、ボード／装置の選択画面が表示されます。

選択の中には、提供Ｉ／Ｏボードと新規作成した“ｄｎａｉｗ４”が表示されます。 

  

ダブルクリック 

ス
ロ
ッ
ト

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新規作成Ｉ／Ｏボード“ｄｎａｉｗ４”を割当てた場合の画面を以下に示します。 

 

 

チャネル数に対応

割当てた 
Ｉ／Ｏボード 
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４ 入出力制御 
 

(３) Ｉ／Ｏボードパラメータの設定 

 パラメータの設定を以下に示します。以下の画面は、新規作成Ｉ／Ｏボードの“ｄｎａｉｗ４”です

が、パラメータの設定内容は、提供Ｉ／Ｏボード、提供Ｉ／Ｏボードをベースにした新規作成Ｉ／Ｏ

ボードともに同じです。 

 

 

パラメータ設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パラメータ設定の内容を以下に示します。 

(ａ) portid 

 ポート番号を指定してください。このポート番号は、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルにて設定し

たポート番号を指定してください。汎用ドライバは、Ｉ／Ｏボードの「方向」が「入力」の場合は、

受信用エリアのポートをリードします。「出力」の場合は、送信用エリアのポートへライトします。 

(ｂ) offset 

 通常はデフォルトの０にしてください。 

 ０のとき、チャネル番号の若いＩ／Ｏ変数順に、portidで指定したポートの先頭からデータを参照

します。offsetを設定することで、offsetで設定したバイト数目からデータを参照できます。詳細は 

４. ２. ４項を参照してください。 

(ｃ) event_timeout 

 将来用です。 

 常にデフォルトの０にしてください。 
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４ 入出力制御 

 以下に portidに１、offsetに０、event_timeoutに０を設定した例を示します。 

 

ポート番号１ 
オフセット０ 
イベント受信しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここに変数を接続 
 

(４) Ｉ／Ｏ変数の接続 

 Ｉ／Ｏ変数を接続します。接続は「編集」－「ボードパラメータ／チャネルのセット」にて表示され

るＩ／Ｏ変数の選択画面から変数を以下のように接続します。なお、Ｉ／Ｏ変数はあらかじめ、辞書エ

ディタを用いて宣言しておいてください。この例ではＡＩ１～ＡＩ４を整数型の入力変数としてすでに

宣言しています（宣言方法は「HIT-ISaGRAFユーザガイド」（マニュアル番号 PC-3-0005）参照）。 
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４ 入出力制御 
 

 以下に変数を接続した画面を示します。 

 この設定によりＤｅｖｉｃｅＮｅｔのポートと変数ＡＩ１～変数ＡＩ４の関係は以下のようになりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）提供Ｉ／Ｏボードと接続できるＩ／Ｏ変数を以下に示します。 

 

提供Ｉ／Ｏボード名称 変数の型 変数の属性 

ｄｎｄｉ８ ブール型 入力 

ｄｎｄｏ８ ブール型 出力 

ｄｎａｉｂ１，ｄｎａｉｂ１ｕ 

ｄｎａｉｗ１，ｄｎａｉｗ１ｕ 

ｄｎａｉｌ１ 

整数型 入力 

ｄｎａｏｂ１，ｄｎａｏｗ１ 

ｄｎａｏｌ１ 

整数型 出力 

AI1 AI2 AI3 AI4

２バイト

ポート１ ポート２
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４ 入出力制御 

＜例１：スレーブ形態でのポーリング通信＞ 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションをスレーブとして、以下のようにポーリング通信をする場合

のパラメータ設定を示します。マスタからは１２８バイトのデータを送信し、スレーブから１２８バ

イトのデータを返す構成例とします。 

 

 

Port=0,  16,  0,  0,  0,  128,  128,  0,  0 

スレーブのＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイル 

DeviceNet

ポーリング通信

他マスタ
MACID=1

スレーブ ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ
MACID=2

 

 

 

 

 

 

 

 

 スレーブ側（インテリジェントＩ／Ｏステーション）のＩ／Ｏ接続エディタの設定を以下に示しま

す。“ｄｎａｏｂ１２８”、“ｄｎａｉｂ１２８”は“ｄｎａｏｂ１”、“ｄｎａｉｂ１”をベース

に１２８チャネルに設定したＩ／Ｏボードです。 

 

ポート番号２（スレーブ形態時のポーリング用のポート番号は２固定）  

１２８点ＡＩ（１バイトアクセス） １２８点ＡＯ（１バイトアクセス）
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４ 入出力制御 
 

＜例２：ピア通信＞ 

 インテリジェントＩ／Ｏステーション間で６４バイトのピア通信を行う以下の構成の、パラメータ

設定を示します。 

 

Port=5,  1,  0,  0,  3,  64,  0,  0,  0 

Port=7,  2,  0,  0,  0,  0,  64,  0,  0 

送信側のＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイル 

受信側のＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイル 

DeviceNet
ピア送信

ピア ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ
MACID=1

スレーブ ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝ
MACID=2

ピア受信

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ピア送信側のＩ／Ｏ接続エディタの設定を以下に示します。 

 

 

 ３２点ＡＯ 
（アクセスサイズ２バイト） 

 

 ポート番号５
 

 

 

 

 

 

 

 ピア受信側のＩ／Ｏ接続エディタの設定を以下に示します。 

 

 

 ３２点ＡＩ 
（アクセスサイズ２バイト） ポート番号７
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４ 入出力制御 

４. ２. ４ オフセット値 
(１) オフセットの設定 

 パラメータ“offset”を設定することで、portidで設定したポートのオフセットのバイト数目からポー

トのデータにアクセスできます。 

 例えば、下図のように“ｄｎｄｏ８”をポート番号２のオフセット１とします。 

 

 
 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔのポートとの関係は以下のようになります。 

 

１バイト（offset=1）

ポート２

ｄｎｄｏ８

 
 

 - 86 -



４ 入出力制御 
 

(２) オフセット値とデータの同時性バイト数 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルで排他制御を設定していない場合、データの同時性は２バイトです

が、オフセット値に奇数を設定したとき、データの同時性は１バイトになります。偶数（０を含む）を

設定したときのデータの同時性は２バイトです。 

 表４－１に提供Ｉ／Ｏボードと同時性のバイト数について示します。 

 

表４－１ オフセット値とデータ同時性保証バイト数（非排他設定時） 

 

提供Ｉ／Ｏボード名称 オフセット値：偶数 オフセット値：奇数 

ｄｎａｉｂ１，ｄｎａｉｂ１ｕ、

ｄｎａｏｂ１ 

１バイト １バイト 

ｄｎａｉｗ１，ｄｎａｉｗ１ｕ、 

ｄｎａｉｌ１、ｄｎｄｉ８、 

ｄｎａｏｗ１、ｄｎａｏｌ１、 

ｄｎｄｏ８ 

 

２バイト 

 

１バイト 

 

(３) オフセット値の応用 

 複数のボードに同じポート番号を設定し、オフセット値をそれぞれ設定することで、以下のような、

データフォーマットが均一でないデータに対してもアクセスすることができます。 

 

８点 DI

１バイト AI

２バイト AI

＋０

＋１

＋２

＋４

ポート 1

 
 

 - 87 -
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 Ｉ／Ｏ接続エディタは以下のようになります。 

 

オフセット２ 

オフセット１ 

オフセット０ 

１点ＡＩ（２バイト） 

１点ＡＩ（１バイト） 

８点ＤＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記のように、オフセットを用いることで、データフォーマットが均一でないデータにアクセスする

ことができます。また、４. ２. ８項で説明する「Ｉ／Ｏ装置機器」を作成することで、データ構造を

１つにまとめることもできます。 
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４ 入出力制御 
 

４. ２. ５ ＩＳａＧＲＡＦからのイベント送信 
 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの定義ファイルにて、イベント型送信を指定している場合、ＩＳａＧＲＡＦはイ

ベント送信をします。 

 

入力スキャン

アプリケーショ

ン実行

出力スキャン

ISaGRAF
ターゲット

イベント送信

イベント送信

（Ｂ）

（Ａ）

 
 

 （Ａ）にて、以下の通信種別のポートのデータを送信します。ただし、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファ

イルでイベント型送信に設定する必要があります。 

・ピア送信 

（注）出力ボードが１つも定義されていないときに限り、入力スキャン（Ｂ）でイベント送信しま

す。 
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４ 入出力制御 

４. ２. ６ Ｉ／Ｏボード設定の注意事項 
 アプリケーション起動時にワークベンチデバッガに表示される「初期化できません」のエラーの発生

要因を以下に示します（以下「エラー」とは「初期化できません」のエラーのことです）。 

(１) Ｉ／Ｏボード定義（チャネル数） 

 チャネル数の設定において、チャネル数とアクセスサイズから求められるデータサイズが 

ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルの最大データサイズを超えないように設定してください。 

 チャネル数とアクセスサイズから求められるデータサイズは以下のとおりです。 

     アクセスサイズ１：チャネル数×１ 

     アクセスサイズ２：チャネル数×２ 

     アクセスサイズ４：チャネル数×４ 

     ブール型の場合：チャネル数／８（端数切り上げ） 

 上記の値がＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルで設定した最大データサイズを超えた場合エラーとなり

ます。 

(２) Ｉ／Ｏ接続エディタ（パラメータ設定） 

(ａ) ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルに設定していないポート番号を“ｐｏｒｔｉｄ”に設定した場合

エラーとなります。 

(ｂ) 送信専用ポート番号を入力ボードの“ｐｏｒｔｉｄ”に設定、あるいは受信専用ポート番号を出力

ボードの“ｐｏｒｔｉｄ”に設定した場合エラーとなります。 

 以下に設定可能なボードと、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルで指定する 通信種別“Ｔｙｐｅ”

の組合わせを示します。 

 

       Type 

方向 
１ ２ １６ １７ 

出力ボード ○ × ○ ○ 

入力ボード × ○ ○ ○ 

○：設定可能 
×：エラー 

 

(ｃ) （１）のチャネル数とアクセスサイズから求められるデータサイズにオフセット値を加えた値が 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルで設定した最大データサイズを超えた場合エラーとなります。 

(ｄ) 複数のボードに対して、同じポート番号を設定しているとき、“ｏｆｆｓｅｔ”パラメータの誤り

により、アクセスエリアが重複する場合エラーとなります。 
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のポートに対して、 
(ｅ) 汎用ドライバでイベント型をサポートしていない通信種別“Ｔｙｐｅ”
 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルにてイベント型に設定している場合エラーとなります。以下に、

設定可能な通信種別“Ｔｙｐｅ”を示します。 

 

Type １ ２ １６ １７ 

イベント型送信 ○ △ × × 

○：設定可能 
×：エラー 
△：受信専用なので送信はない 

 

 

 

(３) その他 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルがダウンロードされていない場合エラーとなります。 
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４. ２. ７ ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ診断ＩＳａＧＲＡＦ標準命令“Ｏｐｅｒａｔｅ” 
 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔドライバの状態を取得するＩＳａＧＲＡＦ標準命令“Ｏｐｅｒａｔｅ”を提供し

ます。これにより、ＩＳａＧＲＡＦアプリケーションから、ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの診断が可能になりま

す。以下にインタフェースを示します。 

 ・Ｏｐｅｒａｔｅインタフェース 

 

 
 

ｉｏ：提供Ｉ／Ｏボード、または提供Ｉ／Ｏボードをベースに作成したＩ／Ｏボードに接続された 

 Ｉ／Ｏ変数を指定してください（入力、出力、デジタル、アナログは問いません。またＩ／Ｏ

変数によらず、結果は同じ値になります）。 

 

func arg Q 備  考 

1 1～160（ポート番号） ポート定義状態 ─ 

3 0～1 通信状態 ─ 

4 1～111 統計情報 ─ 

7 なし 排他制御の失敗回数 開始後からのカウント 

8 1～160（ポート番号） 受信通知なしのカウント回

数 

連続受信通知フラグ０のカウント
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（func＝１）ポート定義状態 

 以下に示す通信ポートの定義情報が取得できます。 

 リターン値はアプリケーション実行中に変化することはありません。 

 

ビット 2（受信活性化中フラグ）
　1：受信定義あり
　0：受信なし

ビット 1（送信活性化中フラグ）
　1：送信定義あり
　0：送信なし

ビット 0（定義情報）
　1：定義あり
　0：未定義

通信ポートの状態情報フォーマット

017 23

無効（0固定）

 
 

（func＝３）通信状態の取得 

 通信状態を取得できます。正常状態では５（Ｏｎｌｉｎｅ）がリターンされます。 

 ５以外の状態は基本的にはありません。以下に通信様態を示します。 

  ２  ：Configuring 

  ３  ：Idle 

  ４  ：Waiting_for_Start 

  ５  ：Online 

  １６：バスオフ状態 
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４ 入出力制御 

（func＝４）統計情報 

 以下に示す統計情報を取得できます。 

(ａ) イベントバッファ使用率積算取得（将来用） 

 

arg 内  容 

0 イベントキューオーバーフロー検出カウンタ 

1 イベントキューバッファカレント使用数 

2 イベントキューバッファピーク使用数 

3 イベントキューオーバーフロー検出カウンタ 

4 イベントキューバッファカレント使用数 

5 イベントキューバッファピーク使用数 

6 イベントキューオーバーフロー検出カウンタ 

7 イベントキューバッファカレント使用数 

8 イベントキューバッファピーク使用数 

9 将来用 

｜  

15 将来用 

 

(ｂ) データバッファ使用率積算取得 

 

arg 内  容 

16 送信バッファオーバーフロー検出カウンタ 

17 送信バッファカレント使用数 

18 送信バッファピーク使用数 

19 受信バッファオーバーフロー検出カウンタ 

20 受信バッファカレント使用数 

21 受信バッファピーク使用数 

22 システム受信バッファオーバーフロー検出カウン

タ 

23 システム受信バッファカレント使用数 

24 システム受信バッファピーク使用数  

25 将来用 

｜  

31 将来用 
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(ｃ) ＣＡＮ制御積算取得 

 

arg 内  容 

32 伝送路バスオフ検出カウンタ 

33 伝送路バスオフリカバーカウンタ 

34 CAN無効割込みカウンタ 

35 オーバーロード検出カウンタ 

36 REC Warning検出カウンタ 

37 TEC Warning検出カウンタ 

38 未読メール検出カウンタ 

39 CANエラーカウンタ超過検出カウン

タ 

40 将来用 

｜  

47 将来用 

 

(ｄ) 稼動情報積算取得 

 

arg 内  容 

48 送信完了カウンタ 

49 受信完了カウンタ 

50 I/Oデータ読出し成功カウンタ 

51 I/Oデータ書込み成功カウンタ 

52 コマンド要求受付カウンタ 

53 コマンド受付完了報告カウンタ 

54 コマンド応答報告カウンタ 

55 サービス要求受付カウンタ 

56 Open受付カウンタ 

57 Close受付カウンタ 

58 Explicit受付カウンタ 

59 サービス受付完了報告カウンタ 

60 サービス応答報告カウンタ 

61 システムメッセージ報告カウンタ

62 AI報告カウンタ 

63 I/Oデータ高速書込み成功カウンタ

 - 95 -



４ 入出力制御 

 - 96 -

(ｅ) ユーザエラー１積算取得 

 

arg 内  容 

64 I/Oデータ読出し失敗カウンタ 

65 I/Oデータ書込み失敗カウンタ（未使用） 

66 有効データ長エラー検出カウンタ 

67 サービス重複起動検出カウンタ 

68 Open二重起動検出カウンタ 

69 Open発行先誤り検出カウンタ 

70 Close発行先誤り検出カウンタ 

71 MACID誤り検出カウンタ 

72 サービス発行状態誤り検出カウンタ 

73 サービス受付不可検出カウンタ 

74 サービス起動不可検出カウンタ 

75 UCMM起動不可検出カウンタ 

76 フラグメント AckTO検出カウンタ（Client） 

77 フラグメント AckTO検出カウンタ（Server） 

78 フラグメント送信データ長超過検出カウンタ（Client）

79 フラグメント送信データ長超過検出カウンタ（Server）

 



４ 入出力制御 
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(ｆ) ユーザエラー２積算取得 

 

arg 内  容 

80 送信コネクションエラー検出カウンタ（Client） 

81 送信コネクションエラー検出カウンタ（Server） 

82 Explicitコネクション TO検出カウンタ（Client） 

83 Explicitコネクション TO検出カウンタ（Server） 

84 CAN送信 TO検出カウンタ 

85 Explicitフレーム廃棄検出カウンタ（CAN送信 T

O） 

86 送信フレーム廃棄カウンタ（NetStatus不整合） 

87 受信フレーム廃棄カウンタ（NetStatus不整合） 

88 ユーザサプレス発生カウンタ 

89 受信プロトコルエラーカウンタ（Client） 

90 受信プロトコルエラーカウンタ（Server） 

91 送信コネクションエラー検出カウンタ（I/O） 

92 受信コネクションエラー検出カウンタ（I/O） 

93 送信コネクションエラー検出カウンタ（UCMM） 

94 送信プロトコルエラー検出カウンタ（UCMM） 

95 I/Oコネクション TO検出カウンタ 

 



４ 入出力制御 
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(ｇ) システムエラー積算取得 

 

arg 内  容 

96 サービス重複起動検出カウンタ（TI待ち） 

97 サービス受付完了バッファビジー検出カウンタ 

98 サービス応答キュービジー検出カウンタ 

99 サービス応答報告待検出カウンタ 

100 システムメッセージキュービジー検出カウンタ 

101 システムメッセージバッファビジー検出カウンタ

102 AIキュービジー検出カウンタ 

103 AIバッファビジー検出カウンタ 

104 排他確保失敗検出カウンタ（Io_Write） 

105 排他確保失敗検出カウンタ（Io_Read） 

106 不一致フラグメント受信カウンタ（I/O） 

107 異常フラグメント受信カウンタ（I/O） 

108 データ量超過検出カウンタ（I/O） 

109 将来用 

｜  

111 将来用 

 

（func＝７）排他制御失敗回数 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルで排他制御を設定しているポートに対しては、この 

ＩＳａＧＲＡＦドライバでは排他処理を行います。そのとき、排他制御に失敗した（データをリード

／ライトできなかった）カウント値です。 

（func＝８）受信通知なしのカウント値 

 ＩＳａＧＲＡＦの各サイクルごとに受信通知フラグをチェックし、受信通知フラグがセットされて

いないとき（受信がないとき）にカウントします。受信通知フラグがセットされていると０にリセッ

トされます。相手デバイスの生存監視として使用してください。ＩＳａＧＲＡＦと 

ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの周期が同じときは、０または１を正常状態としてください。 
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４. ２. ８ Ｉ／Ｏ装置機器 
(１) Ｉ／Ｏ装置機器の定義 

 Ｉ／Ｏ装置機器を定義することで、均一でないデータフォーマットのデータにアクセスすための

フォーマットを作成することができます。Ｉ／Ｏ装置機器の定義は、「ライブラリ管理ユーティリ

ティ」の「Ｉ／Ｏ装置機器」を用います。プルダウンメニューから「ファイル」－「新規作成」を選択

し、新しい「Ｉ／Ｏ装置機器」の名称を定義してください。 

 その後、以下の画面が開きますので、各データ型ごとのＩ／Ｏボードを定義してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例】 

 図のデータフォーマットを持つ入力デバイス用の、Ｉ／Ｏ装置機器を定義する手順を示します。 

① 「ライブラリ管理ユーティリティ」「Ｉ／Ｏ装置機器」のプルダウンメニューから「ファイル」

－「新規作成」を選択します。装置機器名設定画面が現れるので、名称を設定します（ここで

は、dntestとします）。 

② ボタン(A)をクリックすると、ボード名称設定画面が現れるので、DI領域用の名称を設定します

（ここでは、di8とします）。 

③ Ｉ／Ｏボード定義用の画面（次ページの画面）が現れるので、DI8点用の I/Oボードの定義を行

います（オフセット＝0）。OKボタンをクリックすると、上記画面に戻ります。 

④ 再び、ボタン(A)をクリックし、AI領域（アクセスサイズ２）用のボード名称を設定します（こ

こでは、aiw4とします）。 

⑤ I/Oボード定義用の画面が現れるので、AI2点用の I/Oボードの定義を行います。このとき、ポー

トの先頭から２バイト目なので、オフセットを「２」に設定します。OKボタンをクリックする

と、上記画面に戻ります。 

⑥ 上記画面にて OKボタンをクリックすると、定義が終了します。 

 

（Ａ） 
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 Ｉ／Ｏボード定義画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① OEMキー 

 「８」固定です。 

② チャネル数 

 接点数を指定します。例えば、ポートの１バイトを DIとして使用する場合、「８」を指定しま

す。 

 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ定義ファイルの最大受信データサイズ、最大送信データサイズを超えないよう

に設定してください（例えば、ポートサイズが１バイトのときに、DIのチャネル数を「９」以上に設

定しないでください）。サイズが超えた場合は、ＩＳａＧＲＡＦ実行時に、「初期化できません」の

エラーが表示されます。 

③ タイプ 

 データタイプを指定します。接点ならば「ブール型」、アナログならば「整数／実数」を選択して

ください。 

 「文字列型」はサポートしないので、指定しないでください。 

④ 方向 

 受信用ポートからデータをリードするならば「入力」、送信用ポートへデータをライトするなら

ば、「出力」を指定してください。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
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⑤～⑧ OEMパラメータ 

 パラメータを５つ設定します。このパラメータの順序は、絶対に変更しないでください。変更する

と、汎用ドライバは正しく動作しません。 

 各パラメータごとに、⑨～⑫を下表のとおり設定します。 

 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ⑨名前 ⑩ﾌｫｰﾏｯﾄ ⑪ﾃﾞﾌｫﾙﾄ ⑫ｱｸｾｽ 

⑤ type 文字列 (*1) リードオンリー 

⑥ portid word 0 ユーザ定義 

⑦ offset word (*2) リードオンリー 

⑧ event_timeout long 0 ユーザ定義 

 

（*1）ボード種別、アクセスサイズにより、以下のように定義してください。 

 

種別 ｱｸｾｽｻｲｽﾞ ⑪ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

DI － なし（無効） 

DO － なし（無効） 

 1バイト B、または BU 

AI 2バイト W、またはWU 

 4バイト L 

 1バイト B 

AO 2バイト W 

 4バイト L 

BU、WUは unsigned char, unsigned shortとしてデータが扱われます。 

 

（*2）アクセスするアドレス先頭を、ポートの先頭からのオフセットで示します。オフセットが Nの

とき、ポート先頭から Nバイト目からアクセスします。 

＜オフセット Nのとき＞ 

 

ポート1 ﾊﾞｲﾄ

OUT1 :ISaGRAF出力変数（整数型）N ﾊﾞｲﾄ

ポート先頭  
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(２) Ｉ／Ｏ接続エディタでの装置機器設定 

 Ｉ／Ｏ装置機器では、その内部に含まれるすべてのボードのパラメータを設定してください。以下

に、（１）にて示した、「dntest」を使用した画面を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記のＩ／Ｏ装置機器を用いることで、以下のデータフォーマットにアクセスすることになります。 

 
07

DI1

AI1

２バイト

２バイト

　ポート先頭 DI2DI3DI4DI5DI6DI7DI8

AI2 ２バイト

ポートのデータフォーマット（DI8 点、AI2 点(アクセスサイズ２バイト））

未使用

 
 

ポート番号 
オフセット値 
将来用  
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４. ２. ９ データ変換 
 アナログデバイスなどの入出力データの中には、２の補数表現でない以下のような入力データの

フォーマットがあります。 

 

 

 

 

 

 このような場合、ＩＳａＧＲＡＦアプリケーションにてデータの変換機能を用意する必要がありま

す。変換機能を用意する手段として、以下があります。 

(ａ) ファンクションブロックの作成 

(ｂ) ファンクションの作成 

 以下に、上記アナログデータを変換する、(ｂ)ファンクションの例を示します。 

 

・ファンクションの引数の定義例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ファンクションのプログラム例（ST表現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

IF and_mask(ai,16#8000) = 0 
THEN convai := and_mask(ai,16#7ffff); 
ELSE  convai := and_mask(ai,16#7fff) * -1;
END_IF; 

tmp2 := real(ao);
IF abs(tmp2) >= real(16#7fff) 
THEN tmp := 16#7fff; 
ELSE tmp := ana(abs(tmp2)); 
END_IF;  
 
IF ao < 0 
THENconvao :=or_mask(tmp,16#8000);
ELSE  convao := tmp; 
END_IF; 

符号
ビット

入力アナログデータの絶対値

２バイト

符号
ビット

出力アナログデータの絶対値

２バイト

入力アナログデータの変換 出力アナログデータの変換 
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４. ２. 10 その他の注意事項 
 DI、DOボードの場合、１バイトごとに番号を付けます。例えば、１８ビットの DIをポートの先頭番

地から割当てると以下のようになります。 

 

１６
８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

９１５ １４ １３ １２ １１１０
１８１７未使用

未使用

先頭

１バイトごとにチャネル番号付けをする

数字はＩ／Ｏボード
のチャネル番号
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４. ３ ＩＳａＧＲＡＦからのＰＩ／Ｏアクセス 
 

４. ３. １ 概  要 
 ＩＳａＧＲＡＦからのＰＩ／Ｏへのアクセスは、主メモリにマッピングされた入出力領域（XW,  

YW）内のデータにアクセスすることにより行います。ＩＳａＧＲＡＦの変数と主メモリ上の各種デー

タは、ＩＳａＧＲＡＦのＩ／Ｏ接続定義で対応付けします。 

 

ISaGRAF入力変数

主メモリ

入力領域

ISaGRAF 出力変数ISaGRAF
変数定義

ISaGRAF
I/O接続定義 OEM ﾊﾟﾗﾒｰﾀにてアク

セス領域やアクセスす
る型を指定

出力領域

チャネル

OEM ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

チャネル

OEM ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

μプログラム

８ｍｓ周期で
メモリ←→I/O

転送

ISaGRAFプログラム
指定周期で
アクセス

入力ﾎﾞｰﾄﾞ 出力ﾎﾞｰﾄﾞ

XW Y W
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４ 入出力制御 

４. ３. ２ 定義手順 
 ＩＳａＧＲＡＦの外部入出力変数を、Ｉ／ＯボードまたはＩ／Ｏ装置機器定義を通してＰＩ／Ｏの入

出力領域と対応付けます。 

 以下に定義の流れを示します。 

 

ISaGRAFワークベンチの I/O接続ツールで、外
部入出力用の変数をチャネルに割当て、チャネ
ルに対応する OEMパラメータ値として PI/Oの
入出力領域を対応付ける → （３）参照 

（４） 

（３） 

（１） 

終 了

開 始

ISaGRAFワークベンチの I/O接続ツールで、
空きスロットに PI/O入出力用のﾎﾞｰﾄﾞを割付け
 → （２）参照 

（２） 

ISaGRAFワークベンチの辞書ツールで外部入
出力用の変数を定義 

ISaGRAFワークベンチのライブラリツール
で、I/Oまたは I/O装置機器として PI/O入出力
用のボードを定義 → （１）参照 
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４ 入出力制御 
 

(１) ＰＩ／Ｏ入出力用ボードの定義 

 ライブラリツールにより、ＰＩ／Ｏ入出力用のＩ／ＯボードまたはＩ／Ｏ装置機器を定義します。一

度作成したＩ／ＯボードまたはＩ／Ｏ装置機器は、プロジェクトのＩ／Ｏ接続定義で何度でも使用でき

ます。ここでは、Ｉ／Ｏボードの登録手順を例に説明します。 

 なお、ライブラリでの定義は全プロジェクトから取込みできますが、プロジェクト側で取込んだ後に

ライブラリの定義を変更したとしても、プロジェクト側には反映されません。ライブラリでの変更をプ

ロジェクト側に反映するためには、プロジェクト側で取込んだ定義を一旦削除し、再度取込み後、設定

しなおさなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始 
 
ISaGRAFワークベンチのライブラリ
ツールを起動 
 
「ファイル(F)」メニューの「他のラ
イブラリ(T)」のうち「I/O ﾎﾞｰﾄﾞ(I)」
を選択 
 
「ファイル(F)」メニューの「新規作
成(N)」を選択して名前とコメント欄
に入力 
 
「OEMキー」を必ず 0040（PI/O用
を示す）と設定 
 
チャネル数を 1～16のいずれかに設
定。16より大きい数の設定も可能で
すが、16までしかサポートしていな
い。32点 DIなどの 16点を超える
ボードを定義したい場合は、I/O装
置機器として複数のボードを定義す
るか、プロジェクトの I/O接続定義
時に 16点のボードを複数割付ける
ことで対応可能。 
 
 タイプ、方向をそれぞれ設定 
 
各 OEMパラメータに以下を設定 
 名前    ：p00～p15 
 フォーマット：必ず文字列 
 デフォルト ：空欄または!! 
 アクセス  ：必ず「ﾕｰｻﾞ定義」 
 

終了 

必ず 00, 01, 02と昇順に 
OEMパラメータを定義 
（抜けがあるとその分が詰 
められるのでマッピング 
関係がずれてしまうため）

文字列以外を指定すると、
ターゲット側で誤動作してし
まう可能性があるため注意の
こと 
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４ 入出力制御 

 ＰＩ／Ｏ入出力用のボードは、以下のデフォルトのＩ／ＯボードおよびＩ／Ｏ装置機器定義を用意し

ています。 

 ・PI_DI16：16チャネルのデジタル入力用Ｉ／Ｏボード 

 ・PI_DO16：16チャネルのデジタル出力用Ｉ／Ｏボード 

 ・PI_AI4：4チャネルのアナログ入力用Ｉ／Ｏボード 

 ・PI_AO4：4チャネルのアナログ出力用Ｉ／Ｏボード 

 ・PI_DI32：32チャネルのデジタル入力用Ｉ／Ｏ装置機器 

 ・PI_DO32：32チャネルのデジタル出力用Ｉ／Ｏ装置機器 

 デフォルトの定義は、ISaGRAFワークベンチのアーカイブマネージャにより取込みます。以下に、そ

の手順を示します。 

 

開始 
 
ISaGRAFワークベンチのライブラリ
ツールを起動 
 
I/Oボードの場合は「ファイル(F)」
メニューの「他のﾗｲﾌﾞﾗﾘ(t)」－「I/O
ボード(I)」を、I/O装置機器の場合は
「ファイル(F)」メニューの「他のﾗｲ
ﾌﾞﾗﾘ(t)」－「I/O 装置機器(x)」を選
択 
 
「ツール(T)」メニューの「アーカイ
ブ(A)」を選択し、アーカイブダイア
ログを表示 
 
「一覧(B)」ボタンをクリックし、下
記のディレクトリとなるようにディ
レクトリを指定 
ディレクトリ： 

    IntelliOS-Cをインストールし 
    たディレクトリ下の 

   ¥target¥src¥ISaGRAF¥ARK 
 
「アーカイブ」のリストから取込む 
 I/Oボードまたは I/O装置機器定義
を選択し、「復元(R)」ボタンをク
リック 
 

終了 
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４ 入出力制御 
 

(２) ＰＩ／Ｏ入出力用ボードの割付け 

 ISaGRAFワークベンチのＩ／Ｏ接続ツールで、空きスロットにＰＩ／Ｏ入出力用のＩ／Ｏボードまた

はＩ／Ｏ装置機器を割付けます。 

 なお、インテリジェントＩ／ＯステーションのＩ／Ｏモジュールのスロットと、ここで割当てるス

ロットとは無関係であり、必ずしも合わせる必要はありませんが、合わせたほうが管理しやすくなりま

す。 
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 開始 
 
 ISaGRAFワークベンチのプロジェクトを
 起動し、該当プロジェクトを開く 
 
「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(P)」メニューの「I/O接続(I)」
を選択し、I/O接続ツールを起動 
 
「オプション(O)」メニューの「スロッ 
 ト／チャネルのナンバリング(N)」を選択
 し、スロットとチャネルのスタート番号
 を共に０に設定 
 
 空きスロットをダブルクリック 
 
 必要に応じ、ライブラリを「ボード(B)」
 または「装置機器(E)」に選択 
 
 ライブラリツールで定義済の PI/O入出 
 力用ボードを選択  
 

終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 入出力制御 

(３) Ｉ／Ｏ接続ツールによる変数割付け 

 ISaGRAFワークベンチのＩ／Ｏ接続ツールを使用して、変数とＰＩ／Ｏ入出力領域との対応付けを行

います。以下にその流れを示します。なお、以下の定義に移る前に辞書ツールにて変数が定義されてい

ることが前提です。また、未使用のチャネルに対しては、パラメータに“!!”（２つ）を必ず指定して

ください。パラメータとして先頭２文字に“!!”が指定されたチャネルに対しては未使用であると判断

し、変数の割当て有無に関わらず実行時に無視します。パラメータを空にした（何も指定しない）チャ

ネルに対しては指定に誤りがあるとみなし、変数の割当て有無に関わらず、実行時にエラーとなりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラック 

（＊）ラックが存在するのは、I/O装置機器の場合であ
り、ボードの場合は存在しません。 

開始 
 
ISaGRAFワークベンチのプロジェクトを
起動し、該当プロジェクトを開く 
 
「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(P)」メニューの「I/O接続
(I)」を選択し、I/O接続ツールを起動 
 
「オプション(O)」メニューの「スロット
／チャネルのナンバリング(N)」を選択
し、スロットとチャネルのスタート番号
を共に０に設定 
 
設定したい PI/O入出力用ボードのスロッ
トをダブルクリック 
 
終了までの手順をラック別に繰返す 
 
ラックをクリック 
 
終了までの手順をチャネル数分繰返す 
  
OEMパラメータ（p00～p15）をダブルク
リック 
 
アクセスする PI/Oの入出力領域とアクセ
スする型を識別するための名称を入力
し、「OK」ボタンをクリック。 
 
チャネル＃をダブルクリック 
 
辞書ツールで定義した外部入出力変数を
選定し、チャネル＃に接続 
 
「OK」をクリック 
  

終了 

 OEM
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

P00とチャネ
ル０、P01と
チャネル１
のように対
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４ 入出力制御 
 

４. ３. ３ OEMパラメータの指定方法 
 OEMパラメータは、最大１５バイトまで指定可能であり、以下のように文字列で指定します。 

 
I/F種別

（２バイト）
ｱｸｾｽ型指定

（１～３バイト）

：
（１バイト） ＋＋ ＋I/F依存の相対アドレス指定

（最大８～10バイト）
＋

＠
（１バイト）

 
 

■ I/F種別（2バイト） 

PI ： PI/Oであることを示す 

■ アクセス型指定（1～3バイト） 

 
型

（1バイト）
ビット位置

（0～2バイト）
＋

 
 

PI/Oでサポートする型は以下となります。 

 

型指定 意 味 

S  符号付き２バイト整数 

U  符号なし２バイト整数 

W  16ビット列 

 

DI/DOモジュール：W（１６ビット列）を指定します。 

AI/AO, パルスカウンタモジュール：S（符号付き２バイト整数）または U（符号なし２バイト整

数）を指定します。 

 型が１６ビット列の場合、ビット位置指定（０～１５）が可能であり、ビット位置は次のように指定

します。 

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212ビット位置

位置指定方法

DI/DO ﾓｼﾞｭｰﾙの位置 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
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４ 入出力制御 

■ I/F依存の相対アドレス指定（最大 8～10バイト） 

 XW, YWなどの領域を２バイト単位の配列とみなし、配列の添え字（０から始まる１０進数）に

より領域内の相対位置を指定します。 

＜XW領域の例＞ 

 
XW[0]
XW[1]

：

：

XW[63]

：

：

 

 

 

 

 

■ OEMパラメータの指定例 

PI:XW[0]@W12 ：PIOの XW領域の配列０番目を１６ビット列として、第１２ビット目にアクセ

ス 

PI:XW[10]@U ：PIOの XW領域の配列１０番目を符号なし２バイト整数値としてアクセス 

 

４. ３. ４ Ｉ／Ｏモジュールと入出力領域のマッピング関係 
 インテリジェントＩ／Ｏステーションは、Ｉ／Ｏモジュールを実装できるスロットが８スロットあ

り、入力領域・出力領域とも、０～７ワードがスロット１に、８～１５ワードがスロット２に、という

ように、各スロット８ワードずつのマッピング領域が対応します。 

 例えば、DI３２点をスロット０に、DO３２点をスロット１に実装した場合、XW[0]と XW[1]が DI

に、YW[8]と YW[9]が DOに対応付けられます。 

 

XW[0]
：

XW[7]
XW[8]
：

XW[15]
：
：

XW[56]
：

XW[63]

入力領域（XW）

：
：

ｽﾛｯﾄ０に対応

ｽﾛｯﾄ１に対応

ｽﾛｯﾄ７に対応

YW[0]
：

YW[7]
YW[8]

：
YW[15]
：
：

YW[56]
：

YW[63]

出力領域（YW）

：
：

ｽﾛｯﾄ０に対応

ｽﾛｯﾄ１に対応

ｽﾛｯﾄ７に対応
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４ 入出力制御 
 

４. ３. ５ データフォーマットと入出力領域名称指定 
■ I.ST対応スキャナ方式絶縁 AI 

 ISaGRAFからは XW領域としてアクセスします。 

 

S S S

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S S アナログデータXW領域

ISaGRAF XW領域としてアクセス

S：サインビット

S S S

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S S アナログデータ （符号付き
  ｱｸｾｽ時）

0 0 0

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

0 S アナログデータ （符号なし
  ｱｸｾｽ時）

XW領域

XW領域
 

 

■ S10mini標準 DI/DO 

 ISaGRAFからは XW、ＹＷ領域としてアクセスします。 

 
23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

ISaGRAF XW、YW領域としてアクセス

XW領域
YW領域
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■ S10mini標準 AI/AO（モード１設定） 

 モード２設定は非サポートです。常にモード１設定として使用してください。XW、YW領域

は、ハードウェアにより以下のフォーマット（上位１ビットがサイン、下位４ビットが０）で入出

力されます。XWA、YWAという仮想的な領域を指定することで、以下のフォーマットでアクセス

できます。 

＜アナログ入力＞ 

 

XWA領域

S

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

0 0 0 0アナログデータ

S S S S S

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

アナログデータ

ISaGRAF
XWA領域を指定することで、
下記フォーマットで入力。

XW領域

（符号付き
  ｱｸｾｽ時）

XWA領域 0 0 0 0 S

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

アナログデータ （符号なし
  ｱｸｾｽ時）  

 

＜アナログ出力＞ 

 

YWA領域

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S アナログデータ

ISaGRAF
YWA領域を指定することで、
上記フォーマットで出力。

（符号付き
  ｱｸｾｽ時）

YWA領域

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

アナログデータ （符号なし
  ｱｸｾｽ時）

S

23 22 21 2027 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

0 0 0 0アナログデータYW領域

S

無  効

無  効
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４ 入出力制御 
 

■ S10mini標準パルスカウンタ 

 XW、YW領域はハードウェアにより以下のフォーマット（データと制御コード混在）で入出力

されます。XWD, XWC, YWD, YWCという仮想的な領域を指定することで、以下のフォーマット

でアクセス可能です。ISaGRAFによる変数書出しは、スロット・チャネルの若いほうから順に行わ

れるため、I/O接続定義では XWCより若い位置に対応する XWDを定義してください（これにより

制御コードより前にデータが書出されます）。 

＜パルスカウンタ読込み＞ 

 
23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S 読込みデータ

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

制御ｺｰﾄﾞ

XW領域

ISaGRAF

21 20

制御ｺｰﾄﾞ

制御コードは、０，１，２，３ ←→ ８，１，２，４ 変換

XWD, XWC領域を指定することで、
下記フォーマットで入力。

21 20

21 20
２つで
１ペア

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

S S
（符号付き
  ｱｸｾｽ時）

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

制御ｺｰﾄﾞ

制御コードは、０，１，２，３ ←→ ８，１，２，４ 変換

読込みデータ

21 20

21 20
２つで
１ペア

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0
（符号なし
  ｱｸｾｽ時）

読込みデータXWD領域

XWC領域

XWD領域

XWC領域
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４ 入出力制御 

＜パルスカウンタ書出し＞ 

 

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S 書出しデータ

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

制御ｺｰﾄﾞ

YW領域

ISaGRAF

21 20

制御ｺｰﾄﾞ

制御コードは、８，１，２，４ ←→ ０，１，２，３ 変換
８，１，２，４以外の制御コード指定時は無効

YWD, YWC領域を指定することで、
上記フォーマットで出力。

21 20

21 20
２つで
１ペア

（符号付き
  ｱｸｾｽ時）

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

S

23 2227 26 25 24211 210 29 28215 214 213 212

制御ｺｰﾄﾞ

制御コードは、８，１，２，４ ←→ ０，１，２，３ 変換
８，１，２，４以外の制御コード指定時は無効

書出しデータ

21 20

21 20
２つで
１ペア

（符号なし
  ｱｸｾｽ時）

書出しデータYWD領域

YWC領域

YWD領域

YWC領域

無 効

無  効

無 効

無  効
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４ 入出力制御 
 

４. ３. ６ ＰＩ／Ｏデータの流れとエンディアンの関係 
 ＰＩ／Ｏデータの流れとエンディアンの関係を示します。DeviceNet回線上は、リトルエンディアン

が規格となっていて、インテリジェントＩ／Ｏステーションでも DeviceNet回線上のデータはリトルエ

ンディアンとして処理します。また、この図はＰＩ／Ｏからの入力の流れを示していますが、ＰＩ／Ｏ

への出力の場合はこの逆となります。 

 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F

0 1 2 3 4 5 6 7

8 9 A B C D E F

0x
01

23

DI AI

0x01

0x23
モジュール内の
メモリイメージ

DI AI エンディアン

BIG

メモリ種別

PIOモジュール
［BIGエンディアン］

n

n+1

デュアルポートメモリ
転送

CPU（SH3E）
［BIGエンディアン］ 0 1 2 3 4 5 6 7 0x01

0x23
メモリBIG

ISaGRAFドライバ
WORD（２ﾊﾞｲﾄ）ｱｸｾｽ

n

n+1

0x0123 プログラムから
見える内容

BIG

0 1 2 3 4 5 6 7

0x23

0x01
DeviceNet用
メモリ

LITTLE
n

n+1

DeviceNetドライバによる
ネットワーク転送

他マシン

DeviceNet転送時は
ISaGRAFドライバが
BIG → LITTLE変換する

リトルエンディアンとして見える

μプログラム

8 9 A B C D E F

ISaGRAFドライバ
WORD（２ﾊﾞｲﾄ）ｱｸｾｽ

8 9 A B C D E F

インテリジェント I/Oステーション

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
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４ 入出力制御 

４. ４ システムＤＯ（ＳＹＳＤＯ） 
 

４. ４. １ 概  要 
 システムＤＯは、システム状態を外部に知らせるための接点です。システムＤＯのＯＮ／ＯＦＦは

ユーザプログラムから制御できます。 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションでは、システムＤＯはＯＳで自動的にＯＮすることはありませ

ん。ユーザプログラム（ＩＳａＧＲＡＦ）からＯＮしてください。ＯＦＦについてはシステム異常検出

時にＯＳが自動的にＯＦＦ操作をします。 

 システムＤＯのＯＮ／ＯＦＦのタイミングは使用される環境によって異なりますので、ご使用になる

システムに合ったタイミングをユーザにて決定してください。 

 システムＤＯも、ＰＩ／Ｏ同様ＩＳａＧＲＡＦプログラムからアクセスできます。以下、その手順を

示します。 
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４ 入出力制御 
 

４. ４. ２ 定義手順 
 システムＤＯもＰＩ／Ｏと同じように、以下の手順で定義します。 

① アーカイブマネージャによりシステムＤＯ用Ｉ／Ｏボードを取込みます。 

システムＤＯ用のＩ／Ｏボード定義が用意してあるため、アーカイブマネージャを使用して取込

みます。手順は、ＰＩ／Ｏを参照してください。Ｉ／Ｏボードの名称は、SO_SYSDOであり、１

チャネルのデジタル出力ボードとして定義されています。 

② 辞書ツールにより BOOL型の外部出力変数を１つ定義します。 

③ Ｉ／Ｏ接続ツールで、空きスロットにシステムＤＯ用ボードを割付けます。 

手順は、ＰＩ／Ｏを参照してください。 

④ Ｉ／Ｏ接続ツールで、②で定義した外部出力用の変数をチャネルに割当てます。 

下記に割当てた例を示します。詳細手順は、ＰＩ／Ｏを参照してください。 

 

BOOL型の外部出力変数 

システム DO用 I/Oボード

OEMパラメータは  
"SO:SYSDO@O" 固定 
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４ 入出力制御 

４. ４. ３ OEMパラメータの説明 
 ４. ４. ２項の定義手順に従い定義すれば、OEMパラメータはデフォルトで設定されるため、特に指

定する必要はありませんが、フォーマットはＰＩ／Ｏと同じく以下のようになっています。 

 
I/F種別

（２バイト）
ｱｸｾｽ型指定

（１～３バイト）
：

（１バイト） ＋＋ ＋
I/F依存の相対アドレス指定
（最大８～10バイト） ＋

＠
（１バイト）

 
 

■ I/F種別 

 SO : システム DOであることを示します。 

■ アクセス型指定 

 O ： 1バイト論理値（TRUE/FALSE）固定 

■ I/F依存の相対アドレス指定 

 SYSDO固定 

■ OEMパラメータの指定例 

 SO:SYSDO@O ： 左記固定 

 

 - 120 -



４ 入出力制御 
 

４. ５ ＩＳａＧＲＡＦターゲットの制限事項 
 

 ＩｎｔｅｌｌｉＯＳのＩＳａＧＲＡＦターゲットには以下の制限事項があります。 

(１) シリアルリンク非サポート 

 Ｅｔｈｅｒｎｅｔが標準装備されていますので、ワークベンチとターゲット間のリンクは 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔのみをサポートします。 

(２) MODBUSリンク非サポート 

 （１）のとおり、シリアルリンク非サポートのため、MODBUSリンクも非サポートです。 

 MODBUSはＭｏｄｉｃｏｎ社のプロトコルです。国際標準規格ではありません。 

(３) 保持変数非サポート 

 保持変数（ワークベンチの辞書ツールにより保持属性を与えた変数）は非サポートです。 

(４) 使用不可能な標準ファンクション 

 ＩＳａＧＲＡＦにてサポートされている標準ファンクションのうち、下表の標準ファンクションは 

ＩｎｔｅｌｌｉＯＳがファイルシステムを持たないため非サポートです。 

 

ファンクション名 戻り値 戻り値の型 

F_OPEN 0 整数型 

F_WOPEN 0 整数型 

F_CLOSE FALSE ブール型 

F_EOF FALSE ブール型 

FA_READ 0 整数型 

FA_WRITE FALSE ブール型 

FM_READ "<read error>" 文字列型 

FMWRITE FALSE ブール型 

DAY_TIME "<not inplimented>" 文字列型 
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５ 保守コマンド 
 
 



５ 保守コマンド 

 保守コマンドは、インテリジェントＩ／Ｏステーションのメモリ上に保存されている、OSのトレース情

報、エラーログ情報を表示したり、メモリイメージを PCに保存するためのコマンド群です。 

 これらのコマンドは、主にインテリジェントＩ／Ｏステーションがオフライン状態（制御をしていない状

態）で使用されることを前提にしています。このため、これらのコマンドをオンライン中に使用すると、オン

ライン制御に影響を与える恐れがあります。 

 

 
５. １ エラーログ／DHP表示 

 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションのメモリ上に存在するエラーログ、ＤＨＰエリアの内容を、ＰＣ上の

コマンドにて表示するものです。 

 
５. １. １ エラーログ情報表示コマンド 

＜名称＞ 

Ｉｔｌｅｌ ─ CPU/NPUのエラーログ情報の表示 

 

＜コマンド格納ディレクトリ＞ 

"%IntelliOS_U%¥tools" （% IntelliOS_U%： IntelliOS -Uインストールディレクトリ） 

 

＜形式＞ 

Itlel  [/n  Nodeno]  [/a  xxx.xxx.xxx.xxx]  [pu]  [FROM]  [/f  format]  [/d  path]  [+count] 

 

＜機能説明＞ 

 このコマンドは、インテリジェントＩ／Ｏステーション内のエラーログエリアからエラーログ情報

をリードし、CPU/NPUのエラーログ情報を時刻の新しい順に DOSプロンプトウィンドウに表示しま

す。オプションには以下のものがあります。 

 

/n  Nodeno： 

処理対象となるインテリジェントＩ／Ｏステーションのノード番号を指定します。 

このオプション省略時は、ノード番号０に対して処理します。 

 

/a  xxx.xxx.xxx.xxx： 

処理対象となるインテリジェントＩ／Ｏステーションの IPアドレスを指定します。 

このオプション指定時は、DOSコマンド専用環境設定ファイルは参照しません。 

このオプション省略時は、DOSコマンド専用環境設定ファイルより取得した IPアドレス

に対して処理を行います。 

（※）「付録Ｅ 保守コマンド専用環境設定ファイル」を参照してください。 
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５ 保守コマンド 
 

pu：処理対象となる pu（プロセッシングユニット）の種類を指定します。 

処理対象には以下のものがあり、このオプション省略時は、"CPU"となります。 

 CPU：処理対象を CPUのエラーログとします。 

 NPU：処理対象を NPUのエラーログとします。 

 

FROM：重故障発生時に FROMに退避したエラーログ情報を参照します。このオプション省略時は

DRAMのエラーログ情報を参照します。 

 

/f  format：エラーログ情報の表示形式を指定します。 

表示形式には以下のものがあり、このオプション省略時は、“s”となります。 

 

 s ：エラー情報を簡略化した短い形式で表示します。 

 m ：エラー情報をすべて表示します。 

 l ：エラー情報に加え DHP情報も表示します（DHP情報は最大 16ケース）。 

 

/d   path：エラーログ情報の表示結果を格納するファイルをフルパスで指定します。 

同じファイル名が存在した場合、確認メッセージを表示します。 

 

+count：countで指定された数分、エラーログ情報を表示します。 

このオプション省略時は、すべてのエラーログ情報を表示します。 

 

 /aオプション省略時、指定のノード番号に対応する IPアドレスを取得できなかった場合、IPアド

レスの問い合わせを行います。 

 

Input IP address: xxx.xxx.xxx.xxx 

 

 入力した IPアドレスに対する確認を行います。 

 

Is it IP address correct ? (y/n/q)?: 

 

yを指定すると処理を続行します。 
nを指定すると再び IPアドレスの問い合わせを行います。 
qを指定すると処理を中断し、このコマンドを終了します。 
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５ 保守コマンド 

 /dオプション指定時、指定のファイルが存在した場合、ファイルを削除してよいか確認します。 

 

Specified file is already defind(path). Update ? (y/n)?: 

 

yを指定するとそのファイルを削除し、新しいファイルを作成します。 
nを指定すると処理を中断し、このコマンドを終了します。 

 

＜表示フォーマット＞ 

 

Error logging data list      [NodeNo.=xxx]      コマンド起動時刻 

 

LogNo.=xxxxxx yyyy/mm/dd hh:mm:ss 

EC=xxxxxxxx エラーメッセージ 

拡張エラーデータ 

DHP  TIME CODE DATA1 DATA2 DATA3 DATA4 DATA5 DATA6 

  1 xx.xxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx 

  2 xx.xxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx 

： 

 16 xx.xxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx 

： 

 

NodeNo. ：ノード番号（10進数で 3桁表示） 

LogNo. ：エラーログ番号（10進数で 6桁表示） 

yyyy/mm/dd hh:mm:ss ：エラーログ時刻 

  yyyy ：年（西暦 4桁） 

  mm ：月 

  dd ：日 

  hh ：時 

  mm ：分 

  ss ：秒 

EC ：エラーコード（16進数で 8桁表示） 

DHP ：DHP情報の表示番号 

TIME ：トレース時刻 

CODE ：DHPコード（16進数で 8桁表示） 

DATA1～ DATA6 ：DHPデータ（16進数で 8桁表示） 
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５ 保守コマンド 
 

 拡張エラーデータはエラーコードにより以下のフォーマットで表示します。 

 

● 例外 

＜フォーマット＞ 

"VALID=XXXX VECNUM=XXXX PC=XXXXXXXX SR=XXXXXXXX INFO=XXXXXXXX" 

＜データ内容＞ 

VALID ：Valid（16進数で 4桁表示） 

VECNUM ：例外種別（16進数で 4桁表示） 

PC ：プログラムカウンタ（16進数で 8桁表示） 

SR ：システムステータスレジスタ（16進数で 8桁表示） 

INFO ：アクセスアドレス（16進数で 8桁表示） 

 

● レベル 15割込み 

＜フォーマット＞ 

"HERST=XXXXXXXX MHPMCLG=XXXXXXXX  BUERRSTAT=XXXXXXXX" 

"MERRADR=XXXXXXXX MERRDAT=XXXXXXXX  MECC=XXXXXXXX MSYNDR=XXXXXXXX" 

"BUERRADR=XXXXXXXX BUERRPTR=XXXXXXXX BUERRINTMST=XXXXXXXX" 

"BUERRCMD=XXXXXXXX" 

＜データ内容＞ 

HERST ：HERSTレジスタ内容 （16進数で 8桁表示） 

MHPMCLG ：MHPMCLGレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

BUERRSTAT ：BUERRSTATレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

MERRADR ：MERRADRレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

MERRDAT ：MERRDATレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

MECC ：MECCレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

MSYNDR ：MSYNDRレジスタ内容 （16進数で 8桁表示） 

BUERRADR ：BUERRADRレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

BUERRPTR ：BUERRPTRレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

BUERRINTMST ：BUERRINTMSTレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

BUERRCMD ：BUERRCMDレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 
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５ 保守コマンド 

● レベル 2割込み 

＜フォーマット＞ 

"LERST=XXXXXXXX MLPMCLG=XXXXXXXX" 

＜データ内容＞ 

LERST ：LERSTレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

MLPMCLG ：MLPMCLGレジスタ内容（16進数で 8桁表示） 

 

※ 上記以外のエラーログにおいては、拡張エラーデータを表示しません。 

 

＜注意事項＞ 

● /aオプション省略時は、あらかじめ DOSコマンド専用環境設定ファイルを編集し、ノード番号

に対応する IPアドレスを設定してください（詳細は、付録Ｅを参照のこと）。 

● このコマンドは、CPUが PRUN/STBY状態において動作できます。 

● このコマンドは、他の保守コマンドとの多重起動はできません。 

 

＜異常処理＞ 

 異常終了時には、エラーメッセージを表示してこのコマンドを終了します。 
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５ 保守コマンド 
 

＜コマンドエラーメッセージ＞ 

 以下に、Itlelコマンドにて表示するエラーメッセージの一覧を示します。 

 

表５－１ Itlelコマンドエラーメッセージ一覧 

 

No. エラーメッセージ エラー内容 原  因 

1 Usage: Itlel [/n Nodeno] [/a Address]

[CPU|NPU] [FROM] [/f {s|m|l}] [/d 

fname] 

[+count]  

エラーログ情報表示コマ

ンド Usage 

無効ｵﾌﾟｼｮﾝを指定、/f ｵﾌﾟｼｮﾝのﾊﾟﾗﾒｰ

ﾀ誤り、ﾊﾟﾗﾒｰﾀを持つｵﾌﾟｼｮﾝをｺﾏﾝﾄﾞﾗ

ｲﾝの最終に指定した場合のﾊﾟﾗﾒｰﾀな

し 

2 Itlel: Illegal Nodeno (0-127) 指定ノード番号の誤り 数値以外、範囲外の値を入力 

3 Itlel: Illegal IP addresses 指定 IPアドレスの誤り、

または取得 IPアドレスの

誤り 

数値以外、範囲外またはﾌｫｰﾏｯﾄ誤り

の値を入力 

4 Itlel: Illegal count (1-19) 指定カウント数の誤り 数値以外、範囲外の値を入力 

5 Itlel: No error log エラーログ情報なし 左記に同じ 

6 Itlel: Can not open (ファイルパス) ファイルオープン異常 ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ不正、ﾌｧｲﾙが存在しなかった

場合 

7 Itlel: Can not write (ファイルパス) ファイルライト異常 Diskに空きがない場合 

8 Itlel: Memory allocation error メモリ確保異常 PCのメモリがない場合 

9 Itlel: Windows sockets initialization 

failed 

Windowsソケットの初期

化異常 

WSAstartup関数の異常 

10 Itlel: Socket open error ソケットオープン異常 socket関数の異常 

11 Itlel: Communication error (エラー

コード) 

通信処理異常 Ethernet ｹｰﾌﾞﾙの接続不良、Ethernet ﾃﾞ

ﾊﾞｲｽの故障、IP ｱﾄﾞﾚｽ誤り、ﾎﾟｰﾄ使用

中（エラーコードは５. ３節参照） 

12 Receive data error 受信情報の異常 取得した情報のﾌｫｰﾏｯﾄに誤りがある

場合 
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５ 保守コマンド 

５. １. ２ DHP情報表示コマンド 
＜名称＞ 

Ｉｔｌｄｈｐ ─ CPU/NPUの DHP情報の表示 

 

＜コマンド格納ディレクトリ＞ 

"%IntelliOS_U%¥tools" （% IntelliOS_U %： IntelliOS_Uインストールディレクトリ） 

 

＜形式＞ 

Itldhp  [/n  Nodeno]  [/a  xxx.xxx.xxx.xxx]  [pu]  [FROM]  [/d  path]  [+count] 

 

＜機能説明＞ 

 このコマンドは、インテリジェントＩ／Ｏステーション内の DHPエリアから DHP情報をリード

し、CPU/NPUの DHP情報を時刻の新しい順に DOSプロンプトウインドウに表示します。オプショ

ンには以下のものがあります。 

 

/n  Nodeno： 

処理対象となるインテリジェントＩ／Ｏステーションのノード番号を指定します。このオ

プション省略時は、ノード番号０に対して処理します。 

 

/a  xxx.xxx.xxx.xxx： 

処理対象となるインテリジェントＩ／Ｏステーションの IPアドレスを指定します。 

このオプション指定時は、DOSコマンド専用環境設定ファイルは参照しません。 

このオプション省略時は、DOSコマンド専用環境設定ファイルより取得した IPアドレス

に対して処理します。 

（※）「付録Ｅ 保守コマンド専用環境設定ファイル」を参照してください。 

 

pu： 処理対象となる pu（プロセッシングユニット）の種類を指定します。 

処理対象には以下のものがあり、このオプション省略時は、“CPU”となります。 

"CPU" 処理対象を CPUのエラーログとします。 

"NPU" 処理対象を NPUのエラーログとします。 

 

FROM：重故障発生時に FROMに退避した DHP情報を参照します。このオプション省略時は 

 DRAMの DHP情報を参照します。 

 

+count：countで指定された数分、DHP情報を表示します。 

このオプション省略時は、DHP情報をすべて表示します。 
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５ 保守コマンド 
 

/d   path：DHP情報の表示結果を格納するファイルをフルパスで指定します。 

同じファイル名が存在した場合、確認メッセージを表示します。 

 

 /aオプション省略時、指定のノード番号に対応する IPアドレスを取得できなかった場合、IPアド

レスの問い合わせをします。 

 

Input IP address:xxx.xxx.xxx.xxx 

 

 入力した IPアドレスに対する確認を行います。 

 

Is it IP address correct ? (y/n/q)?: 

 

yを指定すると処理を続行します。 

nを指定すると再び IPアドレスの問い合わせをします。 

qを指定すると処理を中断し、このコマンドを終了します。 

 

 /dオプション指定時、指定のファイルが存在した場合、ファイルを削除してよいか確認します。 

 

Specified file is already defind(path). Update ? (y/n)?: 

 

yを指定するとそのファイルを削除し、新しいファイルを作成します。 

nを指定すると処理を中断し、このコマンドを終了します。 
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５ 保守コマンド 

＜表示フォーマット＞ 

 

Debugging helper trace list      [NodeNo.=xxx]      コマンド起動時刻 

 

DHP TIME CODE DATA1 DATA2 DATA3 DATA4 DATA5 DATA6 

 1 xx.xxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx 

 2 xx.xxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx 

・ 

・ 

 256 xx.xxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx xxxxxxxx 

 

NodeNo. ：ノード番号 （10進数で 3桁表示） 

DHP ：DHP情報の表示番号 

TIME ：トレース時刻 

CODE ：DHPコード （16進数で 8桁表示） 

DATA1～DATA6 ：DHPデータ （16進数で 8桁表示） 

 

＜注意事項＞ 

● /aオプション省略時は、あらかじめ DOSコマンド専用環境設定ファイルを編集し、ノード番号

に対応する IPアドレスを設定してください（詳細は、付録Ｊを参照のこと）。 

● このコマンドは、CPUが PRUN/STBY状態において動作できます。 

● このコマンドは、他の保守コマンドとの多重起動はできません。 

 

＜異常処理＞ 

 異常終了時には、エラーメッセージを表示してこのコマンドを終了します。 
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５ 保守コマンド 
 

＜コマンドエラーメッセージ＞ 

 以下に、Itldhpコマンドにて表示するエラーメッセージの一覧を示します。 

 

表５－２ Itldhpコマンドエラーメッセージ一覧 

 

No. エラーメッセージ エラー内容 原  因 

1 Usage: Itldhp [/n Nodeno]  

[/a Address] [CPU|NPU] [FROM]  

[/d fname] [+count] 

DHP情報表示コマンド 

Usage 

無効ｵﾌﾟｼｮﾝを指定、ﾊﾟﾗﾒｰﾀを持つｵﾌﾟ

ｼｮﾝをｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝの最終に指定した場合

のﾊﾟﾗﾒｰﾀなし 

2 Itldhp: Illegal Nodeno (0-127) 指定ノード番号の誤り 数値以外、範囲外の値を入力 

3 Itldhp: Illegal IP addresses 指定 IPアドレスの誤り、

または取得 IPアドレスの

誤り 

数値以外、範囲外またはﾌｫｰﾏｯﾄ誤り

の値を入力 

4 Itldhp: No dhp trace DHP情報なし DHP情報なし 

5 Itldhp: Illegal count (1-256) 指定カウント数の誤り 数値以外、範囲外の値を入力 

6 Itldhp: Can not open (ファイルパス) ファイルオープン異常 ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ不正、ﾌｧｲﾙが存在しなかった

場合 

7 Itldhp: Can not write (ファイルパス) ファイルライト異常 Diskに空きがない場合 

8 Itldhp: Memory allocation error メモリ確保異常 PCのメモリがない場合 

9 Itldhp: Windows sockets initialization Windows ソケットの初期

化異常 

WSAstartup関数の異常 

10 Itldhp: Socket open error ソケットオープン異常 socket関数の異常 

11 Itldhp: Communication error (エラー

コード) 

通信処理異常 Ethernet ｹｰﾌﾞﾙの接続不良、Ethernet ﾃﾞ

ﾊﾞｲｽの故障、IP ｱﾄﾞﾚｽ誤り、ﾎﾟｰﾄ使用

中（エラーコードは５. ３節参照） 

12 Receive data error 受信情報の異常 取得した情報のﾌｫｰﾏｯﾄに誤りがある

場合 
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５ 保守コマンド 

５. ２ メモリ内容のアップロード機能 
 
５. ２. １ 機能概要 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションのメモリを一括してＰＣ上のファイルとしてアップロードしま

す。 

 なお、以下の制限事項があります。 

● この機能は、CPU Stop状態（スタンバイおよびエラーなど）で処理します。CPUが動作中の場

合は、ＩｔｌＣｏｎｆｉｇコマンドで CPUを Stopしてください。 

● この機能にてアップロードしたファイルは、ダウンロードすることはできません。 

● この機能は、Ｅｔｈｅｒｎｅｔを経由してアップロードを行うため保守コマンド（Ｉｔｌｅｌ，

Ｉｔｌｄｈｐ）を同時に使用することはできません。 

 
５. ２. ２ コマンド I/F 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションのメモリ内容のアップロードを DOSプロンプトから以下に示

すコマンドにより実行します。 

＜名称＞ 

Ｉｔｌｍｌｄ ─ インテリジェントＩ／Ｏステーションメモリ内容のアップロード 

 

＜コマンド格納ディレクトリ＞ 

"%IntelliOS_U%¥tools" （% IntelliOS_U%： IntelliOS_Uインストールディレクトリ） 

 

＜形式＞ 

Itlmld  [/n  Nodeno]  [/a  xxx.xxx.xxx.xxx] 

 

＜機能説明＞ 

 このコマンドは、処理メニューを選択することによりインテリジェントＩ／Ｏステーションメモリ

内容のアップロード／ダウンロード処理をします。オプションには以下のものがあります。 

 

/n  Nodeno：処理対象となるインテリジェントＩ／Ｏステーションのノード番号を指定します。 

このオプション省略時は、ノード番号 0に対して処理を行います。 

 

/a  xxx.xxx.xxx.xxx： 

処理対象となるインテリジェントＩ／Ｏステーションの IPアドレスを指定します。 

このオプション指定時は、DOSコマンド専用環境設定ファイルは参照しません。 

このオプション省略時は、DOSコマンド専用環境設定ファイルより取得した IPアド

レスに対して処理します。 

（※）「付録Ｅ 保守コマンド専用環境設定ファイル」を参照してください。 
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５ 保守コマンド 
 

 /aオプション省略時、指定のノード番号に対応する IPアドレスを取得できなかった場合、IPアド

レスを問い合わせます。 

 

Input IP address:xxx.xxx.xxx.xxx 

 

 入力した IPアドレスに対する確認をします。 

 

Is it IP address correct ? (y/n/q)?: 

 

yを指定すると処理メニューを表示します。→(１)メニューへ 

nを指定すると再び IPアドレスを問い合わせます。 

qを指定すると処理を中断し、このコマンドを終了します。 

 

(１) メニュー 

 下記メニューにより機能を指定します。 

 

** Upload of the controller menu ** 

NodeNo=xxx 

 

This command supports these functions. 

 

1 Upload memory 

2 Compare memory 

3 End 

 

please choose from menu number (1-3)?: 

 

 メニュー番号を指定することにより、対応する画面が表示されます。 

1: アップロード → (２)参照 

2: メモリ内容とのコンペア → (３)参照 

 なお、メニュー番号３を指定するとこのコマンドを終了します。 
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５ 保守コマンド 

＜操作手順＞ 

 以下に、アップロード／ダウンロードの操作手順を示します 

① DOSプロンプトからこのコマンドを起動（メニューが表示される）します。 

② メニューからアップロードを指定（メニュー番号１を指定）します。 

③ アップロードします。 

④ メニューに戻ります。 

⑤ メニューからメモリコンペアを指定（メニュー番号２を指定）します。 

⑥ メモリコンペアします。 

⑦ メニューに戻ります。 

⑧ コマンドを終了（メニュー番号３を指定）します。 

 

(２) アップロード 

 (１)のメニューで、１を指定することによりアップロード（メモリ内容をセーブファイルに退

避）します。 

＜アップロード時＞ 

 

** Upload memory (NodeNo=xxx) ** 

 

specify a file path   :filepath ① 

Specified file is already defind(filename). Update ? (y/n/q)?:② 

is it correct ? (y/n)?: ③ 

 

start to Upload from controller memory to the disk file (y/n)?: ④ 

 

①：ファイルパスを指定します。ファイル名のみを指定した場合、カレントディレクトリ下

にセーブファイルを作成します。 

②：指定のファイルが存在した場合に対する確認メッセージです。 

yを指定時：そのファイルを消去し、新しいファイルを作成します。 

nを指定時：再度①の問い合わせをします。 

qを指定時：(１)のメニューに戻ります。 

③：上記入力値に対する確認メッセージです。 

yを指定時：④に移行します。 

nを指定時：①に戻ります。 

④：アップロードを開始するか確認します。 

yを指定時：処理を開始し、右記の操作結果が表示されます。 

nを指定時：(１)のメニューに戻ります。 
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５ 保守コマンド 
 

＜操作結果＞ 

 

*** started to Upload memory yyyy/mm/dd hh:mm:ss *** (a) 

 

 filename.拡張子 (YYYY) yyyy/mm/dd hh:mm:ss (b) 

 

*** finished to Upload memory yyyy/mm/dd hh:mm:ss *** (c) 

press [Enter] key please 

 

 操作結果を保持するために、オペレータの操作介入を待ちます。Enterキーを押すと(１)のメ

ニューに戻ります。 

 

(ａ) 開始メッセージおよび開始時刻 

(ｂ) セーブファイル名（ファイル容量（10進数））ファイル作成時刻（PCから取得した時

刻） 

(ｃ) 終了メッセージおよび終了時刻 

 

(３) メモリ内容のコンペア 

 (１)のメニューで、２を指定することによりメモリ内容のコンペア（アップロードにて作成した

セーブファイルの内容とメモリ内容を比較）をします。 

 

** Compare memory (NodeNo=xxx) ** 

 

specify a file path:filepath ① 

date=yyyy/mm/dd hh:mm:ss ② 

is it correct ? (y/n)?: ③ 

 

compare data save (y/n)?:④ 

specify a file path:savefilepath 

specified file is already defind(savefilename). Update ? (y/n/q)?: ⑤ 

start to compare the controller memory and the disk file (y/n)?: ⑥ 

 

①：セーブファイル名をフルパスで指定します（このとき、ドライブも指定のこと）。 

②：セーブファイル情報内容を表示します。 

date：セーブファイルの作成日付（PCより取得したアップロード時刻） 
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５ 保守コマンド 

③：上記入力値に対する確認メッセージです。 

yを指定時：④に移行します。 

nを指定時：セーブファイル名入力待ちに戻ります。 

④：コンペア結果をファイルに出力するか確認します。 

yを指定時：出力ファイル名をフルパスで指定後（このとき、ドライブも指定のこと）、コ

ンペア結果がファイルに出力されます。 

nを指定時：コンペア結果が表示されます。このとき、コンペア結果はファイルに出力しま

せん。 

⑤：指定のファイルが存在した場合に対する確認メッセージです。 

yを指定時：そのファイルを消去し、新しいファイルを作成します。 

nを指定時：再度出力するファイルの問い合わせをします。 

qを指定時：④の“nを指定時”に同じです。 

⑥：コンペアを開始するか確認します。 

yを指定時：コンペア処理を開始します。 

nを指定時：(１)のメニューに戻ります。 

 

＜操作結果＞ 

 

*** started to Compare memory yyyy/mm/dd hh:mm:ss *** (a) 

 

 Compare start (filename) 

 Compare end   (filename) 

 

*** finished to Compare memory yyyy/mm/dd hh:mm:ss *** (c) 

press [Enter] key please 

(b)

 

 操作結果を保持するために、オペレータの操作介入を待ちます。Enterキーを押すと(１)のメ

ニューに戻ります。 

 

(ａ) 開始メッセージおよび開始時刻 

(ｂ) コンペア結果 

(ｃ) 終了メッセージおよび終了時刻 
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５ 保守コマンド 
 

 コンペア結果は以下のようになります。コンペアエラーがない場合、(e)および(f)は出力され

ません。 

 

Compare start (filename) (d) 

   addr       memory     file (e) 

  0x00000000 0x00000001 0x00000000 

  0x00000004 0x00000002 0x00000000 

 Compare end   (filename) (d) 

(f) 

 

(ｄ) コンペア開始、終了メッセージ（セーブファイル名） 

(ｅ) コンペアデータヘッダ 

(ｆ) 以下のフォーマットでコンペア結果を表示します（16進数表示）。 

 

"0xXXXXXXXX 0xXXXXXXXX 0xXXXXXXXX" 

 

セーブファイルデータ 

メモリデータ 

相対バイトアドレス 

 

＜注意事項＞ 

● このコマンドを起動する際は、あらかじめ DOSコマンド専用環境設定ファイルを編集し、ノー

ド番号に対応する IPアドレスを設定する必要があります（詳細は、付録Ｅを参照してくださ

い）。 

● このコマンドは、CPUが Stop状態において動作できます。 

● このコマンドにて作成したセーブファイルは、ItlConfigコマンドにてダウンロードできません

（ファイルフォーマットの互換性はありません）。 

● このコマンドは、他の保守コマンドとの多重起動はできません。 

 

＜異常処理＞ 

 異常終了時には、エラーメッセージを出力してこのコマンドを終了します。 
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５ 保守コマンド 

＜コマンドエラーメッセージ＞ 

 以下に、Itlmldコマンドにて表示するエラーメッセージの一覧を示します。 

 

表５－３ Itlmldコマンドエラーメッセージ一覧 

 

No. エラーメッセージ エラー内容 原  因 

1 Usage: Itlmld [/n Nodeno]  

[/a Address] [/s] 

アップロードコマンド 

Usage 

無効ｵﾌﾟｼｮﾝを指定、ﾊﾟﾗﾒｰﾀを持つｵﾌﾟ

ｼｮﾝをｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝの最終に指定した場合

のﾊﾟﾗﾒｰﾀなし 

2 Itlmld: Illegal Nodeno (0-127) 指定ノード番号の誤り 数値以外、範囲外の値を入力 

3 Itlmld: Illegal IP addresses 指定 IPアドレスの誤り、

または取得 IPアドレスの

誤り 

数値以外、範囲外またはﾌｫｰﾏｯﾄ誤り

の値を入力 

4 Sdcmld: Undefined environment  

variable (環境変数名) 

環境変数の取得異常 環境変数が未定義の場合 

5 Can not access (ファイルパス) ファイルアクセスの異常 ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ不正、ﾌｧｲﾙが存在しなかった

場合 

6 Can not open (ファイルパス) ファイルオープン異常 ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ不正、ﾌｧｲﾙが存在しなかった

場合 

7 Can not write (ファイルパス) ファイルライト異常 Diskに空きがない場合 

8 Memory allocation error メモリ確保異常 PCのメモリがない場合 

9 Windows sockets initialization failed Windows ソケットの初期

化異常 

WSAstartup関数の異常 

10 Socket open error ソケットオープン異常 socket関数の異常 

11 Communication error (エラーコード) 通信処理異常 Ethernet ｹｰﾌﾞﾙの接続不良、Ethernet ﾃﾞ

ﾊﾞｲｽの故障、IP ｱﾄﾞﾚｽ誤り、ﾎﾟｰﾄ使用

中（エラーコードは５. ３節参照） 

12 CPU status is "RUN" CPUのステータスが RU

N中 

CPUのステータスが RUN中 

13 Receive data error 受信情報の異常 取得した情報のﾌｫｰﾏｯﾄに誤りがある

場合 
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５ 保守コマンド 
 

５. ３ 保守コマンドでの通信異常時のエラーコード一覧 
 

 Itlel, Itldhp, Itlmld にて、インテリジェント I/Oステーションとの通信異常が発生した場合、PC側に表示さ

れるエラーメッセージ中に出力されるエラーコードの一覧を以下に示します。 

 

エラーコード(10進) エラー内容 備考 

10093 Successful WSAStartup not yet performed.  

10004 Interrupted function call.  

10013 Permission denied.  

10014 Bad address.  

10022 Invalid argument.  

10035 Resource temporarily unavailable.  

10036 Operation now in progress.  

10037 Operation already in progress.  

10038 Socket operation on non-socket.  

10040 Message too long.  

10045 Operation not supported.  

10047 Address family not supported by protocol family.  

10048 Address already in use.  

10049 Cannot assign requested address.  

10050 Network is down.  

10051 Network is unreachable.  

10052 Network dropped connection on reset.  

10053 Software caused connection abort.  

10054 Connection reset by peer.  

10055 No buffer space is available.  

10056 Socket is already connected.  

10057 The socket is not connected.  

10058 Cannot send after socket shutdown.  

10060 Connection timed out.  

10061 Connection refused.  

10065 No route to host.  
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５ 保守コマンド 

５. ４ 保守コマンドの制限事項 
 

 保守コマンドは、インテリジェント I/Oステーションとの通信処理を行っていますが、Windows NTの制限

により保守コマンドを終了しても、インテリジェント I/Oステーションとの接続が切り離されず以下のエラー

になる場合があります。 

 

"コマンド名: Communication error (10048)" 

 

 保守コマンドを複数回、実行してもこの現象が発生する場合、約５分間、時間をあけコマンドを実行してく

ださい。 

 また、お持ちの OSがWindows NT serverであった場合に限り、DOSプロンプトより以下のオペレーション

を実行することによりこの現象を回避することができます。 

 

"NET CONFIG SERVER /AUTODISCONNECT:0" 

 

 この現象をなるべく回避するために、以下の点に注意してください。 

・保守コマンドを複数回、実行する際は間隔を数十秒あけて実行してください。 

・バッチファイルなどにより保守コマンドを連続して実行しないでください。 
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No. CODE 意味       param1 param2 param3 param4 param5 param6
34 b 0265 待ちキューからデータ取込み pTc      
35       0267 待ちキューへの挿入 
36  pTcb      026A タスクオブジェクトの生成
37 msgQId      026F メッセージオブジェクト送信 
38 msgQId      0270 メッセージオブジェクト削除 
39 Head      0271 Sigpauseオブジェクト q
40  tid      0273 SigKillオブジェクト
41       0277 Reserved 
42  tid      0278 Sigwaitオブジェクト
43       0279 Reserved 
44  tid      0035 スイッチアウト１
45       0048 Reserved 
46        4E20 Reserved
47        4E21 Reserved
48        4E22 Reserved
49        4E23 Reserved
50        4E24 Reserved
51        55F0 Reserved
52        55F1 dnInitCancel
53        55F2 dnInitInfo
54        55F3 devicenetServer
55        55F4 DeviceNetOpen
56        55F6 DeviceNetDrvInit
57       55F7 dnChkErr 
58        55F8 dnErrorLog
59        55F9 dnSavePortNum
60 55FA dnServRingBuffSet       
61 55FB dnSerciceIo       
62 55FC dnQuery       
63 55FD dnSearchPort       
64 55FE dnPortAddr       
65 55FF dnWaitForEvent       
66        5600 dnMemoryIO
67        5601 dnGetTableAddr
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No. CODE 意味       param1 param2 param3 param4 param5 param6
68 5602 dnGetSaveTable       
69        5603 dnTimeOut
70        5605 dnCheckAndChangeBusy
72       5606 dnTIEnt 
73        5607 dnRIEnt
74        5609 dnSetSiEvent
76 560B dnResvMsg       
77 560C dnResvMsgTask       
78 560D dnGetPortNum       
79 560E dnPortInfo       
80        560F dnSetSysInfo
81        5610 dnGetSysInfo
82        5611 dnGetPortDef
83        5612 dnGetLoutData
84        5613 dnGetFzData
85        5614 dnSetPortSet
86        5615 dnCanncelPortSet
87        5618 dnPortRecvTimeout
88        5619 dnPortSendTimeout
89        5654 DN_DrvInitEnd
90        5655 DN_Open
91        5656 DN_ErrorLog
92        5657 DN_GetMacID
93        5658 DN_GetDnStatus
94        5659 DN_CheckConf
95 565A DN_RrespCheck       
96 565B DN_ServiceIo       
97 565C DN_Init       
98 565D DN_Ready       
99 565E DN_Start       

100        565F DN_Stop
101        5660 DN_Conf
102        5661 DN_Explicit
103        5662 DN_GetSysmsg
104        5663 DN_GetState



 

付
 

- 147 - 

 
No. CODE 意味       param1 param2 param3 param4 param5 param6
105       5664 DN_PortState 
106        5665 DN_SlaveState
107        5666 DN_GetDriver
108        5667 DN_PortAddr
109  5668 DN_SetSysInfo       
110        5669 DN_Explicitas
111        566A DN_GetSlave
112        566B DN_GetPort
113        566C DN_PortInfo
114        566D DN_PortDefInfo
115        566E DN_SysDefInfo
116        566F DN_ConnectSlave
117       5670 DN_Bor 
118        5671 DN_Lout
119        5672 DN_LoutSingle
120        5673 DN_FzRead
121        5674 DN_SetPortSet
122        5675 DN_CancelPortSet
123        5676 DN_SetRecv
124        5677 DN_CancelRecv
125        5700 DeviceNet正常トレース（＊）
126        5701 DeviceNet特殊トレース（＊）
127       21000 CAKINK通信開始 識別子
128       21001 CAKINK定義データなし 識別子
129       21002 CALINKノードデータ未定義 識別子
130       21003 CALINK項レベル障害割込み検出 割込み要因
131       21004 CALINK無効割込み検出 割込み要因
132       21005 CALINK割込み処理登録失敗 要因

 

（＊）次ページ参照 
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＜ＤｅｖｉｃｅＮｅｔトレース一覧＞ （１／４） 
No. ﾄﾚｰｽ名称 ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ 種別 ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[0] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[2] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3] ｴﾗｰ報告
1 ｺﾏﾝﾄﾞ受領時、指定ｸﾗｽIDが範囲外 0x2001 0 受信ln 0 自局MacID ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ ClassID InstanceID 受data[0] 受data[1]  
2 ﾘｸｴｽﾄ受領時、指定ｸﾗｽIDが範囲外 0x2002 0 ClassID 受信CANID * 0 0  
3 ｴﾗｰﾚｽﾎﾟﾝｽ送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗 0x2003 0 受信ln 0 相手MacID 0x94 Gen_Err Add_Err  
4 ﾊﾞｽｵﾌﾘﾄﾗｲｵｰﾊﾞｰ(特殊) 0x3000 1 ﾘﾄﾗｲｶｳﾝﾀ 0 0 0  
5 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の正常終了 0x6010 0 相手MacID 発行ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 0  
6 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の異常終了（送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x6020 1 相手MacID 発行ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 1  
7 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の異常終了（ｴﾗｰﾚｽﾎﾟﾝｽ受信） 0x6021 1 相手MacID 発行ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 Gen_Err Add_Err  
8 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の異常終了（ﾚｽﾎﾟﾝｽT.O.） 0x6022 1 相手MacID 発行ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 0  
9 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の異常（ﾃﾞｰﾀ長不適） 0x6023 0 相手MacID 発行ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 0  
10 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の異常（ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ不適） 0x6024 0 相手MacID 発行ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 0  
11 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の異常終了（ｺﾈｸｼｮﾝｻｲｽﾞ不一致） 0x6025 1 相手MacID ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 ProducedConnectionSize ConsumedConnectionSize  
12 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理でﾚｽﾎﾟﾝｽ受信 0x6030 0 相手MacID ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 ﾃﾞｰﾀ部[0][1] ﾃﾞｰﾀ部[2][3]  
13 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の異常（ﾚｽﾎﾟﾝｽT.O.） 0x6040 0 相手MacID 0 ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 0  
14 ｺﾈｸｼｮﾝ確立処理の異常（ﾃﾞｰﾀ長不適またはｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ不適） 0x6041 0 相手MacID 受信ln 発行ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ ｽﾚｰﾌﾞ管理情報 ﾃﾞｰﾀ部[0][1]  
15 ｺﾏﾝﾄﾞ受付 0x8010 0 詳細ﾃﾞｰﾀ部のﾃﾞｰﾀ長 指定MacID ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ 詳細ﾃﾞｰﾀ部1 詳細ﾃﾞｰﾀ部2  
16 ｺﾏﾝﾄﾞTI報告 0x8020 0 0 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｴﾗｰﾃﾞｰﾀ 0  
17 ｺﾏﾝﾄﾞ重複起動 0x8011 0 TVﾌﾗｸﾞ RVﾌﾗｸﾞ Busyﾌﾗｸﾞ 0  
18 ｺﾏﾝﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ報告 0x8030 0 詳細ﾃﾞｰﾀ部のﾃﾞｰﾀ長 相手MacID ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ 詳細ﾃﾞｰﾀ部1 詳細ﾃﾞｰﾀ部2  
19 AI報告 0x8040 0 ｼｽﾃﾑMsgｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｴﾗｰﾃﾞｰﾀ 0  
20 AI報告ｷｭｰﾃｰﾌﾞﾙ空きなし 0x8041 0 0 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｴﾗｰﾃﾞｰﾀ 0  
21 AI報告待(AI報告ﾊﾞｯﾌｧ空きなしまたはTI未報告) 0x8042 0 ｼｽﾃﾑﾒｯｾｰｼﾞﾊﾞｯﾌｧPP/CP ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｴﾗｰﾃﾞｰﾀ Busyﾌﾗｸﾞ  
22 ｴﾗｰｽﾄｯﾌﾟ 0xf000 0 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 0 0 0  
23 送信不可（Connection状態がEstablished以外（起動元：IFO）） 0x4101 1 InstanceID state 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3] 0x7105
24 送信不可（Connection状態がEstablished以外（起動元：MO）） 0x4102 1 InstanceID state 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
25 送信不可（Connection状態がEstablished以外） 0x4103 0 InstanceID state 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
26 送信不可（InstanceTypeがI/O） 0x4104 0 InstanceID InstanceType 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
27 送信不可（送信ﾊﾞｯﾌｧの相手MACIDがｺﾈｸｼｮﾝの相手MACIDと不一致） 0x4105 0 InstanceID 相手MacID 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
28 送信不可（Server処理中でない） 0x4106 0 InstanceID 相手MacID 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
29 送信不可（送信二重起動（起動元：IFO）） 0x4107 1 InstanceID 相手MacID 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3] 0x5102
30 送信不可（送信二重起動（起動元：MO）） 0x4108 1 InstanceID 相手MacID 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
31 受信廃棄（1ﾌﾚｰﾑの有効ﾃﾞｰﾀ長が0ﾊﾞｲﾄまたは1ﾊﾞｲﾄ） 0x4201 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
32 受信廃棄（1ﾌﾚｰﾑの有効ﾃﾞｰﾀ長が0ﾊﾞｲﾄまたは1ﾊﾞｲﾄ） 0x4202 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
33 受信廃棄（Fragment有効ﾃﾞｰﾀが0ﾊﾞｲﾄのResponse受信（ServiceCodeまでﾃﾞｰﾀなし）） 0x4203 1 InstanceID 相手MacID 受信済ﾃﾞｰﾀ累積長 0 0  
34 受信廃棄（Fragment有効ﾃﾞｰﾀが0ﾊﾞｲﾄのRequest受信（ServiceCodeまでﾃﾞｰﾀなし）） 0x4204 1 InstanceID 相手MacID 受信済ﾃﾞｰﾀ累積長 0 0  
35 受信廃棄（Fragment有効ﾃﾞｰﾀが1/2ﾊﾞｲﾄのRequest受信（InstanceIDまでﾃﾞｰﾀなし）） 0x4205 1 InstanceID 相手MacID 受信済ﾃﾞｰﾀ累積長 0 0  
36 受信廃棄（Non-Fragmentで2ﾊﾞｲﾄのRequest受信（InstanceIDまでﾃﾞｰﾀなし）） 0x4206 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
37 受信廃棄（Fragment通算受信ﾃﾞｰﾀ長が71ﾊﾞｲﾄを超えた） 0x4207 1 InstanceID 受信ln 受信済ﾃﾞｰﾀ累積長 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
38 受信廃棄（Fragment通算受信ﾃﾞｰﾀ長が71ﾊﾞｲﾄを超えた） 0x4208 1 InstanceID 受信ln 受信済ﾃﾞｰﾀ累積長 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
39 受信廃棄（FragmentでClientなのにRequestを受信した） 0x4209 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
40 受信廃棄（FragmentでServerなのにResponseを受信した） 0x420A 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
41 受信廃棄（Non-FragmentでClientﾎﾟｰﾄなのにRequest受信） 0x420B 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
42 受信廃棄（Non-FragmentでServerﾎﾟｰﾄにResponse受信） 0x420C 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
43 受信廃棄（Type=先頭でFragCnt≠0のFragment受信） 0x420D 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
44 受信廃棄（Type=先頭でFragCnt≠0のFragment受信） 0x420E 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  

DHPコード 0x5700：種別 1 種別 0=正常トレース ＊：ﾊﾞｲﾄｽﾜｯﾌﾟした値を設定 param1=ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ param2=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1],[2]） 
 0x5701：種別 2  1=特殊トレース   param3=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3],[4]） 
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（２／４） 
No. ﾄﾚｰｽ名称 ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ 種別 ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[0] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[2] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3] ｴﾗｰ報告
45 受信廃棄（先頭待ち状態でType=先頭以外のFragment受信） 0x420F 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
46 受信廃棄（先頭待ち状態でType=先頭以外のFragment受信） 0x4210 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
47 受信廃棄（次Frag待ち状態でFragmentCountが異なるFragment受信） 0x4211 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
48 受信廃棄（次Frag待ち状態でFragmentCountが異なるFragment受信） 0x4212 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
49 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信（先頭受信として処理継続）） 0x4213 0 InstanceID 受信済No. 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
50 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信（先頭受信として処理継続）） 0x4214 0 InstanceID 受信済No. 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
51 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信でCount≠0のFragment受信） 0x4215 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
52 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信でCount≠0のFragment受信） 0x4216 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
53 受信廃棄（RetryでFragType=最終に変わった） 0x4217 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
54 受信廃棄（RetryでFragType=最終に変わった） 0x4218 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
55 受信廃棄（Request送信していないのにResponse受信（Fragment）） 0x4219 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
56 受信廃棄（Request送信していないのにResponse受信（Non-Fragment）） 0x421A 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
57 受信廃棄（Server受信処理中にServer受信した（Fragment）） 0x421B 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
58 受信廃棄（Server受信処理中にServer受信した（Non-Fragment）） 0x421C 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
59 受信廃棄（受信CANIDがInstanceの受信CANIDと不一致） 0x421D 0 InstanceID 相手MacID 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
60 受信廃棄（受信CANIDがInstanceの受信CANIDと不一致） 0x421E 0 InstanceID 相手MacID 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
61 受信廃棄（Connection状態がEstablished以外） 0x421F 0 InstanceID state 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
62 受信廃棄（Connection状態がEstablished以外） 0x4220 0 InstanceID state 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
63 受信廃棄（InstanceTypeがI/O） 0x4221 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
64 受信廃棄（Group2ｻｰﾊﾞExplicitﾎﾟｰﾄにﾏｽﾀ以外から受信） 0x4222 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
65 保留中受信廃棄（Fragment受信途中でNon-Fragmentを受信した（処理継続）） 0x4301 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
66 保留中受信廃棄（Fragment受信途中でNon-Fragmentを受信した（処理継続）） 0x4302 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
67 Ack受信廃棄（受信Ackのﾃﾞｰﾀ長が異常） 0x4401 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
68 Ack受信廃棄（受信Ackのﾃﾞｰﾀ長が異常） 0x4402 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
69 Ack受信廃棄（受信Ack通番が受信待ちAck通番と不一致） 0x4403 0 InstanceID 相手MacID 次受信待ちAckNo. 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
70 Ack受信廃棄（受信Ack通番が受信待ちAck通番と不一致） 0x4404 0 InstanceID 相手MacID 次受信待ちAckNo. 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
71 Ack受信廃棄（Fragment送信中でないのにAck受信した） 0x4405 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
72 Ack受信廃棄（Fragment送信中でないのにAck受信した） 0x4406 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
73 送信不可（受信AckのStatusが異常） 0x4501 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3] 0x7103
74 送信不可（受信AckのStatusが異常） 0x4502 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
75 送信不可（Fragment送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4601 0 InstanceID 相手MacID SysBufGetのrtn 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3] 0x5142
76 送信不可（Fragment送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4602 0 InstanceID 相手MacID SysBufGetのrtn 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
77 Rsp送信不可（短いReqに対するRsp送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4603 0 InstanceID 相手MacID SysBufGetのrtn 0 0  
78 Rsp送信不可（短いReqに対するRsp送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4604 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
79 Ack送信不可（Ack送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4605 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
80 Ack送信不可（Ack送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4606 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
81 Ack送信不可（Ack送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4701 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0 0x7107
82 WDTﾀｲﾑｱｳﾄ発生（Explicit） 0x4702 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
83 WDTﾀｲﾑｱｳﾄ発生（I/O） 0x4703 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
84 AckT.O発生（１回目） 0x4801 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
85 AckT.O発生（１回目） 0x4802 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
86 AckT.O発生（２回目=Ackﾘﾄﾗｲｵｰﾊﾞ） 0x4803 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0 0x7101
87 AckT.O発生（２回目=Ackﾘﾄﾗｲｵｰﾊﾞ） 0x4804 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
88 I/O送信不可（送信ﾃﾞｰﾀ取得失敗） 0x4901 0 InstanceID 0 IF IoReadのrtn ProducedConnectionID * 0  

DHPコード 0x5700：種別 1 種別 0=正常トレース ＊：ﾊﾞｲﾄｽﾜｯﾌﾟした値を設定 param1=ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ param2=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1],[2]） 
 0x5701：種別 2  1=特殊トレース   param3=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3],[4]） 
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（２／４） 
No. ﾄﾚｰｽ名称 ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ 種別 ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[0] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[2] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3] ｴﾗｰ報告
45 受信廃棄（先頭待ち状態でType=先頭以外のFragment受信） 0x420F 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
46 受信廃棄（先頭待ち状態でType=先頭以外のFragment受信） 0x4210 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
47 受信廃棄（次Frag待ち状態でFragmentCountが異なるFragment受信） 0x4211 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
48 受信廃棄（次Frag待ち状態でFragmentCountが異なるFragment受信） 0x4212 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
49 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信（先頭受信として処理継続）） 0x4213 0 InstanceID 受信済No. 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
50 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信（先頭受信として処理継続）） 0x4214 0 InstanceID 受信済No. 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
51 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信でCount≠0のFragment受信） 0x4215 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
52 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信でCount≠0のFragment受信） 0x4216 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
53 受信廃棄（RetryでFragType=最終に変わった） 0x4217 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
54 受信廃棄（RetryでFragType=最終に変わった） 0x4218 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
55 受信廃棄（Request送信していないのにResponse受信（Fragment）） 0x4219 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
56 受信廃棄（Request送信していないのにResponse受信（Non-Fragment）） 0x421A 1 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
57 受信廃棄（Server受信処理中にServer受信した（Fragment）） 0x421B 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
58 受信廃棄（Server受信処理中にServer受信した（Non-Fragment）） 0x421C 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
59 受信廃棄（受信CANIDがInstanceの受信CANIDと不一致） 0x421D 0 InstanceID 相手MacID 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
60 受信廃棄（受信CANIDがInstanceの受信CANIDと不一致） 0x421E 0 InstanceID 相手MacID 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
61 受信廃棄（Connection状態がEstablished以外） 0x421F 0 InstanceID state 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
62 受信廃棄（Connection状態がEstablished以外） 0x4220 0 InstanceID state 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
63 受信廃棄（InstanceTypeがI/O） 0x4221 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
64 受信廃棄（Group2ｻｰﾊﾞExplicitﾎﾟｰﾄにﾏｽﾀ以外から受信） 0x4222 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
65 保留中受信廃棄（Fragment受信途中でNon-Fragmentを受信した（処理継続）） 0x4301 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
66 保留中受信廃棄（Fragment受信途中でNon-Fragmentを受信した（処理継続）） 0x4302 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
67 Ack受信廃棄（受信Ackのﾃﾞｰﾀ長が異常） 0x4401 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
68 Ack受信廃棄（受信Ackのﾃﾞｰﾀ長が異常） 0x4402 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
69 Ack受信廃棄（受信Ack通番が受信待ちAck通番と不一致） 0x4403 0 InstanceID 相手MacID 次受信待ちAckNo. 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
70 Ack受信廃棄（受信Ack通番が受信待ちAck通番と不一致） 0x4404 0 InstanceID 相手MacID 次受信待ちAckNo. 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
71 Ack受信廃棄（Fragment送信中でないのにAck受信した） 0x4405 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
72 Ack受信廃棄（Fragment送信中でないのにAck受信した） 0x4406 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
73 送信不可（受信AckのStatusが異常） 0x4501 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3] 0x7103
74 送信不可（受信AckのStatusが異常） 0x4502 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
75 送信不可（Fragment送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4601 0 InstanceID 相手MacID SysBufGetのrtn 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3] 0x5142
76 送信不可（Fragment送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4602 0 InstanceID 相手MacID SysBufGetのrtn 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
77 Rsp送信不可（短いReqに対するRsp送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4603 0 InstanceID 相手MacID SysBufGetのrtn 0 0  
78 Rsp送信不可（短いReqに対するRsp送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4604 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
79 Ack送信不可（Ack送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4605 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
80 Ack送信不可（Ack送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4606 0 InstanceID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
81 Ack送信不可（Ack送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x4701 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0 0x7107
82 WDTﾀｲﾑｱｳﾄ発生（Explicit） 0x4702 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
83 WDTﾀｲﾑｱｳﾄ発生（I/O） 0x4703 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
84 AckT.O発生（１回目） 0x4801 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
85 AckT.O発生（１回目） 0x4802 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
86 AckT.O発生（２回目=Ackﾘﾄﾗｲｵｰﾊﾞ） 0x4803 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0 0x7101
87 AckT.O発生（２回目=Ackﾘﾄﾗｲｵｰﾊﾞ） 0x4804 0 InstanceID 相手MacID ProducedConnectionID * ConsumedConnectionID * 0  
88 I/O送信不可（送信ﾃﾞｰﾀ取得失敗） 0x4901 0 InstanceID 0 IF IoReadのrtn ProducedConnectionID * 0  

DHPコード 0x5700：種別 1 種別 0=正常トレース ＊：ﾊﾞｲﾄｽﾜｯﾌﾟした値を設定 param1=ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ param2=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1],[2]） 
 0x5701：種別 2  1=特殊トレース   param3=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3],[4]） 
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（３／４） 
No. ﾄﾚｰｽ名称 ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ 種別 ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[0] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[2] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3] ｴﾗｰ報告
89 I/O送信不可（TransportClassTriggerが不一致） 0x4902 0 InstanceID 0 TransportClassTrigger ProducedConnectionID * 0  
90 I/O送信不可（Connection状態がEstablished以外） 0x4903 0 InstanceID 0 state ProducedConnectionID * 0  
91 受信廃棄（TransportClassTriggerが不一致） 0x4904 0 InstanceID 0 TransportClassTrigger ConsumedConnectionID * 0  
92 受信廃棄（Connection状態がEstablished以外） 0x4905 0 InstanceID 0 受信CANID * Instance Type 0  
93 受信廃棄（受信CANIDがInstanceの受信CANIDと不一致） 0x4906 0 InstanceID 0 受信CANID * InitialCommCharacteristics 0  
94 送信不可（Instance Type不一致） 0x4907 0 InstanceID 0 state 送信CANID 0  
95 送信不可（InitialCommCharacteristics不一致） 0x4908 0 InstanceID 0 受信CANID * ConsumedConnectionID * 0  
96 ﾒﾆｭｰ表作成（I/O通信設定数ｵｰﾊﾞｴﾗｰ） 0x4A07 1 CreateCyclicMenuのrtn 0x5108 0 0  
97 ﾒﾆｭｰ表作成（I/O送信ﾎﾟｰﾄ不在） 0x4A08 0 CreateCyclicMenuのrtn 0 0 0  
98 受信廃棄（Connection状態がEstablished以外） 0x4B01 0 InstanceID 0 state 受信CANID * 0  
99 受信廃棄（受信CAN IDがInstanceの受信CAN IDと不一致） 0x4B02 0 InstanceID 0 受信CANID * ConsumedConnectionID * 0  
10 受信廃棄（次Frag待ち状態なのに先頭受信（先頭受信として処理継続）） 0x4B03 0 InstanceID 済FragCnt 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
10 受信廃棄（先頭待ち状態でType=先頭だがCountが異常なFragment受信） 0x4B04 0 InstanceID 済FragCnt 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
10 受信廃棄（Fragment通算受信ﾃﾞｰﾀ長が最大受信ﾃﾞｰﾀ長を超えた） 0x4B05 0 InstanceID 済FragCnt 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
10 受信廃棄（次Frag待ち状態でCountが異常なFragment受信） 0x4B06 0 InstanceID 済FragCnt 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
10 受信廃棄（先頭待ち状態でType=先頭以外のFragment受信） 0x4B07 0 InstanceID 済FragCnt 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
10 受信廃棄（Ack受信） 0x4B08 0 InstanceID 済FragCnt 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
10 受信廃棄（0ﾊﾞｲﾄﾃﾞｰﾀ受信） 0x4B09 0 InstanceID 0 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
10 受信廃棄（Instance Type不一致） 0x4B0A 0 InstanceID 0 受信CANID * InstanceType 0  
10 受信廃棄（InitialCommCharacteristics不一致） 0x4B0B 0 InstanceID 0 受信CANID * InitialCommCharacteristics TransportClassTrigger  
10 en送信不可（StateがConfiguring状態） 0x5001 1 相手MacID 送信ln 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 se送信不可（StateがConfiguring状態） 0x5002 1 相手MacID 送信ln 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 en送信不可（相手ﾃﾞﾊﾞｲｽに対してｺﾈｸｼｮﾝ確立済） 0x5003 0 相手MacID 送信ln 0 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3] 0x5103
11 artbeat送信不可（Heartbeat送信用ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x5004 1 SysBufGetのrtn 送信CANID * 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 pMacRsp送信不可（送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x5005 0 SysBufGetのrtn 送信CANID * 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 pMacReq送信不可（送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗（自Event再起動）） 0x5006 0 SysBufGetのrtn 送信CANID * 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 sponse送信不可（OpenResponse送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x5007 0 相手MacID 受信ln SysBufGetのrtn 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 sponse送信不可（CloseResponse送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x5008 0 相手MacID 受信ln SysBufGetのrtn 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 sponse送信不可（ｴﾗｰResponse送信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x5009 0 相手MacID 受信ln SysBufGetのrtn 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 sponse受信廃棄（StateがConfiguring状態） 0x5101 0 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
11 sponse受信廃棄（Groupと相手Device種別が不一致） 0x5102 0 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（Request受信(R/R=0)） 0x5103 1 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（受信ﾃﾞｰﾀにｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞまでのﾃﾞｰﾀがない） 0x5104 1 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（相手ﾃﾞﾊﾞｲｽに対してｺﾈｸｼｮﾝ確立済） 0x5105 0 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（ﾒｯｾｰｼﾞﾎﾞﾃﾞｨﾌｫｰﾏｯﾄ値不正） 0x5106 1 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（G3受信ﾃﾞｰﾀ長不正） 0x5107 1 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（送信側MsgID不正） 0x5108 1 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（G2受信ﾃﾞｰﾀ長不正） 0x5109 1 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（Open要求Responseのﾀｲﾐﾝｸﾞずれ） 0x510A 0 相手MacID 相手Type 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（Create失敗） 0x510B 1 相手MacID Createのrtn 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
12 sponse受信廃棄（CloseResponseのﾀｲﾐﾝｸﾞずれ） 0x510C 0 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
13 sponse受信廃棄（CloseResponseﾃﾞｰﾀ長不正） 0x510D 1 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
13 sponse受信廃棄（Heartbeatﾃﾞｰﾀ長不正） 0x510E 1 0 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
13 sponse受信廃棄（Error Response以外の不正Response受信） 0x510F 1 0 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
13 sponse受信廃棄（Shutdownﾃﾞｰﾀ長不正） 0x5110 1 0 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
13 quest受信廃棄（StateがConfiguring状態） 0x5201 0 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  

 
DHPコード 0x5700：種別 1 種別 0=正常トレース ＊：ﾊﾞｲﾄｽﾜｯﾌﾟした値を設定 param1=ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ param2=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1],[2]）
 0x5701：種別 2  1=特殊トレース   param3=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3],[4]）
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No. ﾄﾚｰｽ名称 ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ 種別 ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[0] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[2] ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3] ｴﾗｰ報告
135 Request受信廃棄（Fragment(Frag=1)またはResponse(R/R=1)） 0x5202 1 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
136 Request受信廃棄（受信ﾃﾞｰﾀにｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞまでのﾃﾞｰﾀがない） 0x5203 1 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
137 Request受信廃棄（OpenRequest受信ﾃﾞｰﾀ長不正） 0x5204 1 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
138 Request受信廃棄（CloseRequest受信ﾃﾞｰﾀ長不正） 0x5205 1 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
139 DupMAC受信廃棄（受信ﾃﾞｰﾀ長不正） 0x5206 1 0 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
140 自送信Heartbeatの受信報告不可（ｼｽﾃﾑMsg受信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x5301 0 SysBufGetのrtn 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
141 自送信DupMacRspの受信報告不可（受信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x5302 0 SysBufGetのrtn 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
142 自送信DupMacReqの受信報告不可（受信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗） 0x5303 0 SysBufGetのrtn 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
143 MACID重複発生報告（他局同士） 0x5401 0 0 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3] 0x4101
144 MACID重複発生報告（他局と自局で他局不正） 0x5402 1 0 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3] 0x4101
145 MACID重複検出発生（自局縮退） 0x5403 1 0x4201 0 自局MacID 0 0 0x4101
146 ｴﾗｰResponse送信 0x5501 0 相手MacID 受信ln ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
147 Open起動受付 0x5601 0 相手MacID 受信ln 相手dev種別 起動元種別 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
148 Close起動受付 0x5602 0 相手MacID 受信ln 相手dev種別 起動元種別 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
149 Heartbeat起動受付 0x5603 0 0 0 送data[5] 送data[6] 送data[7] 送data[8]  
150 Shutdown起動受付 0x5604 0 0 0 0 0  
151 DuplicateMACID Request起動受付（１回目） 0x5611 0 0 0 0 0  
152 DuplicateMACID Request起動受付（２回目） 0x5612 0 0 0 0 0  
153 DuplicateMACID Response起動受付 0x5613 0 0 0 0 0  
154 UCMMﾎﾟｰﾄにResponse受信 0x5701 0 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
155 UCMMﾎﾟｰﾄにRequest受信 0x5702 0 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
156 Heartbeat受信 0x5703 0 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
157 Shutdown受信 0x5704 0 相手MacID 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
158 DuplicateMACIDﾎﾟｰﾄに受信 0x5711 0 0 受信ln 受信CANID * 受data[0] 受data[1] 送data[2] 送data[3]  
159 ｻｰﾋﾞｽﾘｸｴｽﾄ受付  
160 Open受付  
161 Close受付  
162 Explicit受付

0x7010  0 詳細ﾃﾞｰﾀ部のﾃﾞｰﾀ長 指定MacID ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ 詳細ﾃﾞｰﾀ部1 詳細ﾃﾞｰﾀ部2 

 
163 前ｻｰﾋﾞｽTI報告前でのｻｰﾋﾞｽ発行 0x7011 0 詳細ﾃﾞｰﾀ部のﾃﾞｰﾀ長 指定MacID ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ 詳細ﾃﾞｰﾀ部1 詳細ﾃﾞｰﾀ部2  
164 ｻｰﾋﾞｽTI報告 0x7020 0 MACID ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｴﾗｰﾃﾞｰﾀ 0  
165 ｻｰﾋﾞｽﾘｸｴｽﾄ受付完了ﾊﾞｯﾌｧ空きなし 0x7021 0 MACID ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ｴﾗｰﾃﾞｰﾀ 0  
166 ﾚｽﾎﾟﾝｽ報告 0x7030 0 詳細ﾃﾞｰﾀ部のﾃﾞｰﾀ長 相手MacID ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ 詳細ﾃﾞｰﾀ部1 詳細ﾃﾞｰﾀ部2  
167 ﾚｽﾎﾟﾝｽ報告ｷｭｰﾃｰﾌﾞﾙ空きなし 0x7031 0 ﾊﾞｯﾌｧﾀｲﾌﾟ 有効ﾃﾞｰﾀ長 CANID * ﾃﾞｰﾀ部1 ﾃﾞｰﾀ部2  
168 ﾚｽﾎﾟﾝｽ報告待（ｻｰﾋﾞｽﾚｽﾎﾟﾝｽﾊﾞｯﾌｧ空きなしまたはTI未報告） 0x7032 0 MACID ﾚｽﾎﾟﾝｽﾊﾞｯﾌｧPP/CP ﾋﾞｼﾞｰﾌﾗｸﾞ 0  
169 ｼｽﾃﾑﾒｯｾｰｼﾞ報告 0x7040 0 ｼｽﾃﾑMsgｺｰﾄﾞ ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ CANID * ﾃﾞｰﾀ部1 ﾃﾞｰﾀ部2  
170 ｼｽﾃﾑﾒｯｾｰｼﾞ報告ｷｭｰﾃｰﾌﾞﾙ空きなし 0x7041 0 ﾊﾞｯﾌｧﾀｲﾌﾟ 有効ﾃﾞｰﾀ長 CANID * ﾃﾞｰﾀ部1 ﾃﾞｰﾀ部３  
171 ｼｽﾃﾑﾒｯｾｰｼﾞ受信用ﾊﾞｯﾌｧ空きなし 0x7042 0 CANID * ｼｽﾃﾑﾒｯｾｰｼﾞﾊﾞｯﾌｧPP/CP 0 0  
172 受信ﾊﾞｯﾌｧ取得失敗ﾄﾚｰｽ 0x9010 1 SysBufferGetのrtn 受信CANID 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
173 NetStatus不適による送信ﾊﾞｯﾌｧ廃棄ﾄﾚｰｽ 0x9020 0 NetStatus 受信CANID 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
174 NetStatus不適による受信ﾊﾞｯﾌｧ廃棄ﾄﾚｰｽ 0x9021 0 NetStatus 受信CANID 受data[0] 受data[1] 受data[2] 受data[3]  
175 ﾊﾞｽｵﾌ発生ﾄﾚｰｽ 0x9030 0 0 0 0 0  
176 ﾊﾞｽｵﾌ回復ﾄﾚｰｽ 0x9031 0 0 0 0 0  
177 CAN送信T.O.検出ﾄﾚｰｽ 0x9040 0 0 送信ln 送信CANID 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3] 0x8101
178 CAN送信T.O.によるExplicitﾒｯｾｰｼﾞ廃棄ﾄﾚｰｽ 0x9050 0 0 送信ln 送信CANID 送data[0] 送data[2] 送data[2] 送data[3] 0x8141
179 CANﾁｯﾌﾟｴﾗｰﾄﾚｰｽ 0x9060 1 LEC 0 0 0  
180 CANﾁｯﾌﾟへ送信ﾒｯｾｰｼﾞ書込み完了ﾄﾚｰｽ（I/O以外） 0x9070 0 ﾌﾚｰﾑType 送信ln 送信CANID 送data[0] 送data[1] 送data[2] 送data[3]  
181 CAN送信完了ﾄﾚｰｽ（I/O以外） 0x9080 0 0 送信ln 送信CANID 送data[0] 送data[2] 送data[2] 送data[3]  
182 CAN無効割込み 0x9090 1 割込みID 0 0 0  

 

DHPコード 0x5700：種別 1 種別 0=正常トレース ＊：ﾊﾞｲﾄｽﾜｯﾌﾟした値を設定 param1=ﾄﾚｰｽｺｰﾄﾞ param2=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[1],[2]） 
 0x5701：種別 2  1=特殊トレース   param3=（ﾄﾚｰｽﾃﾞｰﾀ[3],[4]） 



付  録 

付録Ｂ トラブルシューティングガイド 
 

 インテリジェントＩ／Ｏステーション運用中のトラブルシューティングについて説明します。 

 

Ｂ. １ ＤｅｖｉｃｅＮｅｔのトラブル 
(１) インテリジェントＩ／Ｏステーション本体にＤｅｖｉｃｅＮｅｔの赤色ＬＥＤが点灯・点滅している

場合 

＜考えられる原因＞ 

・ＤｅｖｉｃｅＮｅｔケーブルの切断、緩みなどのケーブルのトラブル 

・ＭＡＣＩＤの重複 

＜対応＞ 

・インテリジェントＩ／ＯステーションのＤｅｖｉｃｅＮｅｔコネクタがきちんと挿入されているか

確認してください。 

・インテリジェントＩ／Ｏステーションの停復電による再立上げ、またはＩｔｌＣｏｎｆｉｇからの

Ｓｔｏｐ／Ｒｕｎを行います。 

・デバイス、インテリジェントＩ／ＯステーションのＩＤが重複していないかチェックします。 

(２) デバイスの一部からのデータが更新されない場合 

＜考えられる原因＞ 

・デバイス側の接点の緩み 

・デバイスの故障 

・デバイスの転送レート不一致 

＜対応＞ 

・データが更新されないＭＡＣＩＤのデバイス接点に緩み、外れがないかチェックしてください。 

・該当デバイスが定義されているかチェックしてください（３. ３節を参照）。 

・デバイスの予備品があれば交換してください。 

・すべてのデバイスの転送レートが一致しているかチェックしてください。 

(３) ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの動作不安定 

＜考えられる原因＞ 

・終端抵抗の外れ、未接続 

＜対応＞ 

・終端抵抗が確実に接続されているかチェックしてください。 
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付  録 
 

Ｂ. ２ Ｅｔｈｅｒｎｅｔのトラブル 
(１) ＰＣとインテリジェントＩ／Ｏステーションが接続できない 

＜考えられる原因＞ 

・ＩＰアドレスの設定誤り 

・ケーブル接続誤り 

・ノード番号設定誤り 

・ケーブル抜け、緩みなどのケーブルのトラブル 

・ＨＵＢの電源断などの電源異常 

＜対応＞ 

・ＰＣのＩＰアドレスとインテリジェントＩ／Ｏステーションに設定したＩＰアドレスは同じネット

ワークアドレスかチェックしてください。 

・ＰＣから直接ＥｔｈｅｒｎｅｔでインテリジェントＩ／Ｏステーションに接続する場合、クロスの

Ｅｔｈｅｒｎｅｔケーブルが必要です。 

・ＩｔｌＣｏｎｆｉｇがうまく接続できない場合、設定しようとするインテリジェントＩ／Ｏステー

ションのノード番号と一致していることをチェックしてください。 

・ケーブルの抜け、緩みなどがないことをチェックしてください。 

・ＨＵＢ経由で接続している場合には、ＨＵＢの設定、電源をチェックしてください。 
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Ｂ. ３ ダウンロードのトラブル 
(１) ＩｎｔｅｌｌｉＯＳが立上がらない、ＩｎｔｅｌｌｉＯＳが停止した 

＜考えられる原因＞ 

・ＩｎｔｅｌｌｉＯＳの重障害検出による停止 

・ダウンロードすべきファイルが違っている。 

・ＩｔｌＣｏｎｆｉｇのメモリ更新・変更で誤ったアドレスのデータを更新した。 

・ＩｔｌＣｏｎｆｉｇでのダウンロードが途中で中断または失敗した。 

＜対応＞ 

・インテリジェントＩ／Ｏステーションの４桁ＬＥＤがＰＲＵＮからＶ＊＊＊（ＬＥＤの表示コード

は付録Ｃを参照）になった場合は、ＩｎｔｅｌｌｉＯＳ実行中に重障害を検出し停止しています。 

・ダウンロードで指定するＯＳファイル名称はＶｘＷｏｒｋｓです。これ以外のファイルをダウン

ロードしてもＩｎｔｅｌｌｉＯＳは立上がりません。 

・メモリ内容の更新は更新アドレス、内容をチェックしていませんので、誤ったアドレス、内容で更

新するとシステムが停止することがあります。 

・インテリジェントＩ／Ｏステーションの４桁ＬＥＤがＮ２０１になった場合は、ＦＲＯＭチェック

サムエラーが発生したしたことを意味します。原因としては、ＩｔｌＣｏｎｆｉｇでのダウンロー

ドが途中で中断または失敗し、ＦＲＯＭ書込み処理が失敗したことが考えられます。この場合は、

ＦＲＯＭサム値復旧手順（＊）を行った後、再ダウンロードしてください。 

（＊）ＦＲＯＭサム値復旧手順 

① 電源を切ります。 

② ＳＷ０スイッチを７に設定します。 

③ メンテナンス（ＭＮＴ）スイッチをＯＮにします。 

④ 電源を投入します。 

⑤ ４桁ＬＥＤの表示が停止（“ＩＮＩＴ”の表示）したら、復旧完了です。 

⑥ 電源を切ります。 

⑦ ＳＷ０スイッチとメンテナンス（ＭＮＴ）スイッチを元に戻します。 

⑧ 電源を投入し、再度ダウンロードを行います。 
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Ｂ. ４ ＩＳａＧＲＡＦのトラブル 
(１) グラフィックデバッガからインテリジェントＩ／Ｏステーションに接続できない 

＜考えられる要因＞ 

・グラフィックデバッガのリンク設定が誤っている。 

・Ｅｔｈｅｒｎｅｔのケーブルが外れている。 

＜対応＞ 

・プロジェクト画面のメニュー「デバッグ」－「リンク設定」を選択し、リンク設定しなおしてくだ

さい。 

・Ｅｔｈｅｒｎｅｔのコネクタを確認してください。 

(２) グラフィックデバッガから、アプリケーションをダウンロードしたとき、“遮断状態”になる 

＜考えられる要因＞ 

・ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの定義が正しく行われていない（ＤｅｖｉｃｅＮｅｔ使用時）。 

・Ｅｔｈｅｒｎｅｔのケーブルが外れている。 

＜対応＞ 

・ＤｅｖｉｃｅＮｅｔの定義を行ってください。 

・Ｅｔｈｅｒｎｅｔのコネクタを確認してください。 
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付録Ｃ エラーコード一覧 
 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

(HEX) 

LED表示
ｺｰﾄﾞ 

メッセージ 意味 対処方法

1001 表示なし    

1002 表示なし INT2 DETECTED ﾚﾍﾞﾙ 2割込み  

1003 表示なし    

1004 表示なし    

1005 表示なし    

1006 表示なし    

1007 表示なし    

1008 表示なし    

1009 表示なし    

100A 表示なし    

100B 表示なし    

100C 表示なし    

100D 表示なし    

100E 表示なし    

100F V00F INT15 DETECTED ﾚﾍﾞﾙ 15割込み ※１ 

1010 表示なし    

1011 表示なし EXCEPTION Detected 例外  

1012 V012 workQPanic : Kernel work queue overflow ｶｰﾈﾙﾜｰｸｷｭｰｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ※１ 

1013 表示なし Information:CPU is normal start mode CPUを立上げるﾓｰﾄﾞ
（通常） 

 

1014 V014 Information:CPU is not start mode CPUを立上げないﾓｰﾄﾞ 
（障害解析用） 

※２ 

1015 V015 HWDT timeout ﾊｰﾄﾞｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏﾀｲﾑ 
ｱｳﾄ 

※３ 

1016 表示なし    

1017 表示なし    

1018 表示なし    

1019 表示なし    

101A 表示なし    

101B 表示なし    

101C 表示なし    

1100 表示なし Task called pure virtual function for which
 there is no definition 

  

※１～※３については表の最後を参照してください。 
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ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

(HEX) 

LED表示ｺｰﾄﾞ メッセージ 意味 

1200 表示なし Internal buffer error  

1201 表示なし evtSockInit: setsockopt failed  

1202 表示なし evtSockDataTransfer: connection closed by peer.  

1203 表示なし evtSockDataTransfer: upload write error  

1210 表示なし Scratch pad to buffer overflow  

1220 表示なし wvOn: error Windview On エラー 

1221 表示なし wvOff: error Windview Off エラー 

    

1300 表示なし Device not being able to Reset:  

1301 表示なし Lance Memory error while initialization:  

1302 表示なし Lance Error while initialization:  

1310 表示なし lnPci: Device initialization failed  

1311 表示なし lnPci: Device initialization failed  

1320 表示なし Panic:bpPoke  

1330 表示なし Panic:out of ETH buffers  

    

1400 表示なし Panic:arpresolve: no free entry  

1410 表示なし Panic:in_control  

1420 表示なし Panic:icmp_error  

1421 表示なし Panic:icmp len  

1430 表示なし Panic:ip_init  

1440 表示なし Panic:raw_usrreq  

1450 表示なし Panic:rtfree  

1460 表示なし Panic:tcp_pulloutofband  

1470 表示なし Panic:tcp_output  

1471 表示なし Panic:tcp_output REXMT  

1480 表示なし Panic:tcp_usrreq  

1490 表示なし Panic:udp_usrreq  

14A0 表示なし Panic:mbinint -- mbuf memPartCreate failed  

14A1 表示なし Panic:mbinit -- cannot initialize mbufs  

14A2 表示なし Panic:mbinint -- cluster memPartCreate failed  

14A3 表示なし Panic:mbinit -- cannot initialize clusters  

14A4 表示なし Panic:m_clalloc -- cannot allocate clusters  

14A5 表示なし Panic:m_clalloc -- cannot allocate mbufs  

14A6 表示なし Panic:m_more  
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ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

(HEX) 

LED表示ｺｰﾄﾞ メッセージ 意味 

14A7 表示なし Panic:m_freem  

14A8 表示なし Panic:m_copy  

14B0 表示なし Panic:sofree dq  

14B1 表示なし Panic:soclose: NOFDREF  

14B2 表示なし Panic:soaccept: !NOFDREF  

14B3 表示なし Panic:receive 1  

14B4 表示なし Panic:receive 1a  

14B5 表示なし Panic:receive 2  

14B6 表示なし Panic:receive 3  

14C0 表示なし Panic:soisconnected  

14C1 表示なし Panic:sbappendrights  

14C2 表示なし Panic:sbflush  

14C3 表示なし Panic:sbflush 2  

14C4 表示なし Panic:sbdrop  

14D0 表示なし cksum: out of data  

1500 表示なし memPartAlloc: block too big  

1501 表示なし memPartRealloc invalid block  

1510 表示なし selectInit: couldn't install task delete hook!  

1520 表示なし smMemPartAlloc:block too big  

1521 表示なし smMemPartRealloc: invalid block  

1522 表示なし smMemPartFree: invalid block  

1530 表示なし Error : smFixBlkPartAlloc cannot take lock  

1540 表示なし Error : smObjEventSend cannot take lock  

1541 表示なし Error : smObjNotifyHandler cannot take lock  

1550 表示なし timerConHandler: bad timer  

1551 表示なし timerConHandler: expired  

1552 表示なし timerWdHandler: NULL timerid!  

1553 表示なし timerWdHandler: kill failed  

1560 表示なし evnCreateHook: couldn't create private  
environment! 

 

1570 表示なし excTask: error receiving msg  

1571 表示なし messages from interrupt level lost.  
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ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

(HEX) 

LED表示ｺｰﾄﾞ メッセージ 意味 

1600 表示なし Error : msgQSend cannot take lock  

1601 表示なし Error : msgQReceive cannot take lock  

1610 表示なし Error : msgQInfoGet cannot take lock  

1620 表示なし Error : semGive cannot take lock  

1621 表示なし Error : semTake cannot take lock  

1622 表示なし Error : semFlush cannot take lock  

1630 表示なし Error : semInfo cannot take lock   

    

1710 表示なし smUtilIntGen:unable to calculate mailbox  

1711 表示なし smUtilIntGen:Unknown interrupt type  

1712 表示なし smUtilIntConnect:Unknown interrupt type  

1713 表示なし smUtilIntGen:Unknown intType  

    

1800 表示なし Panic:accept  

1810 表示なし Panic:netLibInit: couldn't create job ring  

1811 表示なし Panic:netTask: netJobRing overflow!  

1812 表示なし Panic:netJobAdd: ring buffer overflow!  

1813 表示なし netLibInit: unable to add reset hook  

1820 表示なし telnetInTask: interrupt  

    

1900 表示なし Panic:rpc:clnt_broadcast: out of memory!  

1910 表示なし Panic:rpc: svc_getreq: out of memory.  

1920 表示なし Panic:rpc: universal: out of memory  

※１ ハードウェアの重障害エラーが発生しています。ＯＳを再ロードしてください。それでも回復しない

場合およびデバッグ中以外の場合は、インテリジェントＩ／Ｏステーション本体の故障が考えられます

ので、インディケータの内容を書き留め、ＣＰＵ／ＮＰＵ両方のエラーログ情報を保守コマンド 

  （Itlel）にてファイルに保存し、電源を遮断してください。保守コマンドの詳細は５. １節を参照して

ください。 

＜エラーログ情報をファイルに保存する方法＞ 

（例） 

ノード No. ：０ 

IPアドレス ：１５８．２１２．１０４．１６５ 

PUタイプ ：ＣＰＵ 

エラーログ情報表示形式 ：エラー情報＋ＤＨＰ 
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エラーログ情報表示結果格納パス…c:¥temp¥cpulog1.txt 

ＭＳ－ＤＯＳプロンプトにて下記コマンドを実行します。 

・保守コマンドの実行 

c:¥>Itlel /n 0 /a 158.212.104.165 CPU /f l /d c:¥temp¥cpulog1.txt 

・保存したファイルをＦ／Ｄに保存 

c:¥>copy c:¥temp¥cpulog1.txt a: 

※２ 日立保守員専用の障害解析モードです。ユーザは使用しないでください。CPUのメンテナンススイッ

チ、ロータリースイッチを再確認してください。スイッチ切替後 CPUを停復電してください。 

※３ ハードウォッチドッグタイムアウトは、インテリジェントＩ／Ｏステーションでは発生しません。 
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付録Ｄ ＤｅｖｉｃｅＮｅｔエラーログ一覧 
 

(１) 下記のエラーコード詳細データ一覧に示すエラーが発生 

 

エラーコード 0xd000 

エラーメッセージ DeviceNet Driver fatal error (0x%1, 0x%2) 

記録データ なし 

意味 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔドライバの障害を検出しました。

ＤｅｖｉｃｅＮｅｔドライバは閉塞します。 

%1：エラーコード 

%2：エラー詳細 

 

表Ｄ－１ エラーコード詳細データ一覧 

 

No. ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 詳細ﾃﾞｰﾀ 名称 原因 通信への影響 ﾕｰｻﾞの対応 

１ 0x9481 － CAN ﾚｼﾞｽﾀ R/W ｴﾗｰ CAN ﾁｯﾌﾟ異常 全通信不可 再起動 

２ 0x9482 － ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｯﾄｷｭｰ作成ｴﾗｰ IntelliOS 全通信不可 再起動 

３ 0x9484 － ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｯﾄ内部ﾊﾞｯﾌｧ

初期化ｴﾗｰ 

IntelliOS 全通信不可 再起動 

４ 0x9488 － CAN割込み結合ｴﾗｰ CAN ﾁｯﾌﾟ 全通信不可 再起動 

５ 0x4281 MACID MACID重複 

（NXSDCと他のﾃﾞ

ﾊﾞｲｽのMACIDが重

複している） 

MACID設定誤り 全通信不可 （＊１） 

６ 

 

0x7381 

 

－ 伝送路ﾊﾞｽｵﾌ 

 

ﾊｰﾄﾞ異常 全通信不可 

 

システム管理者に

連絡してください

 

 No.１～No.５のエラーが発生した場合閉塞し、通信は不可能になります。なお、No.６のエラーが発

生することは基本的にありません。 

（*1）自インテリジェント I/OステーションのMACIDが誤設定の場合、自インテリジェント I/Oス

テーションのMACIDを再設定してください。 

他デバイスのMACIDが誤設定の場合、他デバイスのMACIDを再設定して電源投入した後、

自インテリジェント I/Oステーションをリセットし、再初期化してください。 
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(２) 下記のエラーコード詳細データ一覧に示すエラーが発生 

 

エラーコード 0xd001 

エラーメッセージ DeviceNet Driver error (0x%1, 0x%2) 

記録データ なし 

意味 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔドライバの軽障害を検出しまし

た。 

%1：エラーコード 

%2：エラー詳細 

 

表Ｄ－２ エラーコード詳細データ一覧 

 

一覧 No. ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 詳細ﾃﾞｰﾀ 名称 原因 通信への影響 ﾕｰｻﾞの対応 

１ 0x4181 重複 

MACID

MACID重複 MACID設定誤り 該当ﾃﾞﾊﾞｲｽ通

信不可 

該当ﾃﾞﾊﾞｲｽの 

MACIDを変更し

再立上げ 

２ 0x5188 － ﾕｰｻﾞ指定Ｉ／Ｏ通信

数誤り 

Ｉ／Ｏ通信定義誤

り 

Ｉ／Ｏ通信

（送信）不可 

Ｉ／Ｏ通信の定義

を修正し再試行 

３ 0x7187 宛先 

MACID

Explicit通信ｺﾈｸｼｮﾝﾀ

ｲﾑｱｳﾄ発生（Client）

伝送路，相手ﾃﾞﾊﾞ

ｲｽ異常 

全通信が一時

不可 

伝送路，相手ﾃﾞﾊﾞ

ｲｽの状態確認 

４ 0x8181 CANID CAN ﾀｲﾑｱｳﾄ発生 伝送負荷大･CAN

異常 

該当通信不可 伝送負荷見直し 

５ 0x9189 － 受信ﾒｯｾｰｼﾞ取漏れ CPU負荷大 受信不可 CPU負荷見直し 

 

(３) ＤｅｖｉｃｅＮｅｔドライバの応答タイムアウト発生 

 

エラーコード 0xd002 

エラーメッセージ DeviceNet Driver fatal timeout (%1, 0x%2, %3) 

記録データ なし 

意味 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔドライバのレスポンスタイムアウ

トを検出しました。ＤｅｖｉｃｅＮｅｔドライバは閉

塞します。 

%1：サービス要求先MACID 

%2：要求サービスコード 

%3：タイムアウト監視時間 
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(４) 他デバイスのレスポンスタイムアウトを検出 

 

エラーコード 0xd003 

エラーメッセージ DeviceNet Driver Response timeout (%1, 0x%2, %3) 

記録データ なし 

意味 他デバイスのレスポンスタイムアウトを検出しました。 

%1：サービス要求先MACID 

%2：要求サービスコード 

%3：タイムアウト監視時間 

 

(５) 他のデバイスとのやりとりで、通信の不整合が発生 

 

エラーコード 0xd004 

エラーメッセージ DeviceNet Driver Invalid interrupt (%1, %2) 

記録データ なし 

意味 無効通知を受信しました。 

%1：MACID 

%2：通知種別  0:RI 1:SI 2:TI 

 

(６) ドライバ内部エラー発生 

 

エラーコード 0xd005 

エラーメッセージ DeviceNet Driver Internal error (%1, %2, %3) 

記録データ なし 

意味 ＤｅｖｉｃｅＮｅｔドライバ内でエラーが発生しまし

た。 

%1：ドライバモジュール名 

%2：エラー発生モジュール名 

%3：エラー値 
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(７) 内部でのライブラリエラー発生 

 

エラーコード 0xd006 

エラーメッセージ DeviceNet Driver Library error (%1, %2, %3) 

記録データ なし 

意味 ライブラリでエラーが発生しました。 

%1：モジュール名 

%2：エラー発生モジュール名 

%3：エラー値 

 

エラーコード 0xd007 

エラーメッセージ DeviceNet Driver %1 return (%2) 

記録データ DN_SlaveStateの内容(*1) 

意味 ライブラリがエラー終了しました。 

%1：ライブラリ名 

%2：リターン値 
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付録Ｅ 保守コマンド専用環境設定ファイル 
 

 このファイルは、DOSプロンプトより起動するコマンド（Itlel, Itldhp, Itlmld）が参照する動作環境を設定す

るものです。DOSコマンドを起動する前に、メモ帳などのテキストエディタからこのファイルを開き、各シ

ステムの情報を設定してください。 

＜ファイル名＞ 

 %IntelliOS_U%¥tools¥ItlOSenv.txt 

 

＜設定情報＞ 

 各コントローラのノード番号に対応する IPアドレスを設定します。 

 

＜記入例＞ 

(１) メモ帳にて開きます。 

"notepad  %IntelliOS_U%¥tools¥ItlOSenv.txt" 

 

(２) 使用するインテリジェントＩ／Ｏステーションのノード番号に対応する IPアドレスを設定します。 

 

0:158.212.102.111
1:
2:

：
 

※ アンダーライン部のように IPアドレスを入力します。 

 

(３) 該当するノード番号の情報を無効にしたい場合、（２）にて設定した IPアドレスを削除します。 

 または、該当行の先頭に“#”を入力することにより、その行をコメント扱いとします。 

 

0:
#1:158.212.102.112
2:

：

← IPアドレスを削除
← コメント行とする

 
 

 - 165 -



付  録 

付録Ｆ ＩｔｌＣｏｎｆｉｇ専用環境設定ファイル 
 

 このファイルは、 ItlConfig.exeコマンドが参照する動作環境を設定するものです。ItlConfig.exeの「Save  

Settings」ボタンをクリックすることで自動的に設定内容は保存されます。メモ帳などのテキストエディタによ

り情報を設定することもできます。 

＜ファイル名＞ 

 %IntelliOS_U%¥tools¥IntelliOSConf.txt 

 

＜設定情報＞ 

 各インテリジェントＩ／Ｏステーションのノード番号に対応する IPアドレス、ISaGRAF環境およびダウ

ンロードファイルパスを設定します。 

 
VxWorksCommon: ← 全ﾉｰﾄﾞ共通の IntelliOSの CPUOS用 VxWorks ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ 
ISaPathCommon: ← 全ﾉｰﾄﾞ共通の ISaGRAFのｲﾝｽﾄｰﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 
 
X:IPAddr: ← ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝの IP ｱﾄﾞﾚｽ 
X:VxWorks: ← ﾉｰﾄﾞ単位の IntelliOSの CPUOS用 VxWorks ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ 
X:ISaPath: ← ﾉｰﾄﾞ単位の ISaGRAFのｲﾝｽﾄｰﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 
X:ISaProj: ← ISaGRAF ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名 
X:DNetPath: ← DeviceNet定義情報のﾌｧｲﾙﾊﾟｽ 

X：ﾀｰｹﾞｯﾄとなるｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ I/O ｽﾃｰｼｮﾝのﾉｰﾄﾞ番号（X=0～127） 

 

 なお、VxWorksCommon, ISaPathCommonは、全ノード共通の値を設定するもので、ノード単位の設定が

不要となります。ただし、X:VxWorks, X:ISaPathを設定してある場合は、ノード単位の設定を優先します。 

 

＜記入例＞ 

 以下に、ノード番号＝０のインテリジェント I/Oステーションに対する IPアドレスの設定方法を示しま

す。 

(１) メモ帳にて開きます。 

"notepad  %IntelliOS_U%¥tools¥IntelliOSConf.txt" 

(２) 使用するインテリジェント I/Oステーションのノード番号に対応する IPアドレスを設定します。 

 
0:IPAddr:158.212.102.111 
0:VxWorks: 
0:ISaPath: 
0:ISaProj: 
0:DNetPath: 
 
1:IPAddr: 

： 

※ アンダーライン部のように IPアドレスを入力します。 
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(３) 該当するノード番号の IPアドレス情報を無効にしたい場合、（２）にて設定した IPアドレスを削除

します。または、該当行の先頭に“#”を入力することにより、その行をコメントとします。 

 
0:IPAddr: ← IP ｱﾄﾞﾚｽを削除 

： 
#1:IPAddr:158.212.102.112 ← ｺﾒﾝﾄ行とする 

： 

 

＜初期フォーマット＞ 

 
# 
# IntelliOS Environment Variables 
# 
#  
# NodeNo:IPAddr:IP Address 
# NodeNo:VxWorks:IntelliOS CPUOS Coff File Path 
# NodeNo:ISaPath:ISaGRAF Install Directory 
# NodeNo:ISaProj:ISaGRAF Project Name 
# NodeNo:DnetPath:DeviceNet Coff File Path 
# 
 
VxWorksCommon: 
ISaPathCommon: 
 
0:IPAddr: 
0:VxWorks: 
0:ISaPath: 
0:ISaProj: 
0:DNetPath: 

： 
： 

127:IPAddr: 
127:VxWorks: 
127:ISaPath: 
127:ISaProj: 
127:DNetPath: 

 

＜注意＞ 

 このファイルは、ダウンローダ（ItlConfig.exe）にて書換えられます。元のデータを保存しておきたい場

合、ダウンローダ起動前にエクスプローラなどでファイルをコピーしておいてください。 

 また、値を元に戻したい場合は、ダウンローダ終了後に前述にてコピーしておいたファイルにて上書きして

ください。 
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付録Ｇ メモリマップ 
 

NPU用 OS領域

NPU用 OSデータ領域

0xa43 f f f f f

0x082f f f f f
0x08200000

0xa4000000 NPU用 HKP
CPU用 HKP

プロセッサ間共通領域（読出し可）

ログ・トレース領域

プロセッサ間共通領域（読書き可）

0xa4012000
0xa4011f f f

56Kバイト

NPU用 bss+スタック領域

CPU用 OS+アプリケーション
プログラム領域

CPU用 OS+アプリケーション
データ領域

CPU用 bss+スタック領域

112Kバイト
0xa43e4000
0x083e3fff

64K（プログラム）+8K（データ）
0x00000000
0x00200000

FROM空間（2Mバイト）

FLバス空間（16Mバイト）
0x03000000

0x04000000

未定義空間

DRAM空間（16Mバイト）

0x05000000

0x06000000

DRAMシャドウ空間
（16Mバイト：使用禁止）

0x06100000

0x06800000

0x08000000

PCI I/O空間（7Mバイト）

PCI メモリ空間（24Mバイト）

DRAM空間（16Mバイト）

DRAMシャドウ空間
（16Mバイト：使用禁止）

DRAMシャドウ空間
（16Mバイト：使用禁止）

DRAMシャドウ空間
（16Mバイト：使用禁止）

0x09000000

0x0a000000

0x0b000000

FLバス空間（16Mバイト）

0x0c000000

0x0f000000

0x0f f f f f f f

未定義空間

レジスタ空間（1Mバイト）

0x08020000
0xa401f e 00

［4MBまで使用］

［4MBまで使用］

 

 ２つの DRAM空間は、16バイト連続で転送するかどうかの違いを除くと同じメモリ空間です。 
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 ログ・トレース領域の詳細マップを以下に示します。 

 
ログ・トレース領域

0xA4012000
ﾛｸﾞｴﾘｱ

ﾛｸﾞｴﾘｱ
ﾛｸﾞｴﾘｱ

ﾛｸﾞｴﾘｱ

ﾛｸﾞｴﾘｱ書込

+0x00
+0x04
+0x08
+0x0C
+0x10
+0x14
+0x18

+0x300

ﾌﾗｸﾞ

ｻｲｽﾞ
先頭ｱﾄﾞﾚｽ

最終ｱﾄﾞﾚｽ

みｱﾄﾞﾚｽ

ﾛｸﾞ番号

DHP ｴﾘｱ先

DHP ｴﾘｱ最
DHP ｴﾘｱ書

+0x1C
+0x20
+0x24

頭ｱﾄﾞﾚｽ

終ｱﾄﾞﾚｽ

込みｱﾄﾞﾚｽ

DHP

+0x28
空き

+0x100

+0x108
+0x10C

+0x104
LED

LED表示ｴﾗ
LED

IntelliOS-C
空き

+0x120

管理ﾌﾗｸﾞ

表示ﾌﾗｸﾞ

ｰｺｰﾄﾞ

表示ｺｰﾄﾞ

 VR番号

reserve
reserv+0x110 e

 
 

LED表示ﾌﾗｸﾞ： = 1: LEDにエラーコードを表示します 

 = 0: LEDにエラーコードを表示しません（デフォルト値） 

LED表示ｴﾗｰｺｰﾄﾞ： LEDに表示するコードに対応するエラーコードを格納 

 （エラーログエリアに格納するエラーコードと同じ） 

LED表示ｺｰﾄﾞ： LEDに表示するコードをアスキーデータで格納 

IntelliOS-C VR番号 :sdcosc_ver： ０２ ＊＊ ＊＊ ＊＊ 

(1) (2) (3) (4) 

(1) ０２固定（OS種別、02：IntelliOS） (2) VR番号上２桁 

(3) VR番号下２桁 (4) SI番号 
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付録Ｈ ハードレジスタ詳細 
 

 障害検出時にＩｎｔｅｌｌｉＯＳがエラーログの拡張エラーに記録するハードレジスタの詳細を示します。 

(１) LERST 

(２) MLPMCLG 

(３) HERST 

(４) MHPMCLG 

(５) BUERRSTAT 

(６) BUERRADR 

(７) BUERRPTR 

(８) BUERRINTMST 

(９) BUERRCMD 

(10) MERRADR 

(11) MERRDAT 

(12) MECC 

(13) MSYNDR 

(14) MSW 

(１) LERST (Lower ERror interrupt STatus register) 

 

31

予約

0134567

予約

2

予約

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～7 reserve 予約 

6 N2P_LER NPUから CPUへの軽障害割込み要求（N2PLERRQレジスタに 0x1をライト）
が発生するとこのビットが 1に設定されます。

5 P2N_LER CPUから NPUへの軽障害割込み要求（P2NLERRQレジスタに 0x1をライト）
が発生するとこのビットが 1に設定されます。

4 reserve 予約 

3 BU_LER PCIバス系で軽障害割込みが発生するとこのビットが 1に設定されます。 

2 reserve 予約 

1 SU_LER システム系で軽障害割込みが発生するとこのビットが 1に設定されます。 

0 MU_LER メモリ系で軽障害割込みが発生するとこのビットが 1に設定されます。 
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(２) MLPMCLG  

予約

31 3456789101112131415161718192021 012

  

ビット 名称 内容説明 

31～21 reserve 予約 

20 BU ERROR メモリ関連の軽障害発生時のアクセス元が PCIバス配下の、０：I/Oでなかっ
た、１：I/Oだった。

19 MU ERROR 機能拡張用。 

18 NU ERROR メモリ関連の軽障害発生時のアクセス元が、０：NPUでなかった、１：NPU
だった。 

17 PU ERROR メモリ関連の軽障害発生時のアクセス元が、０：CPUでなかった、１：CPU
だった。 

16 BRST ACS メモリ関連の軽障害発生時のアクセスが、０：バーストでなかった、１：バー
ストだった。

15 MLT LG このレジスタの内容が多重軽障害の、０：ログでない、１：ログである。 

14 reserve 予約 

13 RCNFG LG 機能拡張用。 

12 CPY PE LG 機能拡張用。 

11 NPU WR ERR  
LG 

このレジスタの内容が NPUによるメモリ保護領域への不当ライトの、０：ロ
グでない、１：ログである。

10 CPU WR ERR  
LG 

このレジスタの内容が CPUによるメモリ保護領域への不当ライトの、０：ロ
グでない、１：ログである。

9 WR ECC2 LG このレジスタの内容が 2バイト以下のライト時の ECC2ビットエラーの、０：
ログでない、１：ログである。

8 ECC 1 LG このレジスタの内容が ECC1ビットエラーの、０：ログでない、１：ログであ
る。 

7 MLT 多重に同じ種類の軽障害が、０：発生しない、１：発生した。 

6 reserve 予約 

5 RCNFG 機能拡張用。 

4 CPY PE 機能拡張用。 

3 NPU WR ERR NPUによるメモリ保護領域への不当ライトが、０：発生していない、１：発
生した。 

2 CPU WR ERR CPUによるメモリ保護領域への不当ライトが、０：発生していない、１：発
生した。 

1 WR BYT ECC 2バイト以下のライトでの ECC2ビットエラーが、０：発生していない、１：
発生した。 

0 ECC 1BIT ECC1ビットエラーが、０：発生していない、１：発生した。 
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(３) HERST (High ERror interrupt STatus register) 

 
31 01234567

予約予約

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～7 reserve 予約 

6 N2P_HER NPUから CPUへの重障害プロセッサ割込み要求（N2PHERRQレジスタに 0x1
をライト）が発生するとこのビットが 1に設定されます。 

5 P2N_HER CPUから NPUへの重障害プロセッサ割込み要求（P2NHERRQレジスタに 0x1
をライト）が発生するとこのビットが 1に設定されます。 

4 reserve 予約 

3 BU_HER PCIバス系で重障害が発生するとこのビットが 1に設定され、重障害割込みが
要求されます。

2 EU_HER FLバス系で重障害が発生するとこのビットが 1に設定され、重障害割込みが
要求されます。

1 SU_HER システム系で重障害が発生するとこのビットが 1に設定され、重障害割込みが
要求さます。 

0 MU_HER メモリ系で重障害が発生するとこのビットが 1に設定され、重障害割込みが要
求されます。 
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(４) MHPMCLG 

 
31

予約

3681011

予約

14

予約

161718192021 15 9 7 1

 

02

 

ビット 名称 内容説明 

31～21 reserve 予約 

20 BU ERROR メモリ関連の重障害発生時のアクセス元が PCIバス配下の、０：I/Oでなかっ
た、１：I/Oだった。

19 MU ERROR 機能拡張用。無効。 

18 NU ERROR メモリ関連の重障害発生時のアクセス元が、０：NPUでなかった、１：NPU
だった。 

17 PU ERROR メモリ関連の重障害発生時のアクセス元が、０：CPUでなかった、１：CPU
だった。 

16 BRST ACS メモリ関連の重障害発生時のアクセスが、０：バーストでなかった、１：バー
ストだった。

15 MLT LG このレジスタの内容が多重重障害の、０：ログでない、１：ログである。 

14～11 reserve 予約 

10 CLK CHK LG 機能拡張用。無効。 

9 HPMC CHKLG 機能拡張用。無効。 

8 ECC 2 LG このレジスタの内容が ECC2ビットエラーの、０：ログでない、１：ログであ
る。 

7 MLT 多重に同じ種類の軽障害が、０：発生しない、１：発生した。 

6～3 reserve 予約 

2 CLK CHK 機能拡張用。無効。 

1 HPMC CHK 機能拡張用。無効。 

0 ECC 2BIT ECC2ビットエラーが、０：発生していない、１：発生した。 
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(５) BUERRSTAT 

 
31 0

予約

12356891011 7

予約

4

 
 

ビット 名称 内容説明（ビットに１が設定された場合） 

31～11 reserve 予約 

10 detBUSBUSY 前回の PCIマスタアクセス（CALINK、または CPU/NPUによる）がタイムア
ウト（detBRQTOまたは detTRDYTO）により終了し、その後バスデッドロッ
ク中にバスアクセスが発生したことを示します。

9 detBRQTO SUWAマスタ時、PU/NU/CALINKからリクエストを受信後、PCIバスアクセ
スまでの時間が、BUREQTMRレジスタで決められたタイムアウト時間を超過
したことを示します。

8 recEINT0 B_INT0_Nエラー割込受信したことを示します。このビットは BUINTSTATの
recINT0ビットと共用です。

7 reserve 予約 

6 detTRDYTO SUWAマスタ時、ターゲットによる DEVSELアサート後、TRDYアサートま
での時間が BUTRDYTMRレジスタで決められたバスタイムアウト時間を超過
したことを示します。

5 obsrvTA PCIバス上でターゲットアソートが実行されたことを示します。 

4 obsrvMA PCIバス上でマスタアソートが実行されたことを示します。 

3 recSERR PCIバス上で B_SERR_Nがアサートされたことを示します。 

2 detAPE SUWAがターゲット動作時、アドレスパリティエラーを検出したことを示し
ます。 

1 detWDPE SUWAがマスタ動作時、ライトデータパリティエラーを検出したことを示し
ます。 

0 detRDPE SUWAがマスタ動作時、リードデータパリティエラーを検出したことを示し
ます。 

 

(６) BUERRADR (BU Error Address) 

 
31 0

errADR

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～0 errADR BUERRPTRレジスタで示されるエラーが発生したときのエラーアドレスをロ
グします。 
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(７) BUERRPTR (BU Error Pointer) 

 
01234567891011

予約予約 予約

31

予約

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～11 reserve 予約 

10 pntBUSBUSY 前回の PCIマスタアクセス（CALINKまたは CPU/NPUによる）がタイムアウ
ト（detBRQTOまたは detTRDYTO）により終了し、その後バスデッドロック
中にバスアクセスが発生したことを示します。

9 pntBRQTO SUWAマスタ時、PU/NU/CALINKからリクエストを受信後、PCIバスアクセ
スまでの時間が、BUREQTMRレジスタで決められたタイムアウト時間を超過
したことを示します。

8 reserve 予約 

7 reserve 予約 

6 pntTRDYTO SUWAマスタ時、ターゲットによる DEVSELアサート後、TRDYアサートま
での時間が BUTRDYTMRレジスタで決められたバスタイムアウト時間を超過
したことを示します。

5 pntTA PCIバス上でターゲットアソートが実行されたことを示します。 

4 pntMA PCIバス上でマスタアソートが実行されたことを示します。 

3 reserve 予約 

2 pntAPE SUWAがターゲット動作時、アドレスパリティエラーを検出したことを示し
ます。 

1 pntWDPE SUWAがマスタ動作時、ライトデータパリティエラーを検出したことを示し
ます。 

0 pntRDPE SUWAがマスタ動作時、リードデータパリティエラーを検出したことを示し
ます。 
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(８) BUERRINTMST (BU Error Interrupt Master) 

 
01234567891011

予約

31

予約

121314

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～14 reserve 予約 

13 errMSTSUWA BUERRPTRに示されるエラーを、SUWAが起こしたことを示します。 

12 errMSTGNT4 BUERRPTRに示されるエラーを、B_GNT4_Nに接続されるマスタが起こした
ことを示します。

11 errMSTGNT3 BUERRPTRに示されるエラーを、B_GNT3_Nに接続されるマスタが起こした
ことを示します。

10 errMSTGNT2 BUERRPTRに示されるエラーを、B_GNT2_Nに接続されるマスタが起こした
ことを示します。

9 errMSTGNT1 BUERRPTRに示されるエラーを、B_GNT1_Nに接続されるマスタが起こした
ことを示します。

8 errMSTGNT0 BUERRPTRに示されるエラーを、B_GNT0_Nに接続されるマスタが起こした
ことを示します。

7～3 reserve 予約 

2 errMSTBU BUERRPTRに示されるエラーを、CALINK（BU）がマスタ動作中に起こした
ことを示します。

1 errMSTNU BUERRPTRに示されるエラーを、NPUがマスタ動作中に起こしたことを示し
ます。 

0 errMSTPU BUERRPTRに示されるエラーを、CPUがマスタ動作中に起こしたことを示し
ます。 

 

(９) BUERRCMD (BU Error Command) 

 
04 3

errCMD

31

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～4 reserve 予約 

3～0 errCMD BUERRPTRレジスタに示されるエラー発生時のコマンド（PCIコマンドまた
はリード／ライト）を示します。
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(10) MERRADR 

 
31

予約

2 01

ERROR ADR

24 23

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～24 reserve 予約 

23～2 ERROR ADR 軽障害または重障害発生時のアクセスアドレス 

1 reserve 予約 

0 reserve 予約 

 

(11) MERRDAT 

 
31

ERROR DAT

0

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～0 ERROR DAT 軽障害または重障害発生時のデータ 

 

(12) MECC 

 
31

予約

0

ECC

24 ６

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～7 reserve 予約 

6～0 ECC 軽障害または重障害発生時の ECC 
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(13) MSYNDR 

 
31

予約

0

SYNDR

7 6

 
 

ビット 名称 内容説明 

31～7 reserve 予約 

6～0 SYNDR 軽障害または重障害発生時のシンドローム 
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(14) MSW (Machine Status Word Register) 

 
31 28 23530 29 1791112

予約予約予約

10

予約

8 6 4 0

 
 

ビット 名称 内容説明 

31 reserve 予約 

30 CPU CPUの接続状況が設定されます。この値は CPUALRレジスタの値がコピーさ
れています。

29 NPU NPUの接続状況が設定されます。この値は NPUALRレジスタの値がコピーさ
れています。

28～12 reserve 予約 

11 EXINTMOD 外部割込み入力端子 S_EXPINTの割込み要求信号種類の設定です。 
ブートマイクロのみアクセスできます。

10 reserve 予約 

9 ERRENB シャットダウン、重障害、軽障害が発生したときに、CPUと NPUへの割込み
報告をするか、CPUと NPUの両方に割込み報告をしないかを設定します。こ
のビットはブートマイクロによる割込み系の初期化時のみ 0に設定します。

8 INTENB 一般割込みが発生したときに、CPUと NPUへの割込み報告を行うか、CPUと
NPUの両方に割込み報告をしないかの設定をします。このビットはブートマ
イクロによる割込みの初期化時のみ 0に設定します。 

7 PSH1SW リセットスイッチ（PSH1SW）が押されたことを検出するとこのビットが 1と
なり、軽障害（LER）割込みが発生します。

6 PSH0SW プッシュ 0スイッチ（PSH0SW）が押されたことを検出するとこのビットが 1
となり、軽障害（LER）割込みが発生します。

5 TGLSW トグルスイッチ（TGLSW）の状態変化を検出するとこのビットが 1となり、
軽障害（LER）割込みが発生します。

4 IVCV Backup用電池を実装していないことを検出するとこのビットが 1となり、軽
障害（LER）割込みが発生します。

3～2 reserve 予約 

1 PWDTOVF CPU用のWDTでアンダーフローが検出されるとこのビットが 1となり、重障
害（HER）割込みが発生します。

0 NWDTOVF NPU用のWDTでアンダーフローが検出されるとこのビットが 1となり、重障
害（HER）割込みが発生します。
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付録Ｉ ハードウェアＩＤ設定スイッチ 
 

 インテリジェントＩ／Ｏステーションのハードウェアには、４つのＩＤ設定スイッチが実装されており、そ

れぞれ以下の意味を持っています。 

ＳＷ０・ＳＷ１：Ethernetのノード番号を設定します。 

ＳＷ２・ＳＷ３：DeviceNetの転送速度とＭＡＣＩＤを設定します。 

(１) ノード番号の設定 

 10BASE-Tに接続されたインテリジェントＩ／Ｏステーションを識別するためのノード番号は、 

ＳＷ０とＳＷ１の２つのＩＤ設定スイッチにて設定します。設定するノード番号は０番～１２７番まで

の数値とし、異なるインテリジェントＩ／Ｏステーションと重複することがないようにしてください。

ＩＤ設定スイッチはインテリジェントＩ／Ｏステーションの前面パネルに位置します。 
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使用するＩＤ設定スイッチ 

ＳＷ０・ＳＷ１ 
 

 

 

 

 

 

 

 ＳＷ２ ＳＷ３ 
 

 ノード番号（10進数で 0番～127番）を１６進数に変換して設定します。例えば、ノード番号が１６

進数で“０ｘαβ”とすると、ＳＷ０に“α”、ＳＷ１に“β”を設定します。 

＜注意事項＞ 

静電気によりモジュールが破損する恐れがあります。各種スイッチの設定、ケーブルの抜き差しな

どを行う前に人体の静電気を放電してください。 
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(２) DeviceNetの転送速度とＭＡＣＩＤの設定 

 DeviceNetの転送速度とＭＡＣＩＤの設定は、ＳＷ２とＳＷ３の２つのＩＤ設定スイッチにて設定し

ます。設定にあたり、接続する DeviceNetのノード番号とＭＡＣＩＤを事前に確認し控えておいてくだ

さい。ＩＤ設定スイッチはインテリジェントＩ／Ｏステーションの前面パネルに位置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

静電気によりモジュールが破損する恐れがあります。各種スイッチの設定、ケーブルの抜き差しな

どを行う前に人体の静電気を放電してください。 

 

 設定する転送速度とＭＡＣＩＤを、それぞれ２ビットと６ビットで表現します。 

 転送速度は、１２５kbps、２５０kbps、５００kbpsから選択できます。転送速度と２ビットの対応を

下記に示します。２ビットの値で１１は予約となっていますので、１１は設定しないでください。ま

た、同じネットワークに接続する機器はすべて同一の転送速度に設定してください。 

 

転送速度 ２ビット 

１２５kbps ００ 

２５０kbps ０１ 

５００kbps １０ 
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使用するＩＤ設定スイッチ 

ＳＷ２・ＳＷ３ 

ＳＷ２ ＳＷ３ 

 

 ＭＡＣＩＤは０から６３の値から選択できます。値はネットワーク上で他のノードのＭＡＣＩＤと重

複しないように注意してください。選択した値を６ビットで表現します。例えば、１７を選択した場

合、０１００１が６ビットの値となります。 

 選択した転送速度を上位２ビット、また選択したＭＡＣＩＤを下位６ビットとし、２つを合せて８

ビットで表現します。 

 例えば、転送速度に５００kbps、ＭＡＣＩＤに３５を選択した場合、上位２ビットは１０、下位６

ビットは１０００１１となります。 
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 次に、この８ビットを２桁の１６進数に変換し、その上位桁と下位桁を、ＳＷ２とＳＷ３にそれぞれ

設定します。前述の例では、８ビット１０１０００１１が２桁の１６進数Ａ３に変換され、上位桁のＡ

をＳＷ２に、下位桁の３をＳＷ３に設定します。 

 

８ビット 

１ ０ １ ０ ０ ０ １ １ 

 
Ａ ３  

 

 

 
２桁の１６進数Ａ３ 

 

 

 

 ＳＷ２の設定値Ａ ＳＷ３の設定値３ 
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